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戦
国
大
名
上
杉
氏
の
軍
役
帳

・
軍
役
覚
と
軍
隊
構
成

は
じ
め
に

戦
国
大
名
上
杉
氏
も
北
条
氏
や
武
田
氏
の
例
に
漏
れ
ず
、
軍
役
構
成
を
扱

っ

た
専
論
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
上
杉
氏
の
軍
役
に
ふ
れ
た
研
究
も
そ
の
中

心
分
析
は
家
臣
団
編
成
で
あ
る
点
に
武
田
氏
研
究
と
の
共
通
性
が
あ
る
。
上
杉

氏
の
研
究
は
、
藤
木
久
志
氏
の
成
果
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
後
の

『新
潟
県
史
』

ほ
か

『上
越
市
史
』
な
ど
自
治
体
史
の
記
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
藤
木
氏
は
、

謙
信
時
代
を
対
象
と
し
た
天
正
三
年
軍
役
帳
を
中
心
に
永
禄

二
年

「御
太
刀
次

第
」
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
家
臣
団
の
序
列
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
景
勝
時
代
の

「文

禄
三
年
定
納
員
数
日
録
」
の
分
析
か
ら

「侍
中
」

「五
十
騎
」
と
呼
ば
れ
る
伝
統

的
な
序
列
に
基
づ
く
家
臣
団
編
成
と
領
国
諸
地
域
の
地
方
在
番
衆
に
よ
る
在
番

家
臣
団
構
成
を
明
ら
か
に
し
た
。

『新
潟
県
史
』
通
史
編
で
池
享
氏
は
、
①
謙
信
の
京
都
か
ら
の
帰
国
の
祝
い
太

刀
献
上
に
よ
り
諸
将

の
忠
誠
を
確
認
し
、
永
禄
三
年
五
月
に
軍
役
量
を
決
定
す

る

「御
鑓
御
せ
ん
さ
く
」
が
実
施
さ
れ
、
永
禄
期
に
は
軍
役
量
を
所
領
の
知
行

高
に
応
じ
て
決
定
す
る
軍
役
制
度
が
急
速
に
整
備
さ
れ
た
、
②

「軍
事
力
整
備

増
強
政
策
の
集
大
成
」
と
し
て
天
正
三
年
に
作
成
さ
れ
た

「御
軍
役
帳
」
を
位

社
会
科

則

竹

雄

一

置
づ
け
が
、
鑓

。
手
明

・
鉄
抱

。
大
小
旗

・
馬
上
の
各
装
備
間
の
比
率
は
、
武

将
の
性
格
に
よ
ら
ず
、
全
体
的
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
軍
役
が

一
律
の
基
準
で

決
定
し
た
も
の
で
は
な
い
、
③
鑓
の
比
重
が
高
く
鉄
抱
の
比
重
が
低
い
こ
と
か

ら
、
謙
信
は
鉄
胞
の
導
入
に
消
極
的
で
あ

っ
た
、
④
地
侍
層
を
地
下
鑓
と
し
て

軍
事
動
員
す
る
も
の
の
、
寄
親
寄
子
制
が
未
発
達
で
あ
り
恒
常
的
な
正
規
軍
隊

に
編
成
で
き
て
い
な
い
、
な
ど
の
上
杉
氏
軍
隊
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
。

近
年
で
は
山
田
邦
明
氏
が
戦
国
大
名

の
軍
事
史
を
概
括
す
る
中
で
ふ
れ
た
成

果
や
、
上
杉
氏
の
軍
事
編
成
を
謙
信
の
外
征
と
の
関
係
を
重
視
す
る
視
点
か
ら

明
ら
か
に
し
た
平
出
真
宣
氏
の
研
究
が
あ
る
。
平
出
氏
は
、
従
来
の
上
杉
氏
の

軍
事
編
成
の
後
進
的
理
解
を
批
判
し
て
、
衆
編
成

。
同
心
編
成
に
よ
る
中
小
規

模
武
士
の
軍
事
編
成
を
行
う
こ
と
で
有
力
武
士
の
統
制
も
進
展
さ
せ
た
点
や
外

征
の
勝
利
や
敗
北
に
よ
る
軍
事
的
危
機
も
上
杉
氏
の
軍
事
編
成
を
推
進
さ
せ
た

点
な
ど
、
謙
信
の
軍
事
編
成
に
お
け
る
積
極
性
を
強
調
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
に
学
び

つ
つ
も
家
臣
団
編
成
で
は
な
く
軍
役
構

成
の
視
角
か
ら
上
杉
謙
信
時
代
を
中
心
に
上
杉
氏
の
軍
隊
の
特
徴
を
整
理
し
た
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１
、
天
正
三
年
軍
役
帳
に
み
る
軍
役
構
成

上
杉
関
係
史
料
で
軍
役
構
成
を
示
す
も
の
と
し
て
、

「軍
役
覚
」
（後
掲

【史

料
５
】
に

「改
而
軍
役
覚
」
と
あ
る
）
と

「軍
役
帳
」
が
あ
る
。
こ
れ
を

一
覧

に
し
た
の
が
、
表
１
で
あ
る
。
前
者
は
北
条
氏
の

「着
到
帳

（着
到
定
書
）
」
や

武
田
氏
の

「軍
役
定
書
」
に
あ
た
り
、
個
々
の
家
臣

（給
人
）
の
軍
役
負
担
内

容
を
記
し
て
い
る
。
１
・
２
・
３
・
４
・
６
・
９
。
１０

・
Ｈ
な
ど
知
行
地
ま
た

一
部
で

は
知
行
貫
高
を
記
す
の
が

一
般
的
と
見
ら
れ
る
が
、
５
。
７
・
８
の
よ
う
に
軍
役

内
容
の
み
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
後
者
に
は
、
謙
信
時
代

の
家
臣
団
分
析
の
中

心
と
な

っ
て
き
た
天
正
三
年
二
月

一
〇
日
付
け
の

「軍
役
帳
」
①
を
は
じ
め
と

し
て
、
景
勝
時
代

の
②

。
③

・
④
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
個
々
の
家
臣

で
は
な
く
、
家
臣
団
全
体
の
軍
役
構
成
や
信
濃
衆

・
八
王
子
御
番
衆
と
い
っ
た

地
域
別
や
役
割
別
の
軍
役
帳
簿
と
な

っ
て
い
る
が
、
個
々
の
家
臣
の

「軍
役
覚
」

を
集
積
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
は
、
天
正
三
年

「軍
役
帳
」
か
ら
見
て
み
よ
う
。
個
々
の
家
臣
ご
と
に

次
の
よ
う
な
記
載
を
と
り
、
同
心
を
含
め
て
五
六
名
の
名
前
が
見
え
る
。

【史
料
１
】
天
正
三
年
上
杉
家
軍
役
帳

（「上
杉
家
文
書
」
上

一
二
四
六
上

二
四
七
）

御
中
城
様

弐
百
五
拾
丁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑓

四
拾
人
　
鰤
手

・打
励
指
　
　
　
　
　
　
　
　
手
明

弐
拾
丁
　
笠

・
腰
指
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
胞

弐
拾
五
本

四
拾
騎
　
押
手

。打
励
指

以
上

（中
略
）黒
川
四
郎
次
郎

九
拾
八
丁

拾
五
人

拾
丁
拾
本

拾
五
騎

甲
　
打
物

以
上

同
心
　
土
沢

弐
拾
七
丁

壱
丁
　
　
笠

・
腰
指

壱
本

弐
騎

打

物

以
上

自
分
同
心
共
ニ

合
百
弐
拾
五
丁

拾
壱
丁

拾
壱
本

拾
七
騎以
上 甲

　
打
物

大
小
旗

馬
上

鑓手
明

鉄
胞

大
小
旗

馬
上

鑓鉄
抱
大
小
旗

馬
上

鑓鉄
胞
大
小
旗

馬
上

籠
手

腰
指

籠
手

笠

腰
指

腰
指

籠 甲
手

腰
指
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表
l
上
杉
氏
軍
役
覚
（
数
字
）
・
軍
役
帳
（
丸
数
字
）
一
覧

年
月
日

差
出
宛
名

書
出
文
言
知
行
地
貫
高
軍
役

鑓
馬
上

大
小
旗

手
明

鉄
砲

弓
史
料
上
越

（
軍
役
者
）

（貫
文
）
合
計

(T
)
 

（騎
）

（本
）

（人
）

(T
)
 

（張
）

市
史

1
永
禄
10
年
正
月
2
8
日
欠

楡
井
治
部
軍
役
、
越
国
当
庄
共
4
ヶ
所

X
 
19 
15
鑓

(1
)
 金
之
前
後

2
こ
は
た

1
て
つ
抱

志
賀
所
蔵
548 

少
輔

文
書

2
永
禄
10
年
4
月
3
日
輝
虎
御
蓼
沼
藤
五
本
軍
役

1
ヶ
所

X
 
7
 
5
 鑓
、
此
内
4
(1) 
糸
毛
具
足
、
金
1
は
た

謙
信
公
御
555 

朱
印
郎

丁
用
捨

前
後

書
集

3
永
禄
10
年
極
月
14
日
輝
虎
大
石
右
衛
為
堪
忍
分

2
ヶ
所

X
 
4
 
2
鑓

(1) 
糸
毛
之
具
足
、
1
小
旗

歴
代
古
案
5
8
8
 

門
尉

金
之
前
後

4
永
禄
10
年
極
月
14
日
輝
虎
御
（
楠
川
左
京
為
堪
忍
分

2
ヶ
所

X
 
8
 
6
鑓

(1) 
糸
毛
具
足
、
金
(1) 
大
小
旗
内

謙
信
公
御
589 

朱
印
亮）

前
後

腰
差

書
集

謙
信
朱

今
度
、
中
条
名
字
吾

是
お
者
拾
T
1
0
 是
五
騎
過
上
、

上
越
市
立

5
天
正
2
年
6
月
2
0
日

中
条
与
次
分
に
申
付
候
間
、
改
X
 

X
 
163 
9
0
宥
免
、
八
拾

13
大
小
旗
2
0
同
腰
差
10
同
腰
差

総
合
博
物
1211 

印
而
軍
役
之
覚

之
軍
役

十
五
騎
同
腰
差

館
所
蔵

6
天
正
2
年
10
月
10
日
吉
江
景
若
林
九
郎
覚

3
ヶ
所

X
 
3
 
1
鑓

(1) 
糸
毛
具
足
、
金
1
 大
小
旗

謙
信
公
御
1227 

資
左
衛
門

前
後

同
腰
差

書
集

景
勝
（
花

甲
・
打
物
・
こ
て
・

甲
・
打
物
・

か
わ
か

7
天
正
3
年
2
月
9
日
押）

上
杉
景
勝

X
 

X
 
3
7
5
 
2
5
0
 鑓

4
0
 こ
し
さ
し

25
大
小
旗
4
0
こ
で
こ
し
20
さ
こ
し
さ

吉
江
文
書
1
2
4
4
 

さ
し

し

馬
上
、
甲
・打

大
小
旗
、

手
明
、
甲・

鉄
抱
、

山
形
大
学

8
天
正
3
年
2
月
16
日
（
軍
役
中
条
与
次
御
軍
役
帳

X
 

X
 
140 
8
0
鎗

15
物
・
籠
手
・
こ
し
さ
15 此
内
二
十
打
物
・
籠
10
笠
・
腰
さ

付
属
図
書
1245 

帳
）

本
ハ
御
張
20 手
・
こ
し
さ

し
之
外
也

し
し

館

゜
馬
上
、
甲
・
打

手
明
、
甲
・

鉄
抱
、

上
杉
家
文

①
 天
正
3
年
2
月
10
日

御
軍
役
帳

X
 

X
 
5
5
0
5
 
3
6
0
9
 鑓

566 
3
6
7
 大
小
旗
642 打
物
・
籠
321 

1
2
4
6
 

物
・籠
手
・
腰
差

手
・
腰
差

笠
・
腰
指

書

嶋
倉
孫
左

馬
上
、
自
分
金

5
 手
明
、
何
3
 鉄
抱
、

維
宝
堂
古

9
天
正
5
年
11
月
16
日
朱
印

落
着
知
行
之
覚
3
ヶ
所
432,486 

4
6
 
3
0
鎗

5
之
前
後
何
も
こ
3
小
旗

1356 
衛
門

し
さ
し

も
腰
差

同
文
書

飯
田
与
三

鳥
上
、
其
身
共

1
 鉄
抱
、

謙
信
公
御

10 
天
正
5
年
11
月
16
日
御
朱
印
右
衛
門
尉
落
着
知
行
之
覚
2
ヶ
所
146,457 

1
 1
 
7
鑓

2
二
、
何
も
腰
差
、
1
小
旗

同
腰
差

書
集

1
3
5
7
 

自
分
金
前
後

11 
天
正
7
年
6
月
晦
日
景
国
（花
酒
井
口
口

安
部
右
15
,0
0
0
 
10 

8
鑓

(1
)
 馬
上

1
小
旗

信
濃
史
料
1846 

押
）

京
進
跡

補
遺

12 
天
正
11
年
正
月
御
朱
印
岩
井
備
中
外
様
衆
軍
役
帳

X
 

X
 
4
4
 
2
5
鑓

5
鳥
上

7
小
旗

7
鉄
抱

景
勝
公
御
2
6
4
6
 

守
書

②
 
天
正
14
年

（信
濃
衆
軍
役
帳
）

X
 

X
 
1
2
5
9
 
5
9
5
 鑓

158 
馬
上

94
小
旗

72
手
明

2
9
0
 鉄
抱
5
0
弓
景量
勝
公
御
3
1
6
7
 

③
 天
正
18
年
7
月

須
田
右
衛
（
上
杉
家
軍
役
帳
）

X
 

X
 
193 
115 鑓

2
5
 馬
介
金
糸
毛
2
8
 小
旗

25
鉄
抱

覚
上
公
御
3
3
7
4
 

門
大
夫

書
集

④
 
天
正
18
年
9
月
21
日

田
中
大
蔵
（
上
杉
家
軍
役
帳
）

X
 

X
 
179 
100 鑓

13
馬
上

16
小
旗

手
明

5
0
鉄
抱

覚
上
公
御
3
3
8
8
 

書
集

13 
年
未
詳

小
中
彦
兵
小
中
彦
兵
衛
尉
着

X
 

X
 
178 
5
3
鑓

4
0
 馬
上

6
5
 小
旗
大
小
10
手
明

8
鉄
抱

2
弓
謙
信
公
御
3
8
9
7
 

衛
尉

到
書
集



表 2 天正 3年上杉氏軍役帳
区分 合計 frrrr TEIlar ittr€trr ラヘ:′ lヽ 1■ 馬上 (騎 ) 備考家臣名

250 4( 2( 25―Fl 375
170 20 >(   25 ※此内弓五帳―Pl 225

10二杉 景 信 ) ― Fl 81 54
10繁 ) ― F] 96 63 15

― F] 1( 15 10 10 15(琵琶島 )
1((定長 ) ― 門 71

※虚内二本 ′、御 張之外こ(景養 ) ※ 80 20 10 15 15

二 郎 (清実 ) 98 10 15黒川四

「ヨ,「卜 」ヒ沢 同 心 3 27

125 11 17自分同心共二合

227 160 20

国衆下郡3丸 (降家 ) 87 58 10

竹俣三 守 (層綱 ) 98 67 10 1012

19` 135 20i発田
80 15124

こ311ζ 158 108 15 10

tttB 9〔 20 10 13 1516

52 31 10て正

10.自B 52 32

1073 45

F言1,rゝ 名 孫 四 郎 同 心20
68同心 自分合

81 54 1021 こ亮

同 ,い  丸 ヨ 同心

同 心 木:津 同心

同 心 千 田 同心

11同心 自分共 二合 88

81 54 1(亮

匿l′い 同心

同 心

同心 自分共二合 81 5,

10 12 1828 ;守 (朝信 )
守 (景親 ) 58 36 10

15 1531 21 180 30

31 40 15

32 こ郎 10

1(33 、正

95、郎 (顕元 )
100 70 10

旗 本 15 10 1036

同 心37 同心 力 j

山 同心

居 同心

′い 白 同心

′い 1 :江 同 心41

同 心42 同心 山
江 同心

同 心 大 同心

101 13 13 16自分同心共
旗 本 2` 15( 30 15 3045 じ良

` 旗 本 76守 (忠景 )
同 心 石 七郎二郎 同心

同心 23 23

自分同心共合
)(23 4( 52 ※此内冊丁手鑓ζ郎 (豊守 ) 旗 本 142

2( ※此肉五拾手鑑]守 (景綱 ) 旗 本 105 ※ 200 30
1551 ]息B(資 目番) 旗 本 60 15 10

ユ1玖こ 旗 本 1552

守 (吉久 ) 旗 本 2( 1553
105 2(守 (高定 ) 旗 本

1247号のみ記戯少 輔 125 80 15

124フ号 のみ記載息B(=き 1ヨ ) ― F] 15 1056
36( 1    64. 32 367 566

□
一
団
団
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表 3 天正 3年上杉氏軍役帳 (軍役負担順)
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家臣名 区分 合計 fittrr
手 明 (人 )

甲・打物・籠

手・腰指

鉄砲 (丁 )
笠・腰指

大小
旗 (本 )

馬上 (騎 )
甲・打物・籠
手堰指

49 山吉孫次郎 (豊守 ) 旗 本 2, 40 30 52
― F月 375 25( 40 40

50 直江大和守 (景綱 ) 旗 本 305 20( 30 35
3{ 180 30 15 20
山浦殿 (国清 ) ― P] 250 17( 20 25 15 20
45 本圧清九郎 旗 本 240 150 30 15 15 30
10 色部弥二郎 (顕長 ) 227 160 20 12 1〔 20
21 斎藤下野守 (朝信 ) 205 153 10 11 18
13 194 135 20 ll 17

加 地彦次郎 158 108 11 15

弥七郎殿 (琵琶島 ) ― Pl 106 15

黒 川四郎二郎 (清実 ) 98 11 15
16 安 田新太郎 148 90 2( 10 l 15

中条与次 (景泰 ) 140 80 2( 10 15 15
52 香取弥平次 旗 本 132 90 15 15

小 国刑部少輔 125 80 15 11 10
1` 五十公野右衛門尉 国衆 下郡 124 80 15 11 11

36 1本鶴松 旗 本 124 81 15 11 10
53 河 田対馬守 (吉久 ) 旗 本 107 6( 15

吉江喜四郎 (資堅 ) 旗 本 105 60 15

54 北条下総守 (高定 ) 旗 本 105 60 20 11

35 船 見 100 70 10 10
12 竹俣三河守 (慶綱 ) 98 67 10 10
上条殿 (政繁 ) ― Fヨ 96 63 15 10

安 田惣八郎 (顕元 ) 95 60 15 10
11 水原能化丸 (隆家 ) 87 58 10
十郎殿 (上杉景信 ) 一 門 8 54 10
21 平賀左京亮 81 54
25 新津大膳亮 81 54 10
56 長尾小四郎 (景直 ) ― F月 81 50 15 1(

吉江佐渡守 (忠景 ) 旗 本 76 50 11

菅名与三 73 45 10
山本寺殿 (定長 ) 一 門 71 50 10
32 竹俣小太郎 70 46 1(

31 F保孫六 67 40
29 千坂対馬守 (景親 ) 58 36 10
33 山岸隼人正 55 35 10
17 下条采女正 52 32 10
18 荒川弥次郎 52 32 1(

同心 土沢 同 心 31 27
48 同心 一丁通 之分 同 心 23
37 同心 力丸 同 心 13 10

司心 丸 田 同 心

47 司心 石坂七郎二郎 同 心

司心 菅名孫四郎 同 心

23 司′b 沐じ章 同 心

241 司心 千 田 同 心

26 司心 舟 山 同 心

心 蔵吾 同 心

38 司心 湯山 同 心

39 司′b「司月詈 同 心

40 司心 自川 同 心

41 司心 氏江 同 心

421 司心  山屋 同 心

43 司′b オ公,I 同 心

44 司心 大堀 同 心

合計 ) 5505 36C 642 321 367 566



「軍
役
帳
」
に
示
さ
れ
る
家
臣
団
は
、　
一
門

。
国
衆

（上

。
中

・
下
越
）
。
旗

本
と
そ
れ
に
従
属
す
る
同
心
に
分
類
さ
れ
る
。
『新
潟
県
史
』
通
史
編
中
世
に
よ

れ
ば
、
阿
賀
北
の
本
庄
氏
な
ど
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
も
の
の
有
力
な
武
将
は

ほ
と
ん
ど
網
羅
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
軍
事
力
の
集
大
成
を
し
め
す
と
評

価
さ
れ
る
。
こ
の
軍
役
帳
に
示
さ
れ
る
軍
役
構
成
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

①
上
杉
氏
の
軍
役
の
構
成
は
、
「馬
上
」
。
「鑓
」
。
「鉄
抱
」
。
「大
小
旗
」
。
「手
明
」

の
五
種
類
を
基
本
と
す
る
。

「馬
上
」
は
、
軍
役
負
担
者
＝
家
臣
自
身
で
あ
る

「自
分
」
を
含
め
た
騎
馬
兵

の
こ
と
で
あ
り
、
「甲

・
打
物

・
籠
手

。
腰
指
」
の
装
備
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「鑓
」
は
、
北
条
氏
な
ど
で
い
う
長
柄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
吉
孫
次
郎

は
二
二
五
丁
の
鑓
を
負
担
す
る
が
、
「此
内
片
丁
手
鑓
」
と
あ
り
、
直
江
大
和
守

は
二
〇
〇
丁
の
鑓
を
負
担
す
る
が
、
同
様
に

「此
内
五
拾
手
鑓
」
と
の
注
記
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
杉
氏
の
鑓
に
は
狭
義
の

「鑓
」
（＝
長
柄
）
と

「手
鑓
」

が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
「手
鑓
」
は
、
鑓
兵
が

一
般
的
に
所
持

す
る

「鑓
」
＝
長
柄
と
は
相
違
し
た
騎
馬
兵
の
戦
闘
武
器
と
し
て
の
鑓
で
あ

っ

た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
武
田
氏
や
北
条
氏
で
の

「持
鑓
」
に
あ
た
り
、
武
田

氏
の
軍
役
定
書
で
は
、
明
確
に
三
間
の
長
さ
の
長
柄
と
二
間
半
の
長
さ
の
持
鑓

を
区
別
し
て
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「馬
上
」
数
と

「手
鑓
」
数
の

一
致
か

ら
手
鑓
は
騎
馬
兵
の
武
器
と
推
定
さ
れ
る
が
、
山
吉
孫
次
郎
の

「馬
上
」
数
は

五
二
騎
で
あ
る
の
で
、
「手
鑓
」
数
三
〇
丁
と
は

一
致
し
な
い
。
ま
た
、
直
江
山

城
守
の

「馬
上
」
数
は
三
五
騎
で

「手
鑓
」
数
五
〇
丁
が
そ
の
数
を
上
回
り
、

北
条
氏
や
武
田
氏
の
事
例
と
は
軍
役
数
の
対
応
関
係
が
相
違
す
る
点
が
あ
る
の

で
、
別
の
理
解
も
あ
り
得
る
。

「鉄
胞
」
は
、
鉄
胞
を
武
器
と
し
て
所
持
す
る
兵
で
あ
る
が
、
武
装
と
し
て
は

「笠

・
腰
指
」
と
あ
る
の
み
で
軽
装
で
あ
り
、
甲
や
籠
手
の
装
備
を
指
定
さ
れ
た

「馬
上
」
と
は
明
ら
か
に
差
が
あ
る
。
北
条
氏
の
事
例
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
武

装
の
差
は
軍
隊
構
成
に
お
け
る
身
分
差
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
上
杉
氏
に

お
け
る
頭
部
の
か
ぶ
り
も
の
の

「甲
」
と

「笠
」
の
相
違
は
、
上
杉
氏
で
は
鉄

胞
兵
が
騎
馬
兵
よ
り
も
身
分
的
に
低
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

「大
小
旗
」
は
、
細
長
い
旗
を
持
ち
運
ぶ
歩
兵
の
こ
と
で
あ
る
。
「馬
上
」
「鉄
抱
」

「手
明
」
で
は
個
人
の
指
標
と
し
て
の

「腰
指
」
が
装
備
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
「大
小
旗
」
は
部
隊
な
い
し
は
軍
団
全
体
の
指
標
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
た
と
み
ら
れ
る
。

「手
明
」
は
、
鑓
な
ど
の
武
装
を
し
な
い
歩
兵
で
あ
る
。
装
備
は

「甲

。
打
物

・

籠
手

・
腰
指
」
と
騎
馬
兵
と
同
じ
点
が
特
徴
で
あ
る
。

「打
物
」
＝
刀
の
所
持
が

み
と
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
刀
に
よ
る
戦
闘
を
主
に
行

っ
た
歩
兵
で
あ
ろ
う
か
。

北
条
氏
に
場
合
、

「馬
添
手
明
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
騎
馬
武
者
の
馬
に
添

え
ら
れ
る
歩
兵
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
北
条
氏
は

「手
明
」
の
装

備
は

「皮
笠

・
具
足

。
指
物
」
と
見
ら
れ
る
の
で
、
上
杉
氏
の

「手
明
」
と
同

様
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

上
杉
氏
の
軍
役
構
成
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
弓

（兵
）
が
登
場
し
な
い

点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
全
く
弓
装
備
が
な
か
っ
た
と
言
う
と
そ
う
で
は
な
い
。

山
浦
殿
は
二
五
丁
の
鉄
抱
を
負
担
す
る
が
、
「此
内
弓
五
帳
」
と
の
注
記
が
あ
る
。

理
由
は
不
明
な
が
ら
本
来
の
負
担
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
、

五
丁
に
つ
い
て
鉄
抱
の
代
わ
り
と
し
て
弓
で
負
担
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
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と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
特
例
措
置
で
あ
り
、
軍
役
構
成
で
は
原
則

的
に
は
弓
装
備
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
上
杉
氏
関
係
史
料
中
に

お
い
て
も
弓
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
今
の

と
こ
ろ
は
明
ら
か
に
で
き
な
く
課
題
と
し
て
残
る
。

②
軍
役
負
担
の
統

一
的
な
基
準
は
存
在
し
た
。
『新
潟
県
史
』
通
史
編
中
世
で

は
、
「各
装
備
間
の
比
率
は
、
…
全
体
と
し
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
軍

役
が

一
律
の
基
準
に
厳
密
に
従

っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
…
個
々
の
武

将
と
謙
信
と
の
交
渉
に
よ

っ
て
個
別
に
決
定
さ
れ
…
謙
信
の
軍
隊
は
各
部
隊
に

よ

っ
て
編
制
の
異
な
る
非
統

一
的
軍
隊
だ

っ
た
。
」
と
指
摘
し
、
統

一
的
基
準
の

存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
「軍
役
帳
」
に
は
、
家
臣
の
知
行
高
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
の
で
軍
役
量
と
の
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
軍
役
負

担
の
段
階
性
を
見
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

表
３
は
、
「軍
役
帳
」
を
軍
役
負
担
合
計
量
の
多
い
順
に
家
臣
を
並
べ
た
も
の

で
あ
る
。
軍
役
合
計
が
同
じ
家
臣
は
、
同
じ
軍
役
構
成
と
な

っ
て
い
る
事
例
が

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
軍
役
合
計
八

一
人
の

一
門
の
十
郎
殿

。
中
郡
国
衆
の
平

賀
左
京
亮

・
中
郡
国
衆
新
津
大
膳
亮
は
、
二
人
と
も
鑓
五
四
丁

・
手
明

一
〇
人

・

鉄
抱
四
丁

。
大
小
旗
五
本

・
馬
上
八
騎
の
軍
役
構
成
で

一
致
す
る
。
ま
た
、
軍

役
合
計
五
二
人
の
下
郡
国
衆
下
条
采
女
正
と
上
郡
国
衆
荒
川
弥
次
郎
は
、
と
も

に
鑓
三
二
丁

・
手
明

一
〇
人

・
鉄
抱
二
丁

。
大
小
旗
三
本

。
馬
上
五
騎
で
こ
れ

も

一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
軍
役
量
全
体
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
五
種
類
の

軍
役
負
担
の
割
合
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
軍
役
合
計
が

一

致
し
て
も
軍
役
構
成
人
数
が

一
致
し
な
い
場
合
も
あ
り
、
偶
然
に

一
致
で
あ
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
「手
明
」
で
は
負
担
数
が

一
〇
。
二
〇
・
三
〇
・
四
〇

と
ほ
と
ん
ど
が
切
り
の
良
い
数
と
な

っ
て
い
る
。
軍
役
合
計
の
五
〇
～

一
〇
〇

ま
で
の
場
合
、
手
明
負
担
数
が

一
〇
人
と
な

っ
て
い
る
。
鉄
胞
で
は
負
担
数
が

一
桁
の
場
合
は
、
二
～
七
な
ど
の
数
字
が
見
ら
れ
る
が
、
負
担
数
が

一
〇
人
を

越
え
る
と
五
の
倍
数
の
数
字
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
軍
役
負
担
合
計
数

一
二
〇

人
前
後
の
と
こ
ろ
で
手
明
負
担
数
の

一
桁
か
ら
二
桁

へ
の
区
切
り
が
見
ら
れ
る
。

大
小
旗
で
も
鉄
抱
と
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
馬
上
で
も
負
担
数

一
〇
人
を

越
え
る
と
五
の
倍
数
の
負
担
数
字
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
負
担
合
計
数

一
〇
〇

人
前
後
で
馬
上
負
担
数
の
区
切
れ
が
見
ら
れ

一
〇
騎
以
上
の
負
担
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
軍
役
負
担
の
統

一
的
な
基
準
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

池
氏
は
、
上
杉
氏
が
非
統

一
的
軍
隊
で
あ

っ
た
根
拠
に

【史
料
五
】
の
中
条

与
次
宛
の
上
杉
謙
信
軍
役
状

（上

一
二

一
一
）
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
中
条

景
泰
の
軍
役
が
、
鑓

一
〇
丁
を
免
除
す
る
か
わ
り
に
馬
上
五
騎
の
負
担
が
増
加

さ
れ
、
天
正
三
年

「軍
役
帳
」
に
は
変
更
さ
れ
た
軍
役
数
が
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
理
由
に
、
軍
役
量
は

「個
々
の
武
将
と
謙
信
と
の
交
渉
に
よ

っ
て
個
別

に
決
定
さ
れ
た
」
と
結
論
す
る
。
な
ぜ
中
条
氏
が
軍
役
構
成
の
変
更
を
望
ん
だ

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
個
別
交
渉
で
結
果
的
に
は

「軍
役
帳
」
登
録
軍
役
が

決
定
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
交
渉
の
前
提
と
な
る
軍
役

量
が
無
原
則
に
決
定
し
た
の
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
「軍

役
帳
」
の
軍
役
構
成
が
、
統

一
的
に
見
え
な
い
の
は
、
何
ら
な
の
事
情
に
よ
る

軍
役
構
成
の
変
更
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同

一
軍
役
合
計
量
を
負
担
す

る
家
臣
の
軍
役
構
成
の

一
致
か
ら
見
れ
ば
、
軍
役
負
担
の
統

一
的
な
基
準
の
存

在
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
謙
信
の
軍
隊
が

「非
統

一
的
軍
隊
」
と
の
評
価
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は
間
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

③

一
般
給
人
＝
家
臣
の
中
に
は
、
「同
心
」
を
付
属
さ
せ
る
者
が
見
ら
れ
る
。

【史
料
１
】
の
黒
川
四
郎
次
郎
に
は

「同
心
　
土
沢
」
が
付
属
し
、
自
分
と
同
心

の
軍
役
量
が
合
計
さ
れ
て
い
る
。
「同
心
」
は
、
上
杉
謙
信
か
ら
個
別
に
知
行
を

安
堵
さ
れ
軍
役
を
負
担
す
る
給
人
で
あ
る
が
、
軍
役
量
が
合
計
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
実
際
の
戦
闘
で
は
同
心
主

（寄
親
）
と
同

一
行
動
を
と

っ
た
存
在
と
見

ら
れ
る
。
「軍
役
帳
」
で
見
る
限
り

一
般
家
臣
と

「同
心
」
は
明
か
な
差
が
あ
る
。

一
般
家
臣
層
は
、
下
条
采
女
正

。
荒
川
弥
次
郎
の
五
二
人
を
最
低
と
し
て
軍
役

負
担
量
合
計
が
す
べ
て
五
〇
人
以
上
で
あ
る
。
「同
心
」
は
最
大
で
も
同
心
土
沢

の
三

一
人
で
す
べ
て
五
〇
人
未
満
で
あ
り
、
し
か
も

「土
沢
」
「
一
丁
通
」
「力

丸
」
を
除
い
て
そ
の
他

一
三
の
事
例
は
、　
一
桁
の
軍
役
負
担
量
で
あ
る
。
明
ら

か
に
軍
役
負
担
量
の
階
層
差
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
軍
役
負
担
で
の

一
般
家
臣
層
と
同
心
の
相
違
点
は
、
同
心
に
は

「手
明
」
負
担
が
ま

っ
た
く
見

ら
れ
な
い
点
が
で
あ
る
。
な
ぜ

「手
明
」
負
担
が
な
い
の
か
は
、
「手
明
」
軍
役

の
役
割
の
解
明
と
共
に
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
「同
心
」
の
中
に
は

「鑓
」

の
み
を
負
担
す
る
者
が
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
松
本
鶴
丸
の

「同
心
」
の
山
屋

。
松
江

・
大
堀
の
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、

同
心
名
が
記
載
さ
れ
な
い
が
、
「
一
丁
通
之
分
」
は
鑓
の
み
を
負
担
す
る
二
二
人

の
記
載
と
な

っ
て
い
て
同
様
な
存
在
で
あ
ろ
う
。

「
一
丁
通
之
分
」
の

「
一
丁
」

と
は
、
鑓

一
丁
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「同
心
」
は
、
松
本

鶴
松
の

「同
心
」
を
除
い
て
馬
上
負
担
を
し
て
い
て
、
騎
馬
兵
で
あ
る
こ
と
が

原
則
で
あ

っ
た
と
見
ら
れ
る
。
北
条
氏
の
場
合
、
馬
上
で
な
く
、
鑓
を
武
装
と

す
る
い

「鑓
歩
侍
」
呼
ば
れ
る
給
人
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
馬
を
得
る

ま
で
の
臨
時
的
な
措
置
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、　
一
般
的
な
給
人
は

「
一
騎
合
」
と
称
さ
れ
る
騎
馬

一
騎
と
歩
兵

一
人
の
合
計
二
名
の
軍
役
負
担
を
最

低
と
す
る
騎
馬
兵
が
原
則
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
松
本

同
心
の
二
人
も
例
外
的
存
在
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
上
杉
氏
関
係
史
料
に

も

「
一
騎
合
」
が
散
見
さ
れ
こ
と
か
ら
、
同
心
も
含
め
て
給
人
の
軍
役
負
担
は

騎
馬
兵
を
原
則
と
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

天
正
三
年

「
軍
役
帳
」
が
作
成
さ
れ
た
背
景
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

天
正

三
年
正
月

一
一
日
付
け
上
杉
謙
信
書
状

二
通
が
あ
り

（
「
上
杉
家
文
書
」
上

一
二
四

一
。
一
二
四
二
）
、
こ
れ
に
従
え
ば
長
尾
喜
平
次
顕
景
は
、
「改
名
字
官
途
、

上
杉
弾
正
正
弼
与
成
之
候
」
「改
名
乗
、
景
勝
与
可
然
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

謙
信
の
官
途

「弾
正
少
弼
」
を
継
承
し
、
上
杉
景
勝
と
改
名
し
た
年
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
天
正
三
年

「軍
役
帳
」
は
、
景
勝
の
謙
信
後
継
者
化
を
画
期
と

し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
主
従
関
係
＝
軍
役
量
の
確
定
を

後
継
者
化
に
際
し
て
改
め
て
確
認
し
た
の
で
あ
る
。

２
、
軍
役
覚
に
み
る
軍
役
構
成

次
は

「軍
役
覚
」
か
ら
上
杉
氏
の
軍
役
構
成
を
見
て
み
よ
う
。

【史
料
２
】
上
杉
輝
虎
軍
役
覚

（
「志
賀
槙
太
郎
氏
所
蔵
文
書
」
上
五
四
八
）

一
、
堀
め
く
り

一
、
ま
ち
田
ひ
と
や
ふ
ん

一
、
自
さ
き
内
介
ふ
ん
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（在
家
）

一
、
三
間
さ
い
け

軍
役
、
越
国
当
庄
共
ニ

や
り
　
　
　
　
十
五
丁

こ
は
た
　
　
　
二
ほ
ん
　
　
同
こ
し
さ
し

て
つ
抱
　
　
　
一
丁

き
ん
の
前
後

越
後
之
軍
役
を
は
、
当
地

へ
引
之
候
、
併
子
を
は
前
後
金
二
而

一
騎

一
丁
二
而
ヽ

御
馬
ま
ハ
リ
ニ
躍
、
可
軍
役
ヽ
井
可
在
府
候
、

永
禄
十
年
卿

正
月
廿
八
日

・
楡
井
治
部
少
輔
殿

【史
料
２
】
は
、
楡
井
治
部
少
輔
の
越
後
国
内
で
の
所
領
四
ヶ
所
に
対
す
る
軍

役
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
当
庄
が
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
鑓

一
五
丁
、
小
旗
二
本
、
鉄
砲

一
丁
、
楡
井
自
身

一
騎
で
合
わ
せ
て
五
人

の
軍
役
負
担
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
修
理
亮
親
忠
は
、
治
部
少
輔
と

は
別
に
前
後
金
で
馬
上

一
騎
、
鑓
兵

一
丁
の
軍
役
を
負
担
し
て
、
上
杉
輝
虎
の

馬
廻
り
と
し
て
春
日
山
に
在
府
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
「同
こ
し
さ
し

（腰

指
）
」
と
は
何
が
同
じ
な
の
か
理
解
し
に
く
い
が
、
負
担
数
を
表
し
て
い
る
と
す

れ
ば

二
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
天
正
三
年
軍
役
帳
に
よ
れ

ば
、
腰
指
の
装
備
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
は

「馬
上
」
「鉄
砲
」

「手
明
」
で
あ

る
の
で
、
楡
井
氏
の
場
合
は
自
身
と
鉄
砲
兵
の
二
人
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
史
料
で
は
楡
井
自
身
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
が
、
「き
ん
の
前
後
」
は
楡
井

自
身
の
装
備
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「き
ん
の
前
後
」
で
楡

井
自
身
を
記
載
し
た
も
の
と
い
え
る
。
北
条
氏
の
場
合
で
指
摘
し
た
が
、　
一
般

的
に
軍
役
帳
等
に
記
載
さ
れ
る
場
合
、
武
具
の
名
称
で
携
帯
す
べ
き
武
具
そ
の

も
の
だ
け
で
な
く
、
携
帯
す
る
兵
士
自
身
も
指
し
示
し
て
い
る
。
北
条
氏
照
家

臣
来
住
野
大
炊
助
着
到
帳
に
お
い
て
も
、
か
ぶ
り
も
の
で
あ
る

「大
立
物
」
で

来
住
野
氏
自
身
を
表
し
て
い
る
。
平
出
真
宣
氏
は
、
永
禄

一
〇
年
正
月
当
時
、

上
杉
謙
信
が
越
山
し
て
下
野
佐
野
の
陣
で
越
年
し
、
こ
こ
か
ら
の
命
令
で
あ
る

こ
と
か
ら

「軍
役
覚
」
の
作
成
が
、
佐
野
攻
め
と
の
関
連
で
理
解
す
べ
き
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
「当
地

へ
引
之
候
」
に
つ
い
て
当
地
＝
佐
野
へ
の
出
陣
を
命

じ
た
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
『文
禄
三
年
定
納
員
数
日
録
』
に
は
、
越
後
侍

中
に

「
二
十
六
人
　
同
四
百
三
十
四
石
五
斗
四
升
八
合
　
楡
井
又
二
郎
分
」
と

あ
り
、
（又
二
郎
は
治
部
少
輔
の
嫡
孫
と
考
え
ら
れ
る
）
軍
役
負
担
数
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
軍
功
に
よ

っ
て
知
行
高
が
嫡
孫
ま
で
に
宛
行
わ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

【史
料
３
】
上
杉
輝
虎
朱
印
状

（
「謙
信
公
御
書
集
」
上
五
五
五
）

西
浜
之
内
寺
島
村
出
之
候
、

本
軍
役
鑓
五
丁
、
此
内
四
丁
用
捨
す

へ
き
、
く
ん
や
く
壱
丁
、
糸
毛
具
足
、
は

た
壱
本
、
金
前
後
候
、
以
上
、

永
禄
拾
年
　
　
　
　
　
　
（上
杉
輝
虎
）

四
月
二
日
　
　
御
朱
印

蓼
沼
藤
五
郎
殿
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【史
料
３
】
の
蓼
沼
藤
五
郎

（
の
ち
掃
部
泰
重
）
は
隠
岐
守
の
子
で
、
も
と
も

と
下
野
国
佐
野
内
蓼
沼
を
本
貫
と
す
る
佐
野
氏
の
家
臣
で
あ

っ
た
が
、
永
禄
年

間
の
謙
信
の
佐
野
攻
撃
の
際
に
謙
信
に
父
子
と
も
に
仕
え
る
よ
う
に
な
り
、
隠

岐
守
は
佐
野
城
に
残
り
、
藤
五
郎
は
越
後
に
赴
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
四
月

に
新
た
に
家
臣
と
な

っ
た
藤
五
郎
に
対
し
て
、
越
後
国
西
浜
内
寺
島
村
を
充
て

行
い
、
こ
れ
に
対
す
る
軍
役
負
担
と
し
て
鑓
五
丁
、
旗

一
本
、
糸
毛
具
足

。
金

前
後
の
自
身
騎
馬

一
騎
が
定
め
ら
れ
た
。
但
し

「本
軍
役
」
の
な
か
で
鑓
四
丁

は
免
除
さ
れ
、
実
際
の
軍
役
は
鑓

一
丁
に
減
じ
ら
れ
、
合
計
で
三
人
の
負
担
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『文
禄
三
年
定
納
員
数
日
録
』
に
は
越
後
侍
中
に

「十
四

人
　
同
二
百
三
十
四
石
四
斗
九
合
　
蓼
沼
藤
五
郎
分
」
と
あ
る

（泰
重
は
天
正

一
〇
年
六
月
に
魚
津
城
で
自
害
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
藤
五
郎
は
そ
の
子
の
こ

と
）
。

【史
料
４
】
上
杉
輝
虎
朱
印
状

（
「歴
代
古
案
」
上
五
八
八
）

為
堪
忍
分

一
、
蒲
原
郡
之
内
　
馬
下
分

一
、
頸
城
郡
之
内
　
飛
口
分

軍
役
　
鑓
弐
丁
　
小
旗

一
本

糸
毛
之
具
足
　
　
金
之
前
後

以
上
、

永
禄
拾
年

極
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝
虎

大
石
右
衛
門
殿

【史
料
５
】
上
杉
輝
虎
朱
印
状

（
「謙
信
公
御
書
集
」
上
五
八
九
）

為
堪
忍
分

一
、
古
志
郡
之
内
　
諸
」
槻
波
分

一
、
藪
神
之
内
　
　
聖
光
寺
分

軍
役

鑓
六
丁
　
　
　
大
小
旗
内
腰
差

糸
毛
具
足
　
　
金
前
後

以
上
、

永
禄
拾極
月
十
四
日
　
　
　
　
　
御
朱
印

（宛
名
欠
　
「謙
信
公
御
書
集
」
は
楠
川
左
京
亮
宛
と
す
る
）

【史
料
４
・
５
】
は
同

一
年
月
日
で
大
石
右
衛
門
と
楠
川
左
京
亮

（重
輝
の
ち

出
雲
守
忠
重
）
に
知
行
の
宛
行
と
こ
れ
に
対
す
る
軍
役
負
担
量
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
。
大
石
右
衛
門
は
大
石
芳
綱
の

一
族
と
見
ら
れ
る
が
関
係
は
不
明
で
あ

る
。
大
石
芳
綱
は
上
杉
憲
政
が
越
後
に
逃
れ
る
際
に
父
大
石
藤
右
衛
門
綱
資
と

共
に
越
後
に
下
向
し
て
上
杉
謙
信
に
仕
え
た
と
い
う
。
右
衛
門
も
同
様
に
関
東

か
ら
越
後
に
移

っ
た

一
族
と
考
え
ら
れ
る
。
楠
川
氏
は
下
野
国
楠
川
の
出
身
で

上
杉
憲
政
に
仕
え
憲
政
が
越
後
に
逃
れ
た
際
に
共
に
春
日
山
に
移
り
、
永
禄
七

年
の
佐
野
城
攻
め
の
で
戦
功
を
挙
げ
た
と
い
う
。
大
石
氏
は
鑓
二
丁
、
小
旗

一
本
、

自
身

「糸
毛
具
足
　
金
之
前
後
」
の
三
人
の
軍
役
負
担
で
、
楠
川
氏
は
鑓
六
丁
、

大
小
旗

一
本
か
、
自
身

「糸
毛
具
足
　
金
前
後
」
の
八
人
の
軍
役
負
担
で
あ
っ
た
。

『文
禄
三
年
定
納
員
数
日
録
』
に
は
越
後
侍
中
に

「十

一
人
　
同
百
八
十
六
石
四
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升
八
合
　
楠
川
左
京
亮
分
」

（忠
重
は
天
正

一
〇
年
に
没
し
て
い
る
の
で
こ
の
左

京
亮
は
嫡
男
重
綱
）
と
あ
る
。

平
出
氏
は
、
永
禄

一
〇
年
に
集
中
し
て
発
給
さ
れ
る

「軍
役
覚
」
に
つ
い
て
、

上
杉
氏
の
外
征
行
動
と
の
関
係
を
重
視
す
る
観
点
か
ら

「永
禄
十
年
か
ら
散
見

す
る
謙
信
配
下
の
武
士
に
対
す
る
定
量
軍
役
の
不
可
は
、
佐
野
攻
め
な
ど
関
東

で
の
大
敗
を
受
け
て
体
制
建
て
直
し

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
」
と
し
て
い
る
。

軍
役
覚
を
発
給
さ
れ
て
い
る
諸
士
が
、
越
後
在
地
の
武
士
で
は
な
く
も
と
も
と

関
東
か
ら
越
後
に
下
向
し
て
き
た
武
士
で
あ
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ

の
発
給
は
佐
野
攻
め
と
の
関
連
は

一
部
で
は
あ
る
も
の
の
そ
の
事
情
は
個
々
ば

ら
ば
ら
で
あ
り
、
年
末
の
発
給
二
通
は

一
斉
発
給
の
事
例
で
あ
る
が
こ
れ
を
関

東
と
の
政
治
情
勢
で
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
明
確
で
あ
る
。
平
出
氏
の
い

う
よ
う
に
外
征
と
の
関
連
で

一
連
の
も
と
し
て
考
え
る
点
は
ま
だ
検
討
余
地
が

あ
ろ
う
。

【
史
料

６
】
上
杉
謙
信
軍
役
状

（
「
上
越
市
立
総
合
博
物
館
所
蔵
文
書
」
上

一
二

一
一
）

今
度
、
中
条
名
字
吾
分
二
申
付
候
間
、
改
而
軍
役
之
覚

一
、
鑓
九
十
仁
候
間
、
是
お
者
拾
丁
宥
免
、
八
拾
之
軍
役

一
、
馬
上
拾
騎
候
間
、
是
者
五
騎
過
上
、
拾
五
騎
、
同
腰
差

一
、
大
小
旗
拾
三
本
、

一
、
手
明
弐
拾
人
、　
同
腰
差

一
、
鉄
抱
拾
丁
、　
　
同
腰
差

以
上

中
条
与
次

（景
泰
）
は
、
吉
江
織
部
佐
景
資
の
次
男
で
あ

っ
た
が
阿
賀
北
の

中
条
越
前
守
景
資
が
、
天
正
元
年
九
月
二
二
日
に
死
去
し
て
家
督
が
絶
え
た
た

め
に
、
中
条
家
の
家
督
を
継
い
だ
。
書
き
出
し
に

「今
度
、
中
条
名
字
吾
分

ニ

申
付
候
間
、
改
而
軍
役
之
覚
」
と
あ
る
よ
う
に
、
軍
役
負
担
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

【史
料
７
】
吉
江
景
資
軍
役
覚

（東
京
大
学
文
学
部
所
蔵

「御
書
集
」
〈
『謙
信

公
御
書
集
』
臨
川
書
店
、　
一
九
九
九
年

〉
）

一
、
頸
城
郡
　
副
酬
森
村
　
　
　
　
　
　
　
大
関
弥
七
分

一
、
同
　
郡
　
佐
の
川
村
　
　
　
　
　
　
　
同
人
分

一
、
同
　
郡
　
水
品
村
　
　
　
　
　
　
　
　
同
人
分

以
上

御
軍
役
之
事
、
前
々
者
以
彼
地
鑓
五
挺
召
連
候
雖
然
其
方
候
ハ
四
丁
御
宥
免

候
、
唯
今
者

一
、
鎗

一
、
大
小
旗

一
、
腰
差

天
正
三
年

六
月
廿
日

中
条
与
次
殿

（謙
信
朱
印
）

同 壱 壱
本 丁
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一
、
糸
毛
具
足
、

一
、
金
之
前
後
、

以
上
、

天
正
式
年
拾
月
十
日

若
林
九
郎
左
衛
門
殿

「謙
信
公
御
年
譜
」
（米
沢
温
故
会

『上
杉
家
御
年
譜
』

一
謙
信
公
）
に
は
、
「同

年

（天
正
三
年
）
冬
十
月
十
日
、
越
中
舘
山
城
二
差
置
レ
タ
ル
若
林
九
郎
左
衛

門
家
吉
軍
功
ア
ル
ニ
依
テ
、
采
地
ヲ
賜

フ
、
所
謂
頸
城
郡
内
肥
田
森
村
内
、
大

関
弥
七
分
、
同
津
野
川
村
、
同
水
品
村
也
、
軍
径
之
事
、
前
々
ハ
彼
地
以
鎗
五

挺
召
連
卜
雖
モ
、
吾
分
ニ
ハ
四
挺
御
宥
免
ア
リ
、
則
吉
江
織
部
助
景
資

二
命
シ

給
フ
」
と
あ
る

（越
佐
史
村
五
―
二
五
八
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
若
林
九
郎
左
衛

門

（家
長
）
は
、
越
中
在
番
に
対
す
る
軍
功
で
肥
田
森
村
内
な
ど
の
知
行
地
が

宛
行
わ
れ
て
、
鑓

。
大
小
旗

。
「糸
毛
具
足
金
之
前
後
」
＝
自
身
馬
上
で
合
計
三

人
の
軍
役
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「御
年
譜
」
が

「覚
」
か
ら
始
ま
り

軍
役
負
担
を
記
し
た
後
半
部
分
を
文
書
と
し
て
掲
載
す
る
。
『上
越
市
史
』
（上

一
三
二
七
）
も
こ
れ
に
基
づ
く
が
、

【史
料
６
】
の
よ
う
に
東
京
大
学
文
学
部
所

蔵

「謙
信
公
御
書
集
」
に
は
、
知
行
宛
行
状
に
相
当
す
る
前
半
部
分
も
記
載
す
る
。

吉
江
景
資
は
、
長
尾
景
虎
政
権
を
支
え
た
重
臣
の

一
人
と
さ
れ
る
。

【史
料
８
】
上
杉
景
勝
軍
役
指
出
書

（
「吉
江
文
書
」
上

一
二
四
四
）

四
十
騎
　
　
甲
。
打
物

・
こ
て
・
こ
し
さ
し
　
　
　
　
　
馬
上

景
勝

（
花
押
）

天
正
三
年

「軍
役
帳
」
は
、
二
月

一
〇
日
に
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
の
元
と
な

っ
た
指
出
で
あ
ろ
う
。
景
勝
は

「中
城
様
」
と
し
て
筆
頭
に
見

ら
れ
、
軍
役
負
担
量
は
同

一
で
あ
る
。
軍
役
帳
は
こ
の
よ
う
な
家
臣
ご
と
に
軍

役
指
出
書
の
集
積
と
し
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
景
勝
が
謙
信
の
養
子
と

し
て

一
門
の
筆
頭
で
あ

っ
て
も
家
臣
衆
の
ひ
と
り
の
位
置
づ
け
で
あ

っ
た
こ
と

を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
吉
江
喜
四
郎

（資
堅
）
は
、
も
と
も
と
近
江
出

身
で
謙
信
が
上
洛
し
た
際
に
家
臣
と
な
り
越
後
に
下
向
し
て
、
吉
江
佐
渡
守
忠

景
の
養
子
と
な
り
吉
江
を
名
乗

っ
た
上
杉
家
年
寄
の

一
人
で
あ
る
。

【史
料
９
】
中
条
景
泰
軍
役
帳
写

（
「山
形
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
文
書
」
上

一
二
四
五
）

天
正
三
年
二
月
十
六
日

御
軍
役
帳

中
条
与
次

士
口
汀μ
景
資

四
十
人
　
　
甲
・
打
物

。
こ
て
・
こ
し
さ
し

弐
十
五
本

二
十
丁
　
　
か
わ
か
さ
。
こ
し
さ
し

弐
百
五
十
丁

天
正
三
年

二
月
九
日

吉
江
喜
四
郎
殿

手
明

大
小
旗

鉄
砲

鑓
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一
、
八
十
丁

一
、
二
十
人

一
、
十
丁

一
、
十
五
本

一
、
十
五
騎

已
上

鳳
至
郡
之
内

一
、
南
志
見
本
郷

同
一
、
町
野
之
内

以
上

甲

・
打
物

・
籠
手

こ

し

さ

し

笠

・
腰
さ
し

此
内
二
十
本
ハ

御
帳
之
外
也

甲

。
打
物

こ

し

さ

し

五
谷鶴
之
町

大
箱

弐
百
七
貫
三
百
文

八
拾
弐
貫
六
百
七
十
六
文

酒
井
左
近
分

長
対
馬
守
分

池
田
分

籠

手

中
条
与
次
景
泰
の
軍
役
を
示
す
文
書
で
あ
る
。
個
別
家
臣
の
軍
役
負
担
を
記

載
す
る
文
書
は
、

「軍
役
帳
」
と
呼
ば
れ
る
事
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
文
書

が

「軍
役
帳
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
の
天
正
三
年
二
月
の
年
代
か
ら
見
て
天

正
三
年
軍
役
帳
の
中
条
部
分
を
何
ら
か
の
理
由
で
写
し
取

っ
た
こ
と
か
ら
呼
ば

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
条
与
次
に
つ
い
て
は

【史
料
５
】
の
上
杉
謙

信
軍
役
状
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
増
減
さ
れ
た
軍
役
量
が
天
正
三
年
軍
役
帳

と

一
致
し
、
【史
料
８
】
と
も

一
致
す
る
の
で
あ
る
。

【史
料
１０
】
上
杉
謙
信
軍
役
覚

（
「維
宝
堂
古
文
書
」
上

一
三
五
六
）

嶋
倉
孫
左
衛
門
射
二
落
着
知
行
之
覚

鈴
郡
之
内
　
　
　
　
　
　
　
　
百
四
拾
弐
貫
五
百
十
文

一
、
久
乃
利
浦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
井
下
総
守
分

【史
料
Ｈ
】
上
杉
謙
信
軍
役
覚

（
「景
勝
公
御
書
」
上

一
二
五
七
）

飯
田
与
三
左
衛
門
尉
二
落
着
知
行
之
覚

鈴
郡
之
内

一
、
細
谷
村
　
　
八
拾
九
貫
四
百
五
拾
七
文
　
　
　
　
神
保
越
中
守

同
郡
之
内

一
、
伏
見
村
　
　
五
拾
七
貫
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
井
紀
伊
守
分

以
上

（張
紙
）

「合
百
四
拾
六
貫
四
百
五
拾
七
文
」

天
正
五
年拾

一
月
十
六
日
　
　
　
御
朱
印

一
、
鑓
　
　
　
七
丁

一
、
馬
上
　
　
五
騎
麒
鵜
鉄
維
び
何
も
腰
差

鎗手
明

鉄
砲

大
小
旗

馬
上

天
正
五
年

十

一
月
十
六
日

（
謙
信
朱
印
）

一
、
鑓

一
、
馬
上

一
、
手
明

一
、
鉄
砲

一
、
小
旗以

上

片
帳

ｉ
予
自
分
□
□
前
後

王
麟
何
も
こ
し
さ
し

五
人
何
も
腰
差

参
丁
同

参
本

嶋
倉
孫
左
衛
門
尉
殿
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鉄
砲

小
旗以

上

壱
丁
同
腰
差

壱
本

飯
田
与
三
左
衛
門
射
殿

天
正
五
年

（
一
五
七
七
）
九
月

一
五
日
に
は
、
上
杉
氏
は
長
続
連
の
能
登
国

七
尾
城
を
さ
ら
に
奥
能
登
の
松
波
城
を
攻
略
し
て
能
登

一
国
を
ほ
ぼ
平
定
し
た
。

越
中
新
庄
に
い
た
鰺
坂
長
実
を
七
尾
城
主
と
し
て
、
遊
佐
盛
光

。
能
登
畠
山
氏

の
出
身
の
上
条
政
繁
を
能
登
に
配
し
て
支
配
を
展
開
し
た

（『上
越
市
史
』
通
史

編
２
中
世
）
。
【史
料
９

。
１０
】
は
平
定
後
の
知
行
配
分
の
中
で
知
行
宛
行
と
と

も
に
、
そ
れ
に
対
応
し
た
軍
役
量
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特

徴
は
、
知
行
貫
高
が
表
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
知
行
貫
高
と
軍
役
負
担
量

が
同
時
に
記
載
さ
れ
る
最
も
整
備
さ
れ
た
軍
役
覚
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
来
の

軍
役
覚
に
お
い
て
も
知
行
地
の
記
載
さ
れ
る
場
合
も
あ

っ
た
が
、
知
行
地
の
地

名
の
み
で
知
行
高
が
示
さ
れ
る
も
の
は
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
越
後
本

国
に
よ
り
も
新
領
国
で
あ
る
能
登
支
配
の
定
量
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
知
行
貫
高
と
軍
役
量
の
関
係
を
伺
う
史
料
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
遡

及
し
て
越
後
本
国
の
軍
役
基
準
の
定
率
化
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
推
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
越
後
本
国
で
発
給
さ
れ
る
軍
役
覚
の
記
載
形
式
か
ら
見
れ
ば
、

む
し
ろ
定
率
的
軍
役
賦
課
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

『上
越
市
史
』
通
史
編
中
世
で
は
、
飯
田
が

「手
明
」
の
軍
役
負
担
が
な
い
こ
と

か
ら
、
「島
倉
は
寄
親
、
飯
田
は
同
心

（寄
子
）
と
い
う
関
係
が
、
こ
の
と
き
謙

信
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
両
者
に
奥
能
登
の
知
行
権
が
与
え
ら
れ
た
と
み
て
間

違
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
。　
一
般
家
臣
と
同
心
の
差
が

「手
明
」
の
軍
役
有
無

に
因
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
島
倉
孫
左
衛
門
尉

（泰
明
）
と
飯
田

与
三
左
衛
門
射
の
個
別
的
な
同
心
主
と
同
心
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
か

は
不
明
で
あ
る
。
【史
料
９

。
１０
】
は
上
杉
謙
信
と
家
臣
の
個
別
的
な
知
行
宛
行

関
係
を
示
す
も
の
で
し
か
な
い
。

３
、
東
国
三
戦
国
大
名
の
軍
役
構
成
比
較

上
杉
氏

（謙
信
時
代
）
の
軍
役
構
成
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

①
上
杉
氏
の
軍
役
の
構
成
は
、

「馬
上
」
。
「鑓
」
。
「鉄
抱
」
。
「大
小
旗
」
。
「手

明
」
の
五
種
類
を
基
本
と
す
る
。
原
則
的
に
弓

（兵
）
が
軍
役
負
担
に
登
場
し

な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
装
備
の
面
か
ら
見
る
と
、
甲

・
打
物

・
籠
手

・
腰

指
を
命
じ
ら
れ
る

「馬
上
」
と

「手
明
」
、
皮
笠
・腰
指
を
命
じ
ら
れ
る

「鉄
胞
」
、

装
備
規
定
が
な
い

「大
小
旗
」
と

「鑓
」
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
国
衆

・
旗
本
に
は
、
基
本
軍
役
負
担
か
ら

「手
明
」
を
除
い
て
軍
役
負
担

を
行
う

「同
心
」
が
付
属
す
る
場
合
が
あ
る
。

③
知
行
安
堵
と
と
も
に
軍
役
負
担
量
を
規
定
し
た

「軍
役
覚
」
は
、
管
見
で

は
永
禄

一
〇
年
を
初
見
と
し
、
こ
の
よ
う
な
上
杉
謙
信
と
家
臣
の
個
別
的
軍
役

関
係
を
集
成
し
た
帳
簿
と
し
て
、
天
正
三
年
帳
簿
に
代
表
さ
れ
る

「軍
役
帳
」

が
作
成
さ
れ
た
。
上
杉
氏
の
軍
役
関
係
史
料
は
、
少
な
い
な
が
ら
永
禄

一
〇
年
、

天
正
三
年
～
三
年
、
天
正
五
年
と
残
存
に
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
。
天
正
三
年
は

景
勝
の
後
継
者
決
定
、
天
正
五
年
は
能
登
の
上
杉
領
国
化
を
契
機
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

筆
者
は
北
条
氏
を
皮
切
り
に
武
田
氏

・
上
杉
氏
と
代
表
的
な
東
国
戦
国
大
名
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表4 東国 3戦国大名の軍役装備比較表
北条氏 武田氏 上杉氏

種類 装備 種類 装備 種類 装備

馬上

自身
具足・甲大立物・手蓋・面
肪・馬鎧金 乗馬・

自分

甲・立物・具足・面頬・

輸・胆楯・指物四方か
馬介、

手蓋・咽
しなへ、

馬上

甲・打物・籠手・腰差、
糸毛具足・金前後

馬上
具足・ 甲立物・手蓋・四
方指物

大小旗持
大旗、長サー丈五尺、持
手かふり物・具足

持小旗

歩衆何も
甲・立物・

具足・手
蓋・咽輪・

指物

ヨj戦なし
大小旗

腰 差

鉄抱侍
かふり物、具足、さし物、し
なゐ長サー丈二尺 鉄抱(放 )

有上手歩兵之放
手、壱挺二玉薬三
百放宛、可支度

鉄胞

笠・腰指

手鑓・持鑓 物
主之持鐘、長身にても十
文字類何にても随意

卜」遺
寺道具)

持鐘、付実共二間
之中朱して有へし

歩弓侍
何もうつほ可付、.
物、具足・指物・し|
―丈二尺、紋―統

かふり
なゐ長サ 弓

上手之射手、うつ
ほ矢井根つる無不
足支度すへし

鑓(長柄)
二間々中柄、金銀之間相当
二可推、持手具足・皮笠、金
銀之間にて紋可出

長柄

実共三間木柄二而
打柄か実五寸朱し
てあるへじ

錠

記載なし

指物持
指物四方寸法竪六尺五寸
横四尺二寸、具足・皮笠

歩者
何も皮笠類之かふり物、具
足・指物ほそしない長サー

丈二尺
手 明

甲・打物・籠手・腰差

の
軍
役
構
成
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
三
大
名
の
軍
役
構
成

を
比
較
し
て
み
た
い
。
三
大
名
の
軍
役
構
成
を
整
理
し
た
の
が
表
４
で
あ
る
。

北
条
氏
の
軍
役
の
基
本
は
、
「大
小
旗
持
」
「指
物
持
」
「歩
弓
侍
」
「歩
鉄
抱
侍
」

「鑓

（
長
柄

）
」
「鑓
持

（手
鑓

・
持
鑓
）
」

「馬
上

（
自
身

）
」

「歩
者
」
「乗
替
」

の
九
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
装
備
、
特
に
頭
部
防
具
の
相
違
か
ら
大
き

く
甲
・立
物
を
規
定
さ
れ
て
い
る

「馬
上

（自
身
）
」
と
、
「か
ふ
り
物
」
＝

「皮
笠
」

を
規
定
さ
れ
て
い
る
そ
れ
以
外
の
軍
役
負
担
の
歩
兵
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

指
物
に
注
目
す
れ
ば
、
こ
の
点
で
も

「指
物
持
」
を
付
属
さ
せ
る

「自
身
」
、
「四

方
指
物
」
を
規
定
さ
れ
て
い
る

「自
身
」
以
外
の

「馬
上
」
と
、
指
物
を
規
定

さ
れ
て
い
な
い

「鑓
」

「手
鑓
」
を
除
い
た
そ
の
他
の
歩
兵
と
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
「鑓
」
が
指
物
を
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
鑓
印
が
指
物
の
代
わ
り

と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
「指
物
」
携
帯
の
有
無
か
ら
戦
闘
員

と
戦
闘
補
助
員
に
大
別
さ
れ
る
。

一
方
、
武
田
氏
軍
役
の
基
本
は

「乗
馬
」
「持
小
旗
」
「鉄
砲
」
「持
鑓
」
「弓
」
「長

柄
」
の
六
種
類
で
あ
り
、
一
五
〇
貫
文
の
知
行
高
以
上
の
家
臣
は

「引
馬
＝
乗
替
」

が
加
わ
り
、
ま
た
、　
一
部
に

「手
明
」
も
見
ら
れ
る
の
で
、
全
体
で
は
八
種
類

と
な
る
。
北
条
氏
と
違
い
は
、
「手
明
」
と
北
条
氏
の

「歩
者
」
が
同
様
の
軍
役

と
す
る
と
、
「指
物
持
」
の
有
無
に
よ
る
。
装
備
か
ら
見
る
と
大
き
く

「甲

・
立

物

・
具
足

・
面
頬

・
咽
輪

・
肛
楯

・
指
物
四
方
か
し
な

へ
」
と
規
定
さ
れ
る

「乗

馬

（自
分
）
」
と

「甲

・
立
物

・
具
足

。
手
蓋

・
咽
輪

・
指
物
」
を
規
定
さ
れ
る

歩
衆
に
分
け
ら
れ
る
。
軍
役
が
騎
馬
兵
と
歩
兵
に
分
け
ら
れ
る
点
は
両
大
名
で

共
通
し
て
い
る
。
北
条
氏
の
馬
上
は

「し
な

へ
」
を
指
物
と
し
て
は
装
備
し
な

い
が
、
武
田
氏
の
場
合
は

「四
方
指
物
」
だ
け
で
な
く

「し
な

へ
」
承
認
し
て
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い
る
点
が
相
違
す
る
。

上
杉
氏
の
軍
役
の
構
成
は
、
「馬
上
」
。
「鑓
」
。
「鉄
抱
」
。
「大
小
旗
」
。
「手
明
」

の
五
種
類
を
基
本
と
し
、
三
大
名
で
は

一
番
シ
ン
プ
ル
な
構
成
で
あ
る
。
装
備

の
面
か
ら
見
る
と
、
「甲
。打
物
・籠
手
・腰
指
」
を
命
じ
ら
れ
る

「馬
上
」
と

「手

明
」
、

「皮
笠

・
腰
指
」
を
命
じ
ら
れ
る

「鉄
抱
」
、
装
備
規
定
が
な
い

「大
小
旗
」

と

「鑓
」
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「鑓
」
に
腰
差
規
定
が
な
い
の
は
、

北
条
氏
場
合
と
同
じ
よ
う
に
鑓
印
の
存
在
が
腰
差
の
代
用
と
な
っ
た
推
定
で
き

よ
う
。
そ
う
す
れ
ば

「馬
上
」

「手
明
」
と

「鉄
胞
」
「鑓
」
と
大
き
く
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
他
二
大
名
の
よ
う
に
騎
馬
兵
と
歩
兵
と
分
け
ら
れ
な
い
の
が
特

徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
最
大
の
相
違
点
は
上
杉
軍
隊
に
原
則
的
に
弓

（兵
）
が

軍
役
負
担
に
登
場
し
な
い
点
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
理
由
は
不
明
で

あ
る
。

前
述
の
通
り
、
上
杉
氏
で
の

「軍
役
覚
」

の
初
見
は
永
禄

一
〇
年
で
あ
る
。

定
量
的
な
軍
役
量
調
査
の

「御
鑓
御
せ
ん
さ
く
」
ま
で
遡

っ
て
も
永
禄
三
年
五

月
と
な
り
、
上
杉
氏
の
軍
隊
構
成
が
整
備
さ
れ
る
の
は
永
禄
年
間
は
じ
め
と
言

う
こ
と
に
な
る
。
武
田
氏
で
は
、
軍
役
負
担
の
構
成
を
家
臣
に
示
し
た

「軍
役

定
書
」
が
定
型
化
す
る
の
は
永
禄

一
〇
年
代
か
ら
元
亀
年
間
に
か
け
て
の
頃
と

見
ら
れ
る
。
軍
隊
規
則
を
定
め
た
軍
法
の
初
見
も
永
禄

一
〇
年
の
軍
法
で
あ
り
、

武
田
氏
の
軍
隊
編
成
に
お
い
て
こ
の
時
期
が

一
つ
の
画
期
を
な
し
て
い
る
。
ま

た
、
北
条
氏
に
お
い
て
も
典
型
的
な

「着
到
帳
」
が
成
立
す
る
の
は
、
永
禄
末

年
～
元
亀
二
年
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
東
国
戦
国
大
名
の
定
量
的
な
軍
隊
構

成
の
整
備
時
期
は
ほ
ぼ

一
致
し
、
永
禄
年
間
始
め
頃
に
軍
隊
編
成
上
の
画
期
が

あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
原
因
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
明
か
に
し
得
な
い
が
、
鉄

胞
の
普
及
と
関
連
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

史
料
的
な
制
約
か
ら
永
禄
年
間
以
前
の
軍
隊
構
成
を
具
体
的
に
復
元
す
る
の

は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
武
田
氏
の
軍
役
構
成
は
、
乗
馬
＝
馬
武
者
と
鑓
歩
兵

（そ
れ
以
外
に
持
小
旗
の
歩
兵
）
を
原
則
と
し
、
「持
道
具
」
＝
武
具
に
お
け
る

弓
や
鉄
抱
の
支
度
は
、
武
田
氏
の
奨
励
に
応
じ
て
家
臣
が
自
己
努
力
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
北
条
氏
の
初
期
の

「着
到
帳
」
は
、
そ
の
後
の

定
型
的
な
も
の
と
は
相
違
し
て

「馬
乗
」
＝
乗
馬
数
と
軍
役
合
計
人
数
し
か
記

載
し
な
く
、
具
体
的
な
構
成
と
装
備
を
指
示
し
な
い
事
例
が
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、

騎
馬
兵
と
鑓
歩
兵
を
基
本
構
成
と
す
る
軍
隊
構
成
と
い
う
共
通
性
が
見
ら
れ
た
。

上
杉
氏
の
場
合
は
、
両
大
名
の
よ
う
に
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
定
量
的
軍
役

調
査
が

「鑓
」
調
査
と
さ
れ
、
【史
料
３
】
【史
料
６
】
【史
料
７
】
で
は
、
軍
役

量
の
免
除
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
鑓
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
鑓
兵
の
数
で
軍
役
量
の
調
整
が
行
わ
れ
る
の
は
、
上
杉
氏
の
軍
役
構
成
も
騎

馬
兵
と
鑓
兵
で
あ
る
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。

注
（１
）
拙
稿

「戦
国
大
名
武
田
氏
の
軍
役
定
書

・
軍
法
と
軍
隊
構
成
」
（獨
協
中

学
校

。
高
等
学
校

『研
究
紀
要
』
二
四
、
二
〇

一
〇
年
）
を
参
照
。
ま
た
、

北
条
氏
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「戦
国
大
名
北
条
氏
の
軍
隊
構
成
と
兵
農

分
離
」
（木
村
茂
光
編

『日
本
中
世
の
権
力
と
地
域
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
六
年
）
、
拙
稿

「戦
国
大
名
北
条
氏
の
着
到
帳
と
軍
隊
構
成
」
（獨

協
中
学
校

・
高
等
学
校

『研
究
紀
要
』
二
三
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
の

こ
と
。
以
下
、
武
田
氏
や
北
条
氏
の
軍
隊
構
成
に
関
わ
る
理
解
は
、
こ
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れ
ら
の
拙
稿
に
よ
り
注
記
を
省
略
す
る
。

（２
）
藤
木
久
志

「家
臣
団
の
編
制
」
（藩
政
史
研
究
会
編

『藩
政
成
立
史
の
綜

合
的
研
究
　
米
沢
藩
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
六
三
年
）
。

（３
）
新
潟
県

『新
潟
県
史
』
通
史
編
２
中
世

（
一
九
八
七
年
）
の
池
享

「謙

信
登
場
」
に
家
臣
団
編
成
の
記
述
が
あ
る
。

（４
）
上
越
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『上
越
市
史
』
通
史
編
２
中
世

（二
〇
〇
四
年
）

の
広
井
造

「上
杉
謙
信
と
家
臣
」
に
家
臣
団
編
成
の
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、

広
井
造

「謙
信
と
家
臣
団
」
（池
享

・
矢
田
俊
文
編

『定
本
上
杉
謙
信
』

高
志
書
院

（二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。

（５
）
上
杉
家
軍
役
帳

「上
杉
家
文
書
」
、
上
越
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『上
越
市
史
』

別
編
１
上
杉
氏
文
書
集

一

（
二
〇
〇
三
年
）
所
収

一
二
四
六
上

二
四
七

号
文
書

（以
下
、，
上

一
二
四
六
と
略
記
）
。　
一
二
四
六
号
文
書
に
は
張

紙
で

「天
正
三
年
　
弐
月
十
」
と
年
代
が
あ
る
が
、　
一
二
四
七
号
文
書

に
は
年
代
は
な
い
。
ま
た
、
両
文
書

の
軍
役
量
の
数
字
に
若
干
の
相

違
が
見
ら
れ
、
『新
潟
県
史
』
資
料
編
３
中
世

一

（以
下
、
県
史
文
書

番
号
と
略
記
）
の
注
記
に
よ
れ
ば
両
文
書
は
筆
跡
は
相
違
す
る
と
い

う
。
表
２
は
天
正
三
年
軍
役
帳
を
整
理
し
て
表
化
し
た
も
の
で
あ
る

が
、　
一
二
四
六
号
文
書
を
基
本
と
し
て

一
二
四
七
号
文
書
の
異
同
を
示

す
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。
中
条
与
次

の
馬
上
数
が

一
二
四
六
号
で
は

「四
〇
」
で
あ
る
が
、　
一
二
四
七
号
で
は

「十
五
」
で
あ
る
。　
一
二
四
五

号
の
後
掲

【史
料
６
】
で
も

「十
五
騎
」
な
の
で
表
１
で
は
改
め
た
。

同
心
菅
名
孫
四
郎
の
鉄
胞
数
が

一
二
四
六
号
だ
と

「
二
」
で
あ
る
が
、

一
二
四
七
号
で
は

「
一
」
で
あ
る
。
鉄
抱
合
計
数
か
ら
見
る
と

「
一
」

が
正
し
い
と
見
ら
れ
る
。
平
賀
左
京
亮

の
同
心
に

「力
丸
」
が
あ
る

が
、　
一
二
四
七
号
で
は

「丸
田
」
で
あ
り
、

「丸
田
」
が
正
し
い
と
見

ら
れ
る
。
齋
藤
下
野
守
の
手
明
数
が

一
二
四
六
号
だ
と

「
一
二
」
で
あ

る
が
、　
一
二
四
七
号
で
は

「
二
〇
」
で
あ
り
、
山
岸
隼
人
正
の
鑓
数
は

一
二
四
六
号
で
は

「二
五
」
で
あ
る
が
、　
一
二
四
七
号
で
は

「三
〇
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
判
断
し
か
ね
る
の
で
そ
の
ま

ま
と
し
た
。
小
国
刑
部
少
輔
と
長
尾
小
四
郎
は

一
二
四
六
号
に
は
見
ら

れ
な
い
の
で
加
え
た
。

（６
）
越
後
侍
衆

・
馬
廻
衆

。
信
濃

。
関
東
大
名
衆
等
祝
儀
太
刀
次
第
写

「上

杉
家
文
書
」
（県
史
八
三
二
）
。

（７
）
「文
禄
三
年
定
納
員
数
日
録
」
は
、
新
潟
県

『新
潟
県
史
』
別
編
３
人
物

編

（
一
九
八
七
年
）
、
矢
田
俊
文

・
福
原
圭

一
。
片
桐
昭
彦
編

『
上
杉

氏
分
限
帳
』
高
志
書
院

（
二
〇
〇
八
年
）
。
矢
田
俊
文
編

『室
町

・
戦

国

。
近
世
初
期
の
上
杉
氏
史
料
の
帰
納
的
研
究
』
新
潟
大
学
人
文
学
部

（
二
〇
〇
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（８
）
永
禄
三
年
五
月
九
日
に
古
志
郡
の
大
関
勘
解
由
左
衛
門
尉
定
憲
以
下
が

私
領
に
賦
課
さ
れ
る
諸
役
を
滞
り
な
く
勤
め
る
と
の
起
請
文
が
提
出
さ

れ
る
が
、
こ
れ
に

「今
度
当
郡
御
鑓
せ
ん
さ
く
二
付
而
」
と
あ
る

（
「上

杉
家
文
書
」
上
二
〇
六
）
。
軍
役
調
査
が

「御
鑓
御
せ
ん
さ
く
」
と

「鑓
」

で
表
現
さ
れ
る
点
は
、
軍
役
構
成
で
の
鑓
の
位
置
づ
け
を
示
唆
す
る
。

つ
ま
り
、
上
杉
氏
に
お
い
て
も
基
本
的
な
軍
役
構
成
の
中
心
が

「鑓
」

兵
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

（９
）
山
田
邦
明

「戦
国
時
代
」
（『日
本
軍
事
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
。
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（１０
）
平
出
真
宣

「上
杉
謙
信
の
軍
事
編
成
の
特
質
」
（『新
し
い
歴
史
学
の
た

め
に
』
二
七
五
、
二
〇
〇
九
年
）
。
以
下
、
平
出
氏
の
説
は
、
こ
の
論
文

に
よ
り
、
改
め
て
の
注
記
を
省
略
す
る
。

（Ｈ
）
景
勝
時
代
の
天
正

一
四
年
の
信
濃
軍
役
帳
で
は
、
例
外
的
で
な
く
軍
役

で
の
弓

（兵
）
負
担
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
景
勝
時
代
に
な
る
と
弓
兵

編
成
が
行
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
か
ど
う
か
は
要
検
討
で
あ
る
。
信
濃
衆

は
本
来
的
な
上
杉
軍
隊
で
は
な
く
、
北
信
濃
の
上
杉
領
国
化
に
伴
い
上

杉
家
臣
団
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
弓
兵
の
存
在
は
上
杉
軍
隊
以

前
の
軍
役
構
成
を
示
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（１２
）
た
だ
し
同
心
主
と
同
心
の
軍
役
合
計
の
欄
に
は
、
原
則
と
し
て

「手
明
」

の
数
字
が
記
載
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
唯
単

に
同
心
は

「手
明
」
を
負
担
し
な
い
の
で
合
計
す
る
必
要
が
な
か
っ
た

か
ら
な
の
か
。
上
杉
軍
役
の
中
で
の

「手
明
」
の
位
置
づ
け
と
共
に
要

検
討
内
容
で
あ
ろ
う
。

（１３
）
平
出
氏
は
、
「則
竹
雄

一
氏
は

『鑓
の
み
の
武
装
を
求
め
ら
れ
る
』
『同
心
』

に
つ
い
て
地
下
鑓

つ
ま
り
地
下
人
の
動
員
と
み
な
し
て
い
る
。
…
し
か

し

『御
軍
役
帳
』
に
記
載
さ
れ
、
軍
役
と
し
て
鑓
を
負
担
す
る
有
姓
の

『同
心
』
に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
と
、
則
竹
が

「同
心
」
も
地

下
人
動
員
の
事
例
と
し
て
見
な
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
が
誤
読
で

あ
る

（平
出
論
文
注
３１
）
。
上
杉
氏
正
規
軍
の
軍
役
も
北
条
氏
や
武
田
氏

と
同
様
に
騎
馬
兵
を
原
則
と
す
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
天
正
三
年
軍
役

帳
で
鑓
し
か
負
担
し
な
い
「同
心
」
は
正
規
軍
と
し
て
は
例
外
的
で
あ
り
、

地
下
人
動
員
の
地
下
鑓
と
は
同
列
に
扱
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。

（１４
）

（永
禄

一
一
年
）
正
月
八
日
付
け
上
杉
輝
虎
書
状

（
「玄
寺
文
書
」
上

五
九

一
）
（天
正
六
年
）
六
月

一
二
日
付
け
上
杉
景
勝
書
状

（
「長
岡
市

立
中
央
図
書
館
所
蔵
文
書
」
上

一
五
四
二
）
な
ど
。

（１５
）
天
正
三
年
の
景
勝
の
後
継
者
化
に
つ
い
て
は
、
片
桐
昭
彦

「上
杉
謙
信
の

家
督
継
承
と
家
格
秩
序
の
創
出
」

（『上
越
市
史
研
究
』

一
〇
、
二
〇
〇
四

年
）
、
金
子
拓
男

「長
尾
喜
平
次
の
養
子
入
り
と
上
杉
景
勝
の
家
督
相
続
」

（『越
佐
研
究
』
六
七
、
二
〇

一
〇
年
）
を
参
照
。
平
出
氏
は
、
片
桐
氏
の

「春
日
山
城
か
ら
関
東

へ
出
陣
で
き
る
軍
勢
の
人
数
を
把
握
す
る
た
め
の

も
の
で
あ

っ
た
」
と
の
理
解
を
継
承
し
な
が
ら
、
天
正
三
年

「軍
役
帳
」

の
作
成
の
背
景
は
、
外
征
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
が
、
あ
ま
り
特
定
の

軍
事
行
動
と
の
関
係
を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（１６
）
戦
国
人
名
辞
典
編
集
委
員
会

『戦
国
人
名
辞
典
』
吉
川
弘
文
館

（
二
〇
〇
六

年
、
以
下

『辞
典
』
と
略
記
）
、
楡
井
治
部
少
輔
・楡
井
親
忠
の
項
を
参
照
。

（１７
）
『辞
典
』
の
蓼
沼
泰
重
の
項
、
「御
家
中
諸
士
略
系
譜
」
（『上
杉
家
御
年
譜
』

二
十
三
、
米
沢
温
故
会
、　
一
九
八
六
年
、
以
下
家
中
系
譜
と
略
記
す
る
）

の
蓼
沼
の
項
を
参
照
。

（１８
）
『辞
典
』
の
大
石
芳
綱
の
項
、
「家
中
系
譜
」
の
大
石
右
衛
門
の
項

（『御

年
譜
』
二
十
四
）
を
参
照
。

（１９
）
『辞
典
』
の
楠
川
将
綱
の
項
、

「家
中
系
譜
」
の
楠
川
の
項

（『御
年
譜
』

二
十
四
）
を
参
照
。

（２０
）
『辞
典
』
の
中
条
景
泰
の
項
、

「家
中
系
譜
」
の
中
条
の
項

（『御
年
譜
』

二
十
三
）
を
参
照
。
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（２１
）
『辞
典
』

の
吉
江
景
資
の
項
、
「家
中
系
譜
」
の
吉
江
の
項

（『御
年
譜
』

二
十
三
）
を
参
照
。

（２２
）
『辞
典
』
の
吉
江
信
景
の
項
、
「家
中
系
譜
」
の
吉
江
の
項

（『御
年
譜
』

二
十
三
）
を
参
照
。

（２３
）
『辞
典
』
の
島
倉
泰
明
の
項
、
「家
中
系
譜
」
の
島
倉
の
項

（『御
年
譜
』

二
十
四
）
を
参
照
。

（２４
）
近
藤
好
和
氏
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
期
を
境
に
中
世
前
期
の
戦
士
形
態
で

あ
る
弓
射
騎
兵

。
打
物
歩
兵

・
弓
射
歩
兵
は
、
中
世
後
期
の
形
態
で
あ

る
打
物
騎
兵

。
弓
射
歩
兵

。
打
物
歩
兵

へ
と
変
化
す
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る

（
『騎
兵
と
歩
兵
の
中
世
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
、
『武

具
の
日
本
史
』
平
凡
社
新
書
、
二
〇

一
〇
年
）
。
戦
国
期
の
史
料
に
は
騎

馬
兵
の
武
装
で
弓
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

（但
し
、
軍
役
構
成
に

「弓

持
」
が
あ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
の
で
自
身

の
装
備
で
は
な
い
が
、
弓
射

騎
兵
も
い
た
こ
と
が
わ
か
る
）
、
戦
国
期
の
軍
役
構
成
も
南
北
朝
以
来
の

構
成
を
反
映
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
戦
国
期
の
歩
兵
武
装

の
中
心
は
鑓
で
あ
り
、
弓
射
騎
兵
の
減
少
は
、
打
物
騎
兵
と
鑓
歩
兵
を

基
本
の
軍
役
構
成
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
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教
育
実
践
報
告

演
劇
部
韓
国
公
演
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【契
機
】

言
葉
の
通
じ
な
い
国
に
お
い
て
演
劇
は
ど
う
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ノ
ン
バ
ー

バ
ル

（
非
言
語

）
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ｌ
シ
ョ
ン
と
い
う
概
念
が
話
題
に
な

っ
て
久
し

い
。
そ
の
格
好
の
材
料
が
期
せ
ず
し
て
自
校
の
演
劇
活
動
で
果
た
せ
る
こ
と
と

な

っ
た
。
演
劇
部
の
顧
間
と
な

っ
て
早
や
二
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。
確

実
に
自
分
の
教
師
生
活
は
こ
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
と
も
に
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
演

劇
に
は
、
総
合
芸
術
と
し
て
そ
の
場
で
語
り
か
け
る
直
接
性
と
、
瞬
間
芸
術
と

し
て
、　
一
回
性
の
祝
祭
空
間
を
作
り
出
す
魅
力
が
あ
る
。
そ
の
魅
力
を
海
外
で

発
揮
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
演
劇
部
の
顧
間
と
し
て
、
「Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ
マ

フ
ェ
ス
タ

（
東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
演
劇
発
表
会

）
」

（
主
催

。
東
京
私
立

中
学
高
等
学
校
協
会

）
の
実
行
委
員
を
務
め
て
い
る
。
担
当
は

「舞
台
」
な
ら

び
に
全
体
運
営
の
補
助
で
あ
る
。
出
場
各
校
と
劇
場
の
プ

ロ
ス
タ
ツ
フ
間
の
仲

立
ち
を
し
て
い
る
。
春
は
俳
優
座
劇
場
、
夏
は
シ
ア
タ
１
１
０
１
０
、
そ
し
て

冬
が
世
田
谷
パ
ブ
リ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
か
ら
、
韓
国
の
代

表
、
し
か
も
韓
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
学
校
を
迎
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
で

ハ
ン
グ
ル
も
含
め
い
ろ
い
ろ
勉
強
を
始
め
た
。
今
年

（
二
〇

一
一
年

）
で
五
回

目
。
そ
の
年
度
の

「韓
国
青
少
年
演
劇
祭
大
賞
受
賞
校
」
を
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ

ク
シ
ア
タ
ー
に
招
き
、
上
演
を
手
助
け
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
交
流
の
中
で
、

国
語
科
　
柳
　
本
　
　
　
博

推
薦
さ
れ
、
わ
が
獨
協
高
校
演
劇
部
も
ソ
ウ
ル
の
地
で
公
演
を
行

っ
て
き
た
。

二
〇
〇
九
年
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
エ
ポ

ッ
ク

・
メ
イ
キ
ン
グ
な
出
来
事

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
韓
国
と
の
交
流
を
振
り
返

っ
て
み
た
い
。

第

一
章
　
こ
れ
ま
で
の
流
れ

【な
ぜ
韓
国
高
校
演
劇
と
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
】

も
と
も
と
は
唐
突
な
出
来
事
か
ら
で
あ
っ
た
。
最
初
は

一
回
か
ぎ
り
だ
と
思

い
込
ん
で
い
た
の
だ
か
ら
。
東
京
私
立
中
学
高
等
学
校
演
劇
発
表
会
の
顧
間
で
、

全
国
高
校
演
劇
協
議
会
名
誉
会
長

・
ア
シ
テ
ジ

（
国
際
児
童
青
少
年
演
劇
協
会

）

日
本
セ
ン
タ
ー
会
長
で
あ
る
内
木
文
英
先
生
と
、
社
団
法
人
韓
国
演
劇
協
会
の

つ
な
が
り
で
実
現
し
た
。
初
年
度

（
二
〇
〇
七
年
）
は
内
木
先
生
の
私
費
に
加
え
、

私
も
所
属
し
て
い
る

「高
校
演
劇
劇
作
研
究
会
」
を
通
じ
た
呼
び
か
け
に
よ
る

寄
付
金
な
ど
で
初
の
来
日
公
演
が
行
わ
れ
た
。
当
初
は

一
回
限
り
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
催
し
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
翌
二
〇
〇
八
年
か
ら
は
韓
国
政
府
か
ら
の
援

助
金
も
出
て
、
韓
国
演
劇
協
会
を
通
じ
、
そ
の
年
度
の
韓
国

〈
全
国
青
少
年
演

劇
祭
大
賞
受
賞
校
〉
が
来
日
を
果
た
し
て
い
る
。
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【来
日
と
訪
韓
】

流
れ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年

一
月
　
ド
ン
シ
ン

（
東
新

）
女
子
高
校

（
全
羅
南
道

・
光
州
市

）

ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
作

『
エ
レ
ク
ト
ラ
』

（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー

）

二
〇
〇
八
年

一
月
　
キ
ョ
ン
フ
ア

（
京
花

）
女
子
高
校

（
京
畿
道

・
廣
州
市

）

キ
ム

。
ジ
ョ
ン
ス
ク
作

『紅
柿
が
な
る
家
』

（
世
田
谷
パ
ブ

リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

）

八
月
　
京
華
学
園

（
東
京
都
文
京
区
）

伊
藤
弘
成
作
　
『ち
ょ
っ

と
高
校
生
』

（
九
老

（
ク
ロ
）
ア
ー
ト
バ
レ
ー
劇
場

）

※
京
華
学
園
は
京
華
高
校

（
男
子

）
と
京
華
女
子
高
と
の

合
同
。

二
〇
〇
九
年

一
月
　
ョ
ン
ド
ウ
ン
ポ

（
永
登
浦

）
女
子
高
校

（
ソ
ウ
ル
特
別
市

）

ハ
ム

・
ヒ
ョ
ン
シ
ク
作
　
『約
束
』

（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク

シ
ア
タ
ー

）

八
月
　
獨
協
高
校

（
東
京
都
文
京
区
）

柳
本
　
博
作
　
『恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
』
（
九
老

（
ク
ロ
）
ア
ー

ト
パ
レ
ー
劇
場

）

二
〇

一
〇
年

一
月
　
ク
ァ
ン
ジ
ュ
（
廣
州

）
高
校

（
京
畿
道

。
廣
州
市

）

シ
ン

・
ユ
ン
ス
作
　
イ

。
ギ
ボ
ク
脚
色
　
『
エ
ク
ス
ペ
ン
シ

ヴ

。
ア
ツ
プ
ル
』

（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

）

八
月
　
中
央
大
学
杉
並
高
校

（
東
京
都
杉
並
区
）

毛
利
吉
蔵
作

『
き
み
に
つ
づ
く
空
』

（
ソ
ウ
ル
芸
術
の
殿
堂

。
自
由
小
劇

場

）

年

一
月
　
キ
ョ
ン
フ
ア

（
京
花

）
女
子
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
ビ
ジ
ネ

ス
高
校

（
京
畿
道

・
廣
州
市

）

キ
ム

。
ジ
ョ
ン
ス
ク
作
　
イ

・
ギ
ボ
ク
脚
色
　
『
ア
カ
シ
ア

の
花
び
ら
は
落
ち
て
』

（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

）

八
月
　
成
嗅
高
校

（
東
京
都
武

蔵
野
市

）

＝
予
定
。

以
上
、

二
〇

一
一
年
二
月
現
在
。

二
〇

一
第
二
章
　
本
校
が
ソ
ウ
ル
ヘ

【本
校
が
推
薦
さ
れ
る
】

二
〇
〇
九
年
四
月
に
内
木
氏
か
ら
推
薦
を
受
け
た
。
そ
の
推
薦
の
文
章
は
当

日
配
布
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

獨
協
高
校
の
個
性
的
な
舞
台
に
つ
い
て

日
韓
高
校
演
劇
の
交
流
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
と
願

い
な
が
ら
、
今
年

（
二
〇
〇
九
年

）
八
月
、
日
本
の
高
校
演
劇
を
代
表
す
る
か

た
ち
で
、
ソ
ウ
ル
で
上
演
さ
れ
る
東
京
の
獨
協
高
校
の
個
性
的
な
舞
台
に
つ
い

て
考
え
る
。

も
う
二
十
年
あ
ま
り
前
の
話
だ
。
東
京
の
私
学
の
合
同
発
表
会
に
獨
協
学
園

の
芝
居
が
登
場
し
た
。
獨
協
高
校
は
男
子
だ
け
の
高
校
で
、
そ
れ
が
大
会
初
出

場
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
も
し
か
す
る
と
演
劇
部
が
つ
く
ら
れ
て
最
初
の
作
品
で

あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
男
だ
け
の
学
校
な
の
に
女
子
学
生
が
登
場
す
る
。
男

の
子
が
女
子
中
学
生
に
扮
し
て
演
ず
る
の
だ
か
ら
、
観
客
席
は
大
騒
ぎ
に
な
る
。

そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
は

一
生
懸
命
演
じ
て
い
た
。
そ
の
作
品
の
題
名
さ
え
覚
え
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て
い
な
い
の
だ
が
、
男
子
生
徒
た
ち
だ
け
の
学
校
の
勢
い
の
い
い
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
そ
の
舞
台
に
私
は
心
を
ひ
か
れ
た
。

「学
校
演
劇
と
し
て
は
型
は
ず
れ
の
舞
台
だ
が
、
入
賞
さ
せ
て
い
い
の
で
は
な

い
か
」
と
そ
の
と
き
、
意
見
を
言

っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
毎
年
、
獨
協
学
園
は
参
加
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ほ
か
の
学
校
と

は
ま

っ
た
く
違
っ
た
雰
囲
気
の
芝
居
だ

っ
た
。
漫
画
ふ
う
と
い
っ
た
ら
い
い
だ

ろ
う
か
。
劇
画
ふ
う
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
荒
唐
無
稽
、
奇
想
天
外
な
ス
ト
ー

リ
ー
の
芝
居
を
生
徒
た
ち
が
大
熱
演
す
る
の
だ
。
私
学
の
発
表
会
で
、
獨
協
学

園
の
創
る
芝
居
の
と
き
は
観
客
が
集
ま
り
、
大
騒
ぎ
に
な
る
。
獨
協
の
芝
居
は

面
白
い
。
獨
協
が
出
る
か
ら
観
に
来
た
。
観
客
席
に
集
ま
る
高
校
生
た
ち

（
女

子
高
校
生
が
多
い
の
だ
が

）
は
目
を
輝
か
せ
て
、
獨
協
の
芝
居
に
惹
き
つ
け
ら

れ
る
。

常
識
的
な
教
室
劇
や
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
多
い
、
教
訓
的
な
内
容
を
持

っ
た
芝

居
の
多
い
学
校
劇
の
中
で
、
獨
協
学
園
の
芝
居
の
よ
う
な
、
個
性
的
な
舞
台
は

ほ
か
に
な
い
。

「誰
に
で
も
書
け
る
も
の
を
書
い
て
な
ん
の
意
味
が
あ
る
の
だ
。
君
に
し
か
書

け
な
い
も
の
を
書
い
て
み
ろ
」

若
い
と
き
、
も
の
を
書
く
こ
と
を
学
ん
で
い
た
が
、
師
匠
の
評
論
家
Ｈ
氏
の

言
わ
れ
た
言
葉
を
思
い
出
す
。

そ
し
て
日
韓
高
校
演
劇
交
流
三
回
目
の
日
本
の
代
表
と
し
て
、
獨
協
学
園

・

柳
本
博
の
作
品
を
推
薦
す
る
。

（
二
〇
〇
九
年
、
韓
日
青
少
年
交
流
公
演
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
よ
り

）

【韓
国
と
の
交
渉
】

推
薦
状
を
受
け
て
、
韓
国
演
劇
協
会
と
交
渉
を
始
め
た
。
出
場
校
の
回
答
を

求
め
る
文
書
に
対
し
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
次
の
よ
う
な
文
章
を
メ
ー
ル

し
た
。
翻
訳
は
同
じ
実
行
委
員
会
の
他
校
教
員
に
お
願
い
し
た
。
以
下
、
交
渉

は
す
べ
て
そ
の
流
れ
で
あ
る
。

こ
の
た
び
は
、
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
獨

協
高
校
は
東
京
の
代
表
と
し
て
内
木
文
英
先
生
、
伊
藤
弘
成
先
生
よ
り
ご
推
薦

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
代
表
と
し
て
獨
協
高
校
が
韓
国
で
八
月
中
旬
に
公

演
を
す
る
べ
く
、
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
進
行
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ぜ
ひ
継
続
的
か
つ
発
展
的
な
日
韓
交
流
を
求
め
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の

京
華
学
園
の
訪
韓
に
つ
づ
き
、
獨
協
高
校
の
韓
国
で
の
公
演
を
行
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
過
去
３
年
の
韓
国
代
表

校
の
公
演
は
絶
大
な
る
評
判
を
得
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ぜ
ひ
継
続
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

・
作
品
情
報
　
題
名

『恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
』

（
高
校
演
劇
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
収

）

作
家
　
柳
本
　
博

（
顧
問
教
員

）

公
演
時
間
　
六
〇
分

。
永
登
浦
女
子
高
校

へ
の
事
前
連
絡
と
日
本
チ
ー
ム
の
公
演
貸
館
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
時
間
の
短
い
と
こ
ろ
大
変
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
韓
国
演
劇
協
会
様
か

ら
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

・
二
〇

一
〇
年

一
月
韓
国
チ
ー
ム
の
日
本
公
演
問
題

韓
国
チ
ー
ム
の
来
日
公
演
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
と
お
り
、
内
定
し
て
お

り
ま
す
。

第
十

一
回
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ

-22-



二
〇

一
〇
年

一
月
七
日

（
水

）

夕
方
　
場
所
　
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

（
仕
込
み

ｏ
リ
ハ
ー
サ
ル
は
六
日
）

何
か
疑
間
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

継
続
的
な
実
現
を
要
望
す
る
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
本
チ
ー
ム
も
同
様
で

す
。
今
後
と
も
有
意
義
な
交
流
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【韓
国
か
ら

の
回
答
】

（
日
本
語
に
翻
訳

）

こ
ん
に
ち
は
。
早
速
の
返
信
と
お
気
遣
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
希
望
通
り
、
公
演
は
八
月
二

一
日
リ
ハ
ー
サ
ル
、
三
二
日
本
番
で
行
わ
れ
ま
す
。

公
演
日
と
タ
イ
ム
テ
ー
プ
ル
が
正
確
に
決
定
し
た
ら
、
ま
た
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（公
演
会
場
の
レ
ン
タ
ル
担
当
者
と
話
す
時
間
が
必
要
な
の
で
）

公
演
会
場
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１
．
劇
場
名
は
、
昨
年
同
様

「Φ
日
ｏ
＞
諄
∽
く
”
目
ｏ
ヽ
日
ｒ
８
一ｏ
」」
で
す
。

貴
校
は
、　
一
月
に
世
田
谷
パ
ブ
リ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
で
公
演
し
た
ぎ
ｏ
目
”

∪
０
●
口
”
”
０
¨
〓
．り
ｒ
”
Ｆ
８
Ｆ
８
】
と

一
緒
に
公
演
し
ま
す
。

２
．
先
週
の
メ
ー
ル
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
劇
場
レ
ン
タ
ル
と
バ
ン
フ
レ
ツ

ト
の
た
め
に
、
以
下
の
情
報
が
必
要
で
す
。
（
以
下
略

）
）
劇
場
の
テ
ク
ニ

カ
ル
な
部
分
の
デ
ー
タ
を
添
付
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
０
長
０
　
」Ｆ
一り

く
”
目
ｏ
て
↓
Ｆ
８
一ｏ
」
の
ス
タ
ツ
フ
用
で
す
。

何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。
精

一

杯
ご
支
援
い
た
し
ま
す
。

お
返
事
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ナ

。
キ
ョ
ン
イ
ン

（
韓
国
演
劇
協
会

）

【私

の
作
戦
】

生
徒
と
も
に
作
戦
を
練
る
。
韓
国
公
演
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

・
覚
え
書
き
は

た
と
え
ば
こ
ん
な
具
合
だ
。

●
多
少
の
変
更
は
あ
る
に
せ
よ
、
お
お
ま
か
な
流
れ
は
す
べ
て
韓
国
に
送

っ
て

あ
る
も
の
で
。

（
後
述

）

●
た
と
え
ば
、
み
ん
な
で
取
り
囲
ん
で
ボ
コ
ボ

コ
に
す
る
と
思
い
き
や
、
真
ん

中
の
や
つ
が
す

っ
く
と
立

っ
て
、

「お
、
こ
い
つ
強
え
ぞ
」
的
な
シ
ー
ン
が
ほ

し
い
。
早
替
え
も
。

●
す
べ
て
そ
れ
に
こ
だ
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ビ
ジ

ュ
ア
ル
的
な
面
白
さ
は

ほ
し
い
。
「字
幕
」
的
な
部
分
も
ほ
し
い
。

●
と
り
あ
え
ず
、
金
曜
日
で
試
験
前
態
勢
に
な
る
の
で
、
仮
キ
ャ
ス
ト
を
決
め

て
お
く
。

演
出
助
手
の
藤
井

・
中
村
と
舞
台
監
督
若
林
で
相
談
。

●
目
標
は
た
だ
ひ
と
つ
。
「韓
国
人
を
笑
わ
せ
る
」
。
こ
の

一
点
に
尽
き
る
。

●
ウ
チ
が
成
功
す
る
こ
と
が
、
翌
年
以
降
の
学
校
に
バ
ト
ン
が
つ
な
が
る
こ
と

に
な
る
。
今
回
、
行
け
な
い
中
学
生
に
も
つ
な
が
る
の
だ
。

Ａ
　
学
校
名
　
獨
協
高
等
学
校
　
∪
Ｏ
］０
いく
〇

目
ＨＯ
国

∽
０
国
Ｏ
Ｏ
ｒ

Ｂ
　
タ
イ
ト
ル
　
「恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
」
因
】
〇
”
Ｃ
　
Ｚ
Ｏ
　
Ｎ
Ｃ
Ｚ
∪
Ｏ
因
〇
（
上

演
時
間
六
〇
分

）

作
者
名
　
柳
本
　
博
　
国
Ｈ”
ｏ
∽
目
Ｈ　
Ｋ
Ｎヴ
「＞
０
日〓
ｏ
［
ｏ
（
顧
間
教
員

）
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Ｃ
　
シ
ノ
プ
シ
ス
　
学
校
の
活
性
化
を
も
く
ろ
む
男
子
校
生
徒
会
。
そ
の
ア
イ

テ
ム
は
な
ん
と
プ

ロ
レ
ス
で
あ

っ
た
。
貧
弱
な
肉
体
の
か
ら
み
あ
う
な
か
、

い
つ
の
ま
に
か
事
態
は
言
葉
の
異
種
格
闘
技
戦

へ
と
す
り
か
わ

っ
て
ゆ
く
。

人
の
話
を
き
か
な
い
固
め
、
が
得
意
な
生
徒
会
長
と
、
強
引
で
大
柄
な
実
行

委
員
長
に
よ
る
文
化
祭
の

一
日
。

Ｄ
　
日
本
で
も
珍
し
い
男
子
校
の
演
劇
部
に
よ
る
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
コ

メ
デ
ィ
。
「高
校
演
劇
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
昨
年
出
版
も
さ
れ
た
、
獨
協

高
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
戯
曲
の
な
か
で
も
代
表
作
の
ひ
と
つ
。

な
ん
と
か
し
て
シ
ラ
ケ
き

っ
た
男
子
校
の
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す

る
生
徒
会
役
員
た
ち
。
し
か
し
金
も
知
恵
も
な
い
彼
ら
が
考
え
た
の
は
な
ん

と
、
体
の
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
プ

ロ
レ
ス
で
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
、
筋
肉
が
あ

る
わ
け
で
も
華
麗
な
技
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
な
ん
と
か
し
よ
う
と
す
る

気
持
ち
ば
か
り
が
空
回
り
す
る
。
風
に
そ
よ
ぐ
貧
弱
な
上
半
身
。
そ
ん
な
な
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
が
入
る
。
そ
し
て
い
つ
の
ま
に
か
、
正
統
派
生
徒
会
役
員

と
反
逆
す
る
ク
ー
デ
タ
ー
組
と
の
、
言
葉
の
異
種
格
闘
技
戦
に
な

っ
て
し
ま

う
。
彼
ら
の
本
音
と
ノ
リ
が
縦
横
無
尽
に
交
錯
し
、
舞
台
と
い
う
名
の
リ
ン

グ
を
舞
う
。

彼
ら
は
ど
う
事
態
を
打
開
し
、
想
い
出
に
残
る
文
化
祭
の

一
日
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
の
か
？

【韓
国
に
回
答
す
る
と
こ
う
な
る
】

『舞
台
技
術
協
議
事
項
』

。
こ
の
芝
居
は
現
在
メ
ン
パ
ー
で
は
初
演
で
す
。
で
す
か
ら
、
映
像
は
現
在
メ
ン

パ
ー
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

。
本
校
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
、
２
０
０
６
年
版
の
高
校
演
劇
戯
曲
集
の
中
の

一

本
と
し
て
、　
一
般
の
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

『舞
台
』

・
セ
ッ
ト
は
以
前
上
演
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ソ
ウ
ル
の
そ
ち
ら
の
素
晴
ら
し
い

劇
場
に
あ
わ
せ
て
作
り
替
え
た
い
で
す
。

・
簡
単
に
い
う
と
、
舞
台
の
真
ん
中
よ
り
も
奥
に

一
段
高
い
場
所
が
ほ
し
い
で

す
。
こ
れ
が

一
応
、
リ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
ロ
ー
プ
や
コ
ー
ナ
ー
ポ

ス
ト
は
張
り
ま
せ
ん
。

・
加
え
て
、
舞
台
の
中
央
か
ら
俳
優
が
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
、
舞
台
後
方
に
パ

ネ
ル
を
置
き
た
い
で
す
。

パ
ネ
ル
の
高
さ
は
縦
１
８
０
セ
ン
チ
の
横
９
０
セ
ン
チ
で
、
舞
台
全
面
を
覆

う
か
た
ち
で
欲
し
い
で
す
。

一
段
高
い
場
所
は
高
さ
が
３
０
セ
ン
チ
ほ
ど
欲
し
い
で
す
。

そ
れ
ら
に
は
日
本
か
ら
持
参
し
て
い
く
布
を
か
ぶ
せ
た
い
で
す
。

・
形
に
す
る
と
、
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
こ
こ
で
は
省
略

）
。
中
の
四
角
が

高
い
部
分
で
す
。
中
の
四
角
の
奥
の
部
分
か
ら
は
俳
優
が
出
入
り
を
し
た
い
で
す
。

『機
械
』

・
下
の
照
明
の
と
こ
ろ
に
書
き
ま
し
た
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ー
ン
を
お
借
り
し
た
い

で
す
。

・
下
の
音
響
の
と
こ
ろ
に

「Ｍ
Ｄ
デ
ッ
キ
ニ
台
」
を
お
借
り
し
た
い
で
す
。

。
こ
れ
は
機
械
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
舞
台
の
高
い
部
分
を
つ
く

る
の
に
、
ス
チ
ー
ル
デ

ツ
キ
の
よ
う
な
も
の
を
お
借
り
し
た
い
で
す
。
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『照
明
』

。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
、
幻
想
的
な
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ス
モ
ー
ク
マ
シ
ン
と
少
し
ブ
ル
ー
が
か
っ
た
幻
想
的
な
照
明
が
ほ

し
い
で
す
。

。
あ
と
は
、
舞
台
全
体
の
照
明
と
、
セ
ン
タ
ー
の
高
い
部
分

（
上
の
中
の
四
角

）

の
み
を
明
る
く
さ
せ
る
照
明
が
欲
し
い
で
す
。

『音
響
』

。
Ｍ
Ｄ
デ
ッ
キ
ニ
台
と
サ
ン
プ
リ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
を
使
い
た
い
で
す
。
後
者
は
日

本
か
ら
持
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
が
、
変
換

コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
下
見
の
と
き

に
確
認
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
効
果
音
を
流
し
ま
す
。

・
Ｍ
Ｄ
デ
ッ
キ
ニ
台
を
お
借
り
し
た
い
で
す
。

『備
考
』

■
資
料
が
遅
く
な
り
、
し
か
も
不
十
分
な
ま
ま
で
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

・
下
見

・
打
合
せ
で
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

【私
の
準
備
】

も
ち
ろ
ん
充
実
し
た
舞
台
を
つ
く
る
べ
く
稽
古
に
励
む
と
と
も
に
、
大
き
く

分
け
て
学
校
、
保
護
者
、
韓
国
演
劇
協
会

へ
と
交
渉
を
つ
づ
け
た
。
そ
の
う
え

で
七
月
上
旬
に
は
単
身
、
下
見

・
打
ち
合
わ
せ
に
ソ
ウ
ル
の
劇
場

へ
出
か
け
た
。

【保
護
者

へ
の
説
明
会
連
絡
】

日
頃
の
演
劇
部
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
は
例
年
の
よ
う
な
合
宿
で
は
な
く
、
遠
征
で
す
。
念
願
の
韓
国
遠

征
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
案
内
と
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
来
場
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
当
日
は
い

く
つ
か
の
学
年
で
別
の
保
護
者
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
時
間
厳
守
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
遠
征
に
は
中
学
三
年
以
上
が
全
員
参
加
と
な
り
ま
す
が
、

下
級
生
の
み
な
さ
ん
に
も
い
ろ
い
ろ
と
ご
説
明
申
し
上
げ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

す
。
多
数
ご
来
校
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
以
下
略

）

【募
金
を
お
願
い
す
る
】

「日
韓
青
少
年
交
流
公
演
」
参
加
の
た
め
の
募
金
の
お
願
い

獨
協
高
校
演
劇
部
は

「
日
韓
青
少
年
交
流
公
演
」
に
日
本
代
表
と
し
て
推
薦

さ
れ
、
韓
国

。
ソ
ウ
ル
で
公
演
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
社
団
法
人
韓
国
演
劇
協
会
と
社
団
法
人
韓
国
児
童
演
劇
協
会

（
ア

シ
テ
ジ

・
コ
リ
ア
）
が
中
心
と
な

っ
て
の
ご
招
請
に
、
全
国
高
校
演
劇
協
議
会

な
ら
び
に
日
本
児
童
演
劇
協
会
か
ら
日
本
代
表
と
し
て
ご
推
薦
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。

日
本
の
男
子
校
で
、
韓
国
に
お
い
て
正
式
な
公
演
を
す
る
の
は
初
め
て
の
栄

誉
と
な
り
、　
一
九
九
二
年
の
沖
縄
で
の
全
国
大
会
出
場
以
来
の
快
挙
と
し
て
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
残
念
な
が
ら
韓
国

へ
の
渡
航
費
が
ま

っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
う
ち
の

一
部
だ
け
、
先
日
、
同
窓
会

の
先
輩
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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教
職
員
の
み
な
さ
ま
に
も
補
助
を
お
す
が
り
す
る
失
礼
を
ど
う
か
お
許
し
く

だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●

二
〇
〇
九
年
八
月
二
二
日

（
土

）

韓
国
ソ
ウ
ル
市
九
老
区
　
九
老
ア
ー
ト
バ

レ
ー
劇
場

韓
国
代
表
　
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
校

（
ソ
ウ
ル
市

）

一
一〇
〇
八
年
韓
国
高

校
演
劇
最
優
秀
賞

日
本
代
表
　
獨
協
高
校

（
東
京
都
文
京
区

）
　

　

　

二
〇
〇
九
年
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ
優
秀
賞

●
方
法

（
以
下
略

）

第
三
章
　
そ
し
て
当
日

渡
航
費
も
募
金
活
動
が
奏
効
し
て
集
ま

っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
生
徒

の
受
益

者
負
担
は
大
き
い
の
だ
が
。
と
も
あ
れ
、
な
ん
と
か
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
間
、
生
徒
と
も
に
練
習
に
励
ん
で
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

【上
演
】

内
容
の
詳
細
を
、
と
再
三
い
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
梗
概

（
あ
ら
す
じ

）
を
提

出
し
た
。
当
日
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
「恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
」

の
題
意
を
問
わ
れ
、
補
足
す
る
よ
う
な
英
語
題
を
付
記
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

恐

怖

の

ズ

ン

ド

コ

　

巨

Ｎ

Ｄ

Ｌ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

　

Ｂ

Ａ

Ｔ

Ｔ

Ｌ

巨

　

シ

ノ

プ

シ

ス

文
化
祭
。
秋
に
行
わ
れ
る
、
校
内
の
合
同
文
化
発
表
会
。
文
化
系
ク
ラ
ブ
は

も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ス
参
加
も
あ
る
し
、
学
年
で
の
催
し
物
も
あ
る
、
高
校
生
活

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
と
き
無
味
乾
燥
な
男
子
校
に
も

一
般
の
お
客

さ
ん
が
入

っ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
女
子
校
生
も
。
願
わ
く
ば
、
す
て
き
な
女

友
達
が
で
き
る
よ
う
に
…
…
。
だ
か
ら
真
面
目
な
研
究
発
表
か
ら
ナ
ン
パ
な
イ

ベ
ン
ト
ま
で
学
校
全
体
が
盛
り
上
が
る
。
赤
い
火
の
玉
と
な

っ
て
燃
え
上
が
る
。

…
…
と
、
い
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
最
近
は
な
か
な
か
火
花
が
散
ら
な
い
。
シ

ラ
け
た
ム
ー
ド
が
学
校
全
体
を
支
配
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、
そ
こ
を
熱
く
、

強
く
、
盛
り
上
げ
よ
う
と
立
ち
上
が

っ
た
男
た
ち
が
い
た
。
う
る
わ
し
の

「生

徒
会
」
で
あ
る
。
彼
ら
は
な
い
知
恵
を
し
ぼ
り
、
文
化
祭
全
体
の
活
性
化
の
た
め
、

こ
と
も
あ
ろ
う
に
プ

ロ
レ
ス
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
筋
肉
も
華
麗

な
テ
ク
ニ
ツ
ク
も
な
い
。
風
に
そ
よ
ぐ
貧
弱
な
肉
体
。
気
合
で
乗
り
切
ろ
う
と

す
る
ば
か
り
だ
。

そ
し
て
当
日
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
プ

ロ
レ
ス
の
リ
ン
グ
。
そ
の
裏
側
で
男
た
ち

は
体
を
さ
ら
し
、
闘
志
を
ぶ
つ
け
あ
う
準
備
中
。
実
行
委
員
長
の
小
野
寺
が
全

体
を
し
き
る
。
会
長
の
北
田
は
、
や
る
気
は
あ
る
も
の
の
人
の
話
を
聞
か
な
い
。

小
回
り
の
利
く
ジ
ロ
は
放
送
部
の
橘

（
た
ち
ば
な

）
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
た

こ
と
で
ご
満
悦
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
問
題
は
つ
き
な
い
。
着
ぐ
る
み
に
気
を
と

ら
れ
て
ば
か
り
の
マ
サ
シ
や
、
や
る
気
の
な
い
ネ

コ
山
。
そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
も

あ
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
見
知
ら
ぬ
年
長

者
が
登
場
す
る
。
伝
説
の
さ
す
ら
い
の
鬼
コ
ー
チ

・
倉
林
。
北
田
が
呼
ん
だ
先

生
ら
し
い
。
そ
の
先
生
に
必
殺
技
を
伝
授
し
て
も
ら
い
、
北
田
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
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ン
に
な
ろ
う
と
す
る
。

試
合
は
進
行
し
て
い
く
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
す
る
。
衣
裳
や

小
道
具
が
盗
ま
れ
た
り
壊
さ
れ
た
り
。
誰
の
し
わ
ざ
か
。
女
子
校
生
の
か

っ
こ

う
を
し
た
怪
し
い
侵
入
者
が
現
れ
た
り
も
す
る
。
彼
ら
の
緊
張
は
高
ま
り
、
北

田
は
つ
ぶ
や
く
。
「恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
だ
」
と
。
そ
の
う
ち
、
生
徒
た
ち
の
日
頃

か
か
え
て
い
る
葛
藤
が
目
の
前
に
あ
ら
わ
に
な

っ
て
く
る
。
学
校
や
生
徒
会

ヘ

の
不
満
。
そ
し
て
新
た
な
野
望
。
も
は
や
プ
ロ
レ
ス
は
た
だ
の
格
闘
技
で
は
な
く
、

言
葉
の
や
り
と
り

「デ
ィ
ベ
ー
ト
勝
負
」
に
す
り
替
わ

っ
て
い
く
。

二
手
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
は
、
ど
ち
ら
が
覇
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
の
か
？

邪
魔
を
続
け
彼
ら
を
混
乱
に
陥
れ
る
犯
人
は
誰
な
の
か
？

彼
ら
は
無
事
に
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

そ
し
て
最
後
に
ゴ
ン
グ
が
鳴
っ
た
瞬
間
、
日
に
映
る
光
景
と
は
い
っ
た
い
何
か
？

あ
な
た
の
日
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
―

【私
が

バ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
書

い
た
文
章
】

「
一
度
き
り
の
」

一
期

一
会
。
日
本
古
来
の
、
茶
道
の
教
え
か
ら
来
た
言
葉
だ
。
「同
じ
茶
会

は
三
度
と
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
常
に
人
生
で

一
度
き
り
の
も
の
と
心
得

て
、
相
手
に
精
い
っ
ぱ
い
の
誠
意
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意

味
だ
。
高
校
演
劇
ほ
ど
、
こ
の
言
葉
の
意
味
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
な

い
。
と
り
わ
け
、
こ
こ
３
年
ほ
ど
出
会

っ
て
い
る
韓
国
の
高
校
演
劇
ほ
ど
、
だ
。

二
〇
〇
七
年
、
初
め
て
目
に
し
た
ド
ン
シ
ン
女
子
高

「
エ
レ
ク
ト
ラ
」
。
迫
力
に

た
た
き
の
め
さ
れ
た
。
翌
年
、
キ
ョ
ン
フ
ア
女
子
高

「紅
柿
が
な
る
家
」
。
ノ
ス

タ
ル
ジ
ー
に
涙
し
た
。
今
年
、
ヨ
ン
ド
ゥ
ン
ポ
女
子
高
「約
束
」
。
た
く
み
な
ス
ト
ー

リ
ー
に
舌
を
巻
い
た
。
い
ず
れ
も
大
変
な
熱
演
で
あ

っ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ

マ
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
韓
国
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
校
を
観
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
感

情
の
琴
線
に
ふ
れ
、
至
福
の
観
劇
体
験
を
味
あ
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。　
一
度
か

ぎ
り
の
演
劇
仲
間
た
ち
は
、
み
ん
な
真
剣
で
、
友
情
に
あ
ふ
れ
、
同
じ
思
い
を

共
有
し
て
い
る
喜
び
を
与
え
て
く
れ
る
。　
一
生
、
心
に
残
る
こ
と
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
演
劇
は
、　
一
度
き
り
の
も
の
で
あ
る
。
高
校
生
が
そ
の
み
ず
み
ず

し
い
肉
体
を
も

っ
て
表
現
す
る
プ

ロ
セ
ス
は
美
し
く
も
残
酷
で
あ
る
。
も
う
再

現
は
不
可
能
な
の
だ
か
ら
。
こ
れ
が
、
僕
が
高
校
演
劇
に
魅
せ
ら
れ
た
最
大
の

要
因
か
も
し
れ
な
い
。
緻
密
な
構
成
と
美
麗
な
レ
ト
リ
ッ
ク
で
描
か
れ
た
小
説

よ
り
も
、
最
新
の
特
殊
技
術
Ｓ
Ｆ
Ｘ
で
圧
倒
的
に
描
く
映
画
よ
り
も
、
そ
の
す

べ
て
を
凌
駕
す
る
特
別
な
魅
力
が
演
劇
に
は
あ
る
。
生
身

の
人
間
が
演
じ
て
い

る
こ
と
の
強
さ
の
前
に
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
表
現
は
立
ち
尽
く
す
し
か
な
い
の
だ
。

い
ま
、
こ
こ
。
だ
か
ら
、
す
ば
ら
し
い
。

僕
の
目
標
は
、
「
一
生
、
思
い
出
し
笑
い
の
で
き
る
芝
居
」
だ
。
若
者

へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
は
こ
れ
し
か
な
い
。
社
会
に
出
る
に
あ
た

っ
て
、
大
変
な
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
人
間
、
生
ま
れ
落
ち
た
か
ら
に
は
、
苦
悩
や
苦
労

は
必
ず

つ
い
て
回
る
の
だ
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
喜

び
も
あ
る
。
絶
望
す
る
深
さ
の
分
、
希
望

の
高
み
も
す
ぐ
そ
こ
に
転
が

っ
て
い

る
の
だ
。
だ
か
ら
完
全
燃
焼
し
た
い
。
辛
い
の
な
ん
て
当
た
り
前
、
と
笑
い
飛

ば
し
な
が
ら
。

む
ろ
ん
、
人
生

一
度
き
り
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
こ
で
自
分
が
や
ろ
う
と
し
て
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い
る
芝
居
も

一
度
き
り
で
し
か
な
い
。
そ
う
、
す
べ
て
の
行
動
も
。
そ
う
い
う

当
た
り
前
の
事
実
を
、
新
鮮
な
驚
き
と
し
て
、
心
の
底
か
ら
知
ら
し
め
て
く
れ

た
韓
国
の
演
劇
界
の
み
な
さ
ん
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も

一
緒

に
歩
ん
で
行
け
た
ら
、
ど
ん
な
に
幸
せ
だ
ろ
う
。

【遠
征
メ
ン
バ
ー
】

藤
井
智
矩
、
若
林
京
壱
、
梅
津
瑞
樹
、
斎
藤
遼
平
、
末
次
紘
基
、
長
澤
徳
隆
、

山
口
達
也
、
恩
田
学
、
栄
森

一
樹
、
秋
元
潤
、
箕
輪
雄
太

（
以
上
キ
ャ
ス
ト
も

兼
ね
る
）
、
中
村
健
太
朗

（
照
明

）
、
宮
川
凪

（
音
響

）
、
薦
田
翔

（
音
響

）
、

も
う

一
人
の
顧
間
の
井
上
修
先
生

以
上
、
生
徒
十
三
名
、
教
員
二
名
。
観
劇
ツ

ア
ー
に
は
保
護
者
な
ど
十
数
名
が
集
ま
っ
た
。

【渡
航
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
】

八
月
二
十

一
日

（
金

）

羽
田
発
Ｋ
Ｅ
２
７
０
８
便
に
て
ソ
ウ
ル
ヘ
金
浦
空
港
到
着

入
国
審
査
、
荷
物
受
け
取
り
後
、
す
ぐ
に
バ
ス
ヘ
。

劇
場

（
九
老
ア
ー
ト
バ
レ
ー
芸
術
劇
場

）
到
着
。
楽
屋
入
り
。

近
所
の
食
堂
で
夕
食
。

劇
場
で
あ
い
さ
つ
。
仕
込
み
開
始
。
大
道
具
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
。
照
明

あ
わ
せ

音
響

・
役
者
は
柳
本
な
ら
び
に
若
林
の
指
示
で
動
く
。
場
当
た
り
。

終
了
。
ホ
テ
ル
ヘ
チ
ェ
ツ
ク
イ
ン
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

二
十
二
日

（
土

）
起
床
。
周
辺
散
策
。
朝
食

（
ホ
テ
ル
で
バ
イ
キ
ン
グ

）
。

劇
場

へ
出
発
。
劇
場
着
。
劇
場
近
く
の
公
園
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
練
習
。

昼
食

（
近
く
の
食
堂
で
）
最
終
リ
ハ
。
ゲ
ネ
プ
ロ
。
開
場
。

ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
公
演
ス
タ
ー
ト
「カ
ー
ペ
デ
ィ
ェ
ム
」
（
六
十
五
分
）

本
校
は
メ
イ
ク
。最
終
準
備
。
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
終
演

（
休
憩
は
十
五
分
）

獨
協
高
校
公
演
ス
タ
ー
ト

「恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
」
（
六
十
分

）
。
終
演
。

バ
ラ
シ
。
楽
屋
を
出
る
。

交
流
会

（
失
礼
の
な
い
よ
う
に
交
流
す
る
）

夕
食

（
近
く
の
食
堂
で
）
。
バ
ス
で
ホ
テ
ル

ヘ
。

二
十
三
日

（
日
）
起
床
。
ロ
ビ
ー
に
集
合
。
周
辺
散
策
。
朝
食

（
バ
イ
キ
ン
グ

）
。

身
支
度
完
了
。

観
光

へ
。

ハ
ノ
ン
マ
ウ
ル
か
ら
ミ
ョ
ン
ド
ン
ヘ
。
数
人
の
グ
ル
ー
プ

見
学
も
。
見
学
中
に
各
自
昼
食
。

金
浦
空
港
着
。
出
国
審
査
後
、
羽
田
空
港

へ
出
発
　
Ｋ
Ｅ
２
７
０
９
便

羽
田
到
着
。
解
散
。

第
四
章
　
公
演
を
終
え
て

【生
徒
と
の
反
省
会
で
書
い
た
文
章
】

「感
謝
ハ
ム
ニ
ダ
マ
ン
」

念
願
の
韓
国
遠
征
が
終
わ
り
ま
し
た
。
遠
征
、
い
い
言
葉
で
す
。
昨
年
か
ら

虎
視
眈
々
と
狙

っ
て
い
た
、
海
を
飛
び
越
え
た
公
演
が
終
わ

っ
て
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
部
員
の
み
ん
な
、
携
わ

っ
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
に

は
と
に
か
く
感
謝
で
す
。

い
ろ
い
ろ
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
、

金
大
中
元
大
統
領
逝
去
に
と
も
な
う
北
朝
鮮
の
弔
間
外
交
、
そ
し
て
み
ん
な
の

体
調
管
理
。
突
発
的
な
事
故
、
ケ
ガ
。
台
風
が
来
た
ら
…
…
。
ど
れ
か
ひ
と
つ
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で
も
、
誰
か
ひ
と
り
で
も
ヒ
ッ
ト
し
た
ら
す
べ
て
は
お
じ
や
ん
。
パ
ー
。
い
つ

も
公
演
直
前
は
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
す
が
、
今
回
は
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
だ
け

に
、
薄
氷
の
氷
も
日
本
海
の
荒
波
に
も
ま
れ
る
か
の
よ
う
に
反
比
例
し
て
薄
く

な
り
ま
し
た
。
す

べ
て
を
凌
駕
し
て
、
無
事
に
公
演
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
と

っ

て
も
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
た
だ
終
わ

っ
た
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
大
喝
采
、
大
拍
手
、
大

歓
声
を
浴
び
ま
し
た
―
　
気
持
ち
よ
か

っ
た
で
す
な
。
袖
に
い
て
幸
せ
を
噛
み

し
め
ま
し
た
ぜ
。

つ
い
ぞ
な
い
こ
と
で
す
。
韓
国
の
お
客
さ
ん
は
あ

っ
た
か
い
。

ア
ウ

ェ
イ
だ
と
思

っ
て
い
た
ら
、
地
元
以
上
に
ホ
ー
ム
の
暖
か
さ
で
し
た
な
？

感
無
量
。
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
と
き
な
ど
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
ず

っ

と
韓
国
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
の
が
効
を
奏
し
た
の
か
ね
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
、
ド
ツ

キ

ョ
ウ

っ
て
認
知
さ
れ
て
た
ね
。
と
に
か
く
大
感
謝
の
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
さ
せ

て
も
ら
い
ま
す
。

僕
も
体
調
に
は
す
ご
く
気
を
使

っ
て
い
ま
し
た
。
諸
君
に
言
う
手
前
、
自
分

で
も
す
ご
く
管
理
し
て
い
た
つ
も
り
で
す
。
よ
く
食
べ
よ
く
寝
る
。
こ
れ
を
意

識
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
渡
韓
初
日
は
激
し
い
頭
痛
、
本
番
に
あ
た
る

２
日
目
は
か
な
り
の
腹
痛
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
な
か
、
本
番

直
前
だ

っ
て
の
に
青
唐
辛
子
は
頬
張
る
わ
夜
寝
て
く
れ
な
い
の
で
部
屋
の
見
回

り
を
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
わ
薦
田
君
は
耳
鳴
り
が
す
る
わ
で
閉
口
し
ま
し
た
。

よ

っ
ぽ
ど
緊
張
し
て
た
ん
で
し

よ
う
、
僕
も
。
精
神
的
な
も
の
で
し
ょ
う
ね
。

だ
か
ら
、
羽
田
に
着
い
た
と
た
ん
、
痛
み
は
ス
ッ
キ
リ
。

中
身
は
、
か
な
り
力
技
で
し
た
な
。
こ
れ
で
い
い
ん
で
し
よ
う
か
、
と
い
う

面
も
君
た
ち
が
時
間
の
な
い
の
に
あ
わ
せ
て
考
え
て
く
れ
た
の
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
僕
も
矛
盾
点
は
ざ

っ
と
流
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
勢
い
に
ま
か
せ
て
、
と
い
う

「疾
走
感
」
。
悪
い
意
味
で
は
な
く
、
ノ
リ

ノ
リ
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
よ
く
出
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
ー
プ

ニ

ン
グ
に
し
て
も
、
は
て
さ
て
ど
う
し
よ
う
、
と
ず
ち

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
あ

る
日
、
突
然
ひ
ら
め
い
た
の
で
す
。
別
に
自
慢
す
る
ワ
ケ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

僕
の
発
明
で
も
な
ん
で
も
な
く
、
ザ

・
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
は
日
本

の
名
バ
ン
ド
、

「Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｎ
」
は
歴
史
に
残
る
名
曲
で
す
。
で
も
、
そ
れ
を
使

う
流
れ
に
思
い
至
っ
た
の
は
、
ず
う

と
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
た
ゆ
え
の
ひ
ら
め
き
、

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
こ
れ
が
最
初
か
ら
ド
ラ
マ
に
エ
ン
ジ
ン
を
か

け
、
乗

っ
て
く
れ
た
原
因
で
し
ょ
う
。

し
か
し
い
ま
こ
こ
で
必
要
な
の
は
芝
居
全
体
の
流
れ
の
再
確
認
で
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
我
々
の
究
極
の
目
標
、
サ
イ
コ
ー
の
舞
台
を
め
ざ
し
て
、

頑
張

っ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

●
い
く
つ
か
の
覚
え
書
き
…
…

①
　
昨
年
と
違

っ
た
の
は
、
観
客
が
い
た
こ
と

（
―
）
。
ヨ
ン
ド
ゥ
ン
ポ
女
子
高

校
は
劇
場
の
隣
の
区
に
あ
り
、
動
員
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。
現
在
の
方
式

で
韓
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
が
ペ
ア
を
務
め
て
く
れ
る
場
合
、
近
隣
の
学
校
な
れ
ば

こ
そ
、
の
動
員
力
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
今
回
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

②
　
ま
た
昨
年
と
は

「交
流
会
」
の
密
度
が
違
い
ま
し
た
。
日
本
の
誰
が
交
流

会
で

「座
布
団
取
リ
ゲ
ー
ム
」
を
考
え
つ
く
で
し
ょ
う
か
。
盛
り
上
が
り
、
密

着
で
き
ま
し
た
な
、
諸
君
。

③
　
い
ち
ば
ん
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
の
生
徒
さ
ん

が
空
港
ま
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
こ
と
。
空
港
で
の
涙
の
別
れ
な
ん
て
、
ハ

イ
テ
ィ
ー
ン
の
と
き
、
そ
ん
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
経
験
を
し
や
が
っ
て
、
ホ
ン
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卜
羨
ま
し
い
。

④
　
本
番
後
の
夕
食
会
も
楽
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
美
味
し
か
っ
た
で
し
よ
う
。

焼
肉
は
焼
肉
で
も
、
サ
ム
ギ

ョ
プ
サ
ル

（
豚
の
三
枚
肉

）
で
し
た
。
店
は
昨
年

と
同
じ
場
所
な
の
で
す
が
、
昨
年
と
は
オ
ー
ナ
ー
が
違
う
そ
う
。
早
い
話
、
昨

年
の
店
は
つ
ぶ
れ
、
同
じ
形
態
で
別
の
店
に
な
っ
て
る
そ
う
で
す
。

⑤
　
最
終
日
に
バ
ス
で
行

っ
た
見
学
先
は

「南
山
ハ
ノ
ン
村

（
ナ
ム
サ
ン
ハ
ノ

ン
マ
ウ
ル
）
」
。
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
も
よ
く
載

っ
て
い
る
名
観
光
地
で
し
た
。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
な
ど
、
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

⑥
　
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
が
や

っ
て
い
た
芝
居
は
、
『カ
ー
ペ
デ
ィ
エ
ム
』
。
日
本
で

も
ロ
ビ
ン
・ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
主
演
で
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画

『
い
ま
を
生
き
る
』
の
、

韓
国
翻
案
劇
で
し
た
。
ど

っ
か
で
観
た
こ
と
あ
る
な
、
と
思
っ
て
い
て
、
途
中

で
分
か
り
ま
し
た
。
主
役
の
先
生
は
チ
ョ
ン

・
ダ
ジ
ョ
ン
さ
ん

（
最
後
ま
で
秋

元
と
ゲ
ー
ム
の
優
勝
を
競
う
て
い
た
背
の
高
い
子

）
が
演
じ
て
い
ま
し
た
。

⑦
　
金
大
中
元
大
統
領
の
お
か
げ
で
、
日
本
の
文
化
が
開
放
さ
れ
た
部
分
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
氏
の
業
績
に
は
深
く
感
謝
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
街
な
か
に
追
悼
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
思
わ
ず
居
住
ま
い
を
正
し

た
も
の
で
す
。

③
　
交
流
会
で
彼
女
た
ち
が
歌

っ
て
く
れ
た
日
本

の
歌
は
な
ん
だ

っ
た
の
で

し
ょ
う
か
ね
。
分
か
り
ま
せ
ん
。

⑨
　
湯
船
に
つ
か
れ
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
し
た
ね
。
で
も
、
も
と
も
と
あ
ま

り
湿
気
の
高
く
な
い
韓
国
で
は
そ
ん
な
も
ん
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

⑩
　
物
事
は
す
べ
て
ペ
ー
ス
配
分
で
す
。
僕
も
最
初
か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
高
く
、

行
き
の
飛
行
機
で
乗
り
合
わ
せ
た
韓
国
の
女
性

二
人
組
と
必
死
に
韓
国
語

で
会
話
し
て
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
す
ご
く
い
い
勉
強
に
な

っ
た
の
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
諸
君
に
注
意
し
て
ば
か
り
も
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
途
中
で
や
ば
い
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
止
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
う
―
ん
、
韓
国
人
は
人
な
つ
っ
こ
い
。

①
　
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
の

『約
束
』
を
日
本
語
訳
し
て
僕
の
所
属
す
る
雑
誌

「季

刊
高
校
演
劇
」
二
〇
〇
号
に
掲
載
。
手
渡
し
ま
し
た
。

⑫
　
み
ん
な
の
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
、
金
髪
で
お
し
ゃ
れ
な
韓
国
演
劇
協
会

の

キ
ム

・
ジ
ョ
ン
ス
ン
さ
ん
は
、
ウ
チ
を
し
き
り
に
面
白
い
芝
居
だ
、
と
ほ
め
て

く
れ
て
ま
し
た
。

⑬
　
通
訳
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。
僕

の
隣
に
つ
い
て
い
た
パ
ク

・
チ
ョ
ル
ウ
ン

（
朴
哲
雄

）
さ
ん
は
ソ
ウ
ル
エ
科
大

学
の
学
生
さ
ん
で
す
が
、　
一
年
間
埼
玉
に
い
た
そ
う
で
す
。

【
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
用
に
書

い
た
文
章
】

「演
劇
部
ソ
ウ
ル
遠
征
」

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
「明
日
に
架
け
る
橋

」
が
流
れ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
が
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
に
な
る
。
し
だ
い
に
暗
転
。
明
か
り
が
点
く
と
役
者
た
ち
が
整
列
し
て

い
る
。
す
る
と
、
思

っ
て
も
み
な
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
た
だ
の
拍
手
で
は
な
い
。

韓
国
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て
僕
た
ち
を
た
た
え
て
く
れ
た
の
だ

っ

た
。
万
雷
の
拍
手
と
声
援
の
な
か
、
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
だ
。
部
長
の
藤
井
が

一

歩
前
に
出
る
。
静
ま
る
。
韓
国
語
で
あ
い
さ
つ
す
る
。
「チ
ョ
ン
マ
ル
、
キ
ッ
ポ

ヨ
。
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ

（
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

）
」
。

幕
が
降
り
始
め
、
ま
た
拍
手
と
歓
声
が
高
鳴
る
。

二
〇
〇
九
年
八
月
、
獨
協
高
校
演
劇
部
は
韓
国
に
遠
征
し
た
。
日
韓
の
高
校

演
劇
の
代
表
が

一
校
ず

つ
、
ソ
ウ
ル
の
劇
場
で
公
演
す
る

「日
韓
青
少
年
交
流

-30-



公
演
」
で
あ
る
。
主
催
す
る
社
団
法
人
韓
国
演
劇
協
会
か
ら
の
招
請
を
受
け
、

本
校
は
、
全
国
高
校
演
劇
協
議
会
の
名
誉
会
長
の
推
薦
に
よ
り
日
本
代
表
と
な
っ

た
。
都
内
随

一
の
男
子
校
演
劇
部
と
し
て
の
長
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
と
い

え
よ
う
。
と
は
い
え
、
ペ
ア
を
務
め
る
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
校
は
二
〇
〇
八

年
の
全
国
青
少
年
演
劇
祭
大
賞
校
。
早
い
話
が
、
高
校
演
劇
の
世
界
に
お
け
る

韓
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
な
の
だ
。

初
め
て
お
話
を
い
た
だ
い
た
と
き
か
ら
緊
張
し
て
い
た
。
ま
し
て
や
日
本
語

上
演
だ
。
字
幕
や
通
訳
が
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
非
常
に

不
安
も
あ
っ
た
。
ふ
だ
ん
も
自
分
た
ち
の
芝
居
の
面
白
さ
が
伝
わ
る
か
ど
う
か

悩
む
。
も
ち
ろ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
芝
居
を
つ
く

っ
て
い
る
僕
た
ち
は
自
分
た
ち

が
面
白
い
と
思

っ
て
何
か
月
も
か
け
て
準
備
し
ケ
イ
コ
し
、
本
番
の
日
を
迎
え

る
。
笑

っ
て
も
ら

っ
た
ら
嬉
し
い
。
拍
手
を
も
ら
っ
た
ら
天
ま
で
の
ぼ
る
気
持

ち
だ
。
そ
れ
が
今
回
は

「意
味
が
伝
わ
る
か
」
で
あ
る
。
い
き
な
リ
ハ
ー
ド
ル

は
グ
ン
と
上
が
る
。
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ
に

と
ま
ど
う
。
上
演
し
た
の
は
、
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

『恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
』
だ
。

文
化
祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
文
字
ど
お
り
体
を
張
る
生
徒
会
役
員
た
ち
の
話
。

彼
ら
は
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
プ

ロ
レ
ス
を
始
め
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
妨
害
、
ト
ラ

ブ
ル
。
舞
台
は
控
え
室
と
リ
ン
グ
上

へ
め
ま
ぐ
る
し
く
交
錯
す
る
。
ほ
ぼ
全
員
、

バ
ン
ツ

一
丁
の
リ
ン
グ

コ
ス
チ

ュ
ー
ム
に
な

っ
て
動
き
回
り
、
セ
リ
フ
を
叫
び

ま
く
る
。
伝
わ
る
か
ど
う
か
、
本
当
に
心
配
だ

っ
た
。

そ
れ
が
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
に
、
日
本
で
も
つ
い
ぞ
経
験
の
な
い
大
歓
声

で
あ
る
。
何
よ
り
幸
せ
を
か
み
し
め
た
。
そ
し
て
、
交
流
会
で
の
歌
と
踊
り
。

韓
国
の
女
子
高
生
が
し

っ
と
り
と
日
本
語
で
合
唱
。
本
校
は

「嵐
」
の
歌
と
ダ

ン
ス
で
お
返
し
を
。
女
子
高
生
の
黄
色
い
声
。
そ
し
て
椅
子
取
り
な
ら
ぬ

「座

布
団
取
リ
ゲ
ー
ム
」
で
よ
り
親
し
く
な

っ
た
あ
と
、
次
は
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
。

獨
協
生
と
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
の
生
徒
が
仲
良
く
食
卓
を
囲
ん
で
い
る
。
見

る
と
片
言
の
英
語
で
交
流
し
て
い
る
。
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
の
生
徒
た
ち
は

と
て
も
可
愛
ら
し
い
。
も
と
も
と
正
月
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ド
ラ
マ
フ
ェ
ス
タ

（
東

京
私
立
中
高
演
劇
発
表
会

）
で
来
日
を
果
た
し
て
い
る
。
感
動
的
な
上
演
で
あ

っ

た
。
僕
た
ち
は
日
本
側
の
代
表
と
し
て
お
世
話
を
し
て
お
り
、
そ
の
と
き
の
こ

と
を
多
く
の
生
徒
が
覚
え
て
く
れ
て
い
た
。
少
し
前
か
ら
韓
国
語
の
勉
強
を
し

て
い
る
僕
は
、
そ
の
成
果
を
試
し
て
み
た
。
な
か
な
か
通
じ
な
い
。
英
語
に
な

っ

た
り
、
彼
女
た
ち
が
日
本
語
に
な

っ
て
く
れ
る
。
あ
る
本
に
、
こ
う
あ

っ
た
。

「外

国
語
が
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
小
鳥
の
さ
さ

や
き
の
意
味
を
知
る
こ
と
だ
」
と
。
彼
女
た
ち
は
、
小
鳥
で
は
な
い
。
い
わ
ば
、

天
使
の
よ
う
に
可
愛
ら
し
い
。
そ
う
、
天
使
の
よ
う
な
彼
女
た
ち
と
、
天
使
の

園
で
交
流
を
し
た
よ
う
に
感
じ
た
。

帰
り
の
金
浦

（
キ
ン
ポ

）
空
港
。
彼
女
た
ち
は
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
。
唐

突
に
催
さ
れ
た
別
れ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
。
国
際
空
港
。
デ

ィ
パ
ー
チ
ャ
ー
。
涙
で

手
を
振
る
彼
女
た
ち
。
な
ん
て
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
の
だ
ろ
う
、
と
改
め
て
幸
せ

を
か
み
し
め
た
。

も
と
も
と

「近
く
て
遠
い
」
と
さ
れ
て
い
た
日
韓
。
ど
ん
な
不
幸
な
過
去
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
彼
ら
彼
女
ら
の
気
持
ち
が
触
れ
合
う
か
ぎ
り
、

「近
く
て
近

い
」
関
係
に
育

っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
雄
大
な
ア
ジ
ア
の
大
陸
に
、

本
校
の
名
を
刻
ん
で
き
た
こ
と
を
心
の
底
か
ら
実
感
で
き
た
、
す
ば
ら
し
い
体

験
と
な

っ
た
。
な
に
も
演
劇
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
種
が
、

ど
ん
な
形
で
あ
れ
、
花
開
き
、
実
を
結
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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【上
演
後
に
同
窓
会
報
用
に
書
い
た
文
章
】

「演
劇
部
、
韓
国

へ
！
」

演
劇
部
は
韓
国
ソ
ウ
ル
に
遠
征
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
キ
ム
チ
を
食
べ
に
行
っ

た
ワ
ケ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
獨
協
の
芝
居
を
見
せ
に
行

っ
た
の
で
す
。
勝
手
に

行

っ
た
ワ
ケ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
韓
国
演
劇
協
会
か
ら
ご
招
請
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
韓
両
国
か
ら

一
校
ず

つ
代
表
を
出
し
、
プ

ロ
の
使
う
劇
場
で
対
決
さ

せ
よ
う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
。
費
用
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
同
窓
会

の
皆
様
か
ら
も
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
渡
航
費
の

一
部
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
な
ぜ
ウ
チ
の
演
劇
部
は
韓
国
に
行
け
た
の
で
し
よ
う
か
。
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。
イ
チ
ロ
ー
の
話
か
ら
ま
い
り
ま
し
よ
う
。
た
ま
に
私
が
そ
う
切
り
出

す
と
、
何
人
か
は

「お
や
？
」
と
い
う
顔
に
な
り
ま
す
。
い
え
い
え
、
教
師
だ

か
ら

っ
て
、
い
つ
も
受
験
の
話
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

一
浪
。
も

ち
ろ
ん
私
が
言
い
た
い
の
は
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
。
メ
ジ
ャ
ー
新
記
録
の

９
年
連
続
２
０
０
安
打
。
素
晴
ら
し
い
。
特
に
、
彼
が
な
し
と
げ
た

「価
値
観

の
転
換
」
が
ま
た
素
晴
ら
し
い
。
そ
う
思

っ
て
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
バ

ッ
タ
ー

を
測
る
最
大
の
基
準
は
打
率
で
し
た
。
３
割
、　
一
流
打
者
の
あ
か
し
。
そ
し
て

夢
の
４
割

へ
。
し
か
し
イ
チ
ロ
ー
は
ひ
た
す
ら
ヒ
ッ
ト
の
数
に
固
執
し
て
き
ま

し
た
。

つ
ま
り
、
「割
り
算
か
ら
足
し
算

へ
」
好
打
者
と
し
て
の
価
値
を
転
換
さ

せ
た
の
で
す
。

大
会
で
は
、
高
校
演
劇
で
す
か
ら

「高
校
生
的
」
「青
少
年
的
」

「教
訓
的
」

な
作
品
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
ウ
チ
は

一
貫
し
て
そ
う
い
っ
た
風
潮
に
あ

ら
が
う
作
品
ば
か
り
作

っ
て
き
ま
し
た
。
「面
白
い
」
「笑
え
る
」
「カ
ツ
コ
い
い
」
。

そ
れ
ば
か
り
で
し
た
。
こ
の
少
年
ジ
ャ
ン
プ
み
た
い
な
三
要
素
な
く
し
て
、
中

高
生
の
心
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
観
客
だ
け
で
な
く
、
部
員
の
、
で
す
。

ま
ず
入
部
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
「真
面
目
な
」
「テ
ー
マ
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
」

「ド
ラ
マ
と
し
て
ま
と
ま

っ
て
い
る
」
演
劇
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
高
校
演
劇
の
世
界
で
は
異
端
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
人
気
だ
け
は
バ
ツ
グ
ン
。

本
校
の
上
演
に
な
る
と
、
特
に
女
子
高
生
が
熱
狂
的
に
観
客
席
に
押
し
寄
せ
る
、

そ
れ
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は

（
上
位
の
）
大
会
出
場
と
い
う
結
果

よ
り
も
、
い
か
に
そ
の
場
の
お
客
さ
ん
を
笑
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

プ

ロ
セ
ス
や
手
段
に
重
き
を
置
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
「手
段
の
た
め
に
は
結
果

を
選
ば
な
い
」
。
逆
の
よ
う
で
す
が
、
獨
協
演
劇
の
真
理
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
以
前
、

沖
縄
全
国
大
会
に
出
場
し
た
と
き
の
よ
う
な
結
果
も
欲
し
い
の
で
す
が
、
そ
れ

は
二
の
次
。
ま
ず
は
笑
い
を
。
そ
ん
な
繰
り
返
し
の
中
、
…
…
パ
カ
ラ
ッ
パ
カ

ラ
ッ
、
お

っ
、
遠
く
か
ら
、
ひ
ず
め
の
音
。
ヒ

ュ
ン
、
ス
タ
ツ
。
全
国
高
校
演

劇
協
議
会
の
名
誉
会
長
さ
ん
か
ら
推
薦
の
自
羽
の
矢
が
立

っ
た
と
い
う
ワ
ケ
な

の
で
す
。
転
換
し
た
価
値
が
こ
ん
な
指
令
を
生
み
ま
し
た
。
指
令

「韓
国
人
を

笑
わ
せ
て
こ
い
」
。

か
く
し
て
二
〇
〇
九
年
八
月
、
ソ
ウ
ル
市
九
老

（
ク
ロ
）
区
の
九
老
ア
ー
ト

パ
レ
ー
芸
術
劇
場
で
上
演
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

『
恐

怖
の
ズ
ン
ド
コ
』
。
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
プ
ロ
レ
ス
を
始
め
る
貧
弱

な
肉
体
の
男
た
ち
の
話
で
す
。
日
本
語
上
演
で
ハ
ン
グ
ル
の
説
明
は
パ
ン
フ
レ
ツ

ト
に
少
し
あ
る
だ
け
。
そ
れ
で
も
、
韓
国
の
女
子
高
生
を
中
心
と
し
た
お
客
さ

ん
は
と
て
も
好
意
的
で
し
た
。
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
は
大
歓
声
に
大
拍
手
。
場

内
の
熱
気
を
ど
う
お
伝
え
し
ま
し
よ
う
。
ま
あ
、
５
打
数
２
安
打
１
盗
塁
。
猛

打
賞
は
か
な
わ
ぬ
も
の
の
マ
ル
チ
ヒ
ツ
ト
は
か

っ
飛
ば
し
、
快
速
も
披
露
し
た
っ

て
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
名
を
、
大
陸
に
刻
み
つ
け
て
ま
い

-32-



り
ま
し
た
。
そ
の
確
信
は
十
分
あ
り
ま
す
。
皆
様
、
ご
支
援
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【韓
国
と
の
交
流

へ
】

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
僕
は
韓
国
映
画
が
大
好
き
だ
。
こ
れ
ほ
ど
好
き
に
な

っ

た
も
の
は
な
い
。
も
と
も
と
映
画
好
き
な
の
だ
が
、
こ
こ
何
年
か
の
韓
国
映
画

の
充
実
ぶ
り
は
も
の
す
ご
い
。
自
分
で
つ
く
る
作
品
は
け

っ
こ
う
軽
い
、
笑
い

の
追
及
が
テ
ー
マ
な
の
だ
が
、
映
画
鑑
賞
で
味
わ
う
も
の
は
重
い
。
日
本
に
大

島
渚
と
い
う
尊
敬
す
る
映
画
監
督
が
い
る
。
こ
の
人
の
作
品
に
は
、
と
に
か
く
、

一
生
、
人
生
の
中
で
反
劉
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
素
晴
ら
し
い
シ
ー
ン
が
必
ず
あ
る
。

僕
に
と

っ
て
生
涯
最
高
の

「戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」
で
も
、
も
っ
と
初

期
の
作
品
群
に
も
、
す
べ
て
に
必
ず
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
役
の
日
本
映
画
に

は
な
い
。
テ
レ
ビ
の
作
り
出
し
た
分
か
り
や
す
い
作
品
を
映
画
館
と
い
う
空
間

で
流
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
作
品
が
あ
ま
り
に
も
多
い
の
だ
。

韓
国
映
画
は
違
う
。
こ
こ
数
年
で
、
百
本
以
上
。
「シ
ュ
リ
」
以
降
、
今
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
日
本
公
開
さ
れ
た
作
品
は
す
べ
て
観
た
。
多
く
に
魅
了
さ
れ
た
。

「グ
エ
ム
ル
」
の
雪
の
自
は
、
憤
り
と
と
も
に
、
生
涯
絶
対
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

「光
州
５
。
１
８
」
の
記
念
写
真
。
「サ
マ
リ
ア
」

の
十
字
架
。

「オ
ア
シ
ス
」
の

木
は
似
た
か
た
ち
を
目
に
す
る
た
び
に
心
に
響
く
。
「ひ
ま
わ
り
」
以
降
、
こ
の

花
を
普
通
に
見
ら
れ
な
い
。
「Ｊ
Ｓ
Ａ
」
「ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
・キ
ャ
ン
デ
ィ
」
「ス
カ
ー

レ
ツ
ト

・
レ
タ
ー
」

「映
画
は
映
画
だ
」

「チ
ェ
イ
サ
ー
」
。
素
晴
ら
し
い
作
品
名

を
書
き
上
げ
る
だ
け
で
、
僕
は
何
か
取
り
落
と
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
。

や
っ
て
し
ま

っ
た
人
生
の
記
憶
と
、
や
ら
な
か

っ
た
人
生
の
失
念
が
、
銀
幕

に
映
し
出
さ
れ
た
瞬
間
、
僕
は
身
を
す
く
め
、
立
ち

つ
く
す
。
す
ば
ら
し
い
。

一
度
か
ぎ
り
の
経
験
が
、　
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
に
な
る
。
そ
ん
な
快
感
。

映
画
と
演
劇
。
こ
れ
か
ら
も
劇
場
で
、
韓
国
の
素
晴
ら
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
歩
ん
で
い
き
た
い
。
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「恐
怖
の
ズ
ン
ド
コ
」
上
演
風
景
。
左
か
ら
梅
津
、
末
次
、

山
口
、
長
澤
、
藤
井
、
斎
藤
、
若
林
。

交
流
会
に
て
。
ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
校
の
背
中
に
は

　

ヨ
ン
ド
ウ
ン
ポ
女
子
高
校
な
ら
び
に
関
係
者
と
記
念
写
真

ニ
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ク
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教
育
実
践
報
告

一　

問
題
と
目
的

国
語
科
表
現
は
、
本
校
に
お
い
て
中
学
校
第
二
学
年
に
設
定
さ
れ
て
い
る
科

日
で
あ
る
。
当
該
科
目
で
は
ま
ず
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
や
接
続
詞
の
用
い
方

に
始
ま
る
文
章
表
現
の
基
礎
を
学
び
、
次
に
、
様
々
な
種
類
の
文
章
表
現
を
試

み
る
こ
と
で
多
彩
な
表
現
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
年
度
初
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
書
く
こ
と
に
対
す
る
苦
手
意
識
は

強
く

（二
十
人
中
十
七
人
が
嫌
い
も
し
く
は
苦
手
と
回
答
）
、
授
業
場
面
に
お
い

て
も
度
々
課
題
に
対
し
て
苦
痛
や
困
難
さ
を
示
す
生
徒
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特

に
、
自
ら
の
意
見
を
論
理
的
に
説
明
す
る
文
章
を
構
成
す
る
こ
と
に
は
、
非
常

に
困
難
を
感
じ
て
い
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
高
等
学
校
へ
進
む
生
徒
た
ち
の
苦
手
意
識
を
少
し
で
も
払
拭
し
た
い
と
い
う

目
標
を
立
て
、
方
策
を
検
討
し
た
。

ま
た
、
方
策
検
討
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
年
度
版
中
学
校
学
習
指
導
要
領
を

参
照
す
る
と
次
の
よ
う
な
指
導
事
項
が
示
さ
れ
て
い
た
。
第
二
学
年
内
容
の

「書

国
語
科

「表
現
」
で
文
章
を
論
理
的
に
書
く
力
を
育
成
す
る
試
み

―
相
手
意
識
に
着
目
す
る
こ
と
か
ら
―

国
語
科

（講
師
）

今

井

俊

宏

・
三

輪

彩

子

く
こ
と
」
の
項
目
で
あ
る
。
「論
理
の
展
開
を
工
夫
し
、
資
料
を
適
切
に
引
用
す

る
な
ど
し
て
、
説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
く
こ
と
」
。
こ
こ
で
、
「説
得
力
の
あ
る
」

に
注
目
し
た
い
。
説
得
す
る
と
は
、
対
人
行
為
で
あ
る
。
書
き
手
が
自
己
完
結

し
て
い
て
は
、
読
み
手
を
説
得
す
る
こ
と
に
は
至
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
実
際
に

文
章
の
宛
先
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
文
章
を
論
理
的
に
展
開
す
る
意
識
を
喚

起
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

以
上
の
問
題
と
目
的
よ
り
、

「書
く
こ
と
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
よ
う
」
と
い
う

課
題
を
設
定
し
取
り
組
ん
だ
。
本
稿
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
の

一
端
を
紹
介
し
、

そ
の
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。
し
か
し
、
本
実
践
は
様
々

な
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て
お
り
、
本
稿
執
筆
中
も
実
践
の
途
中

段
階
に
あ
る
。
ゆ
え
に
、
実
践
の
後
半
は
、
今
後
の
展
望
と
す
る
こ
と
を
お
許

し
願
い
た
い
。
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二
　
学
習
指
導
の
展
開

（全
８
時
間
）

三
　
練
習
課
題
を
め
ぐ

っ
て

は
じ
め
に
、
論
理
的
な
文
章
の
構
成
に
つ
い
て
提
示
し
た
い
。
論
理
的
な
文

章
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
郡
司
博
子
氏
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

①
　
予
想
や
想
像
で
は
な
く
確
か
に
起
こ
っ
た
事
実
で
あ
る
こ
と
。

4 3 時

○
本
課
題
で
の
文
章
の

型
を
理
解
す
る
。

○
原
子
力
発
電
所
に
関

す

る
資
料

を
ま
と
め

る
。

○
練
習
課
題
文
章
の
完

成
と
推
敲
。

○
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
推

敲
す
る
。

○
作
成
し
た
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
参
考
に
、
原

稿
用
紙
を
用
い
て
文
章

化
す
る
。

○
課
題
に

つ
い
て
理

解
す
る
。

○
論
理
的
な
文
章
の
特

徴
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

○
練
習
課
題
の
パ
ラ
グ

ラ
フ
を
作
成
す
る
。

学
習
活
動

・
ネ
ツ
ト
上
の
資
料
を

含
め
、
そ
の
出
典
を
明

記
さ
せ
る
。

・
誤
字
脱
字
を
含
め
、

推
敲
を
き
ち
ん
と
行
う

習
慣
を
付
け
さ
せ
る
。

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
内

容
が
文
章
化
で
き
る
物

か
否
か
に
つ
い
て
検
討

さ
せ
る
。

・
原
稿
用
紙
の
使
い
方

を
確
認
さ
せ
る
。

。
文

章

に
は
様

々
な

ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
、
興
味
を
喚

起
す
る
よ
う
に
す
る
。

・
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
意
見

を
説
明
し
、
短
文
で
書

け

る
よ
う
に
指
導

す

る
。

留
意
点

☆
本
課
題
で
用
い
る
文

章
の
型
に
つ
い
て
理
解

が
で
き
て
い
る
か
。

☆
完
成
し
た
文
章
を
き

ち
ん
と
推
敲
で
き
て
い

る
か
。

☆
パ
ラ
グ
ラ
フ
内
容
を

文
章
と
し
て
適
切
に
つ

な
ぎ
、
論
理
的
文
章
が

書
け
て
い
る
か
。

☆
パ
ラ
グ
ラ
フ
作
成
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
お
い

て
、

論
理
的

文

章

の

特
徴
を
理
解
し
て
い
る

，ρ

評
価
の
基
準

8 7 6 5

○
ク
ラ
ス
で
ま
と
め
た

反
論
を
参
考
に
、
再
度

論
理
的
文
章
を
作
成
す

る
。

○
逆
の
立
場
か
ら
書
い

た
ク
ラ
ス
の
文
章
を
読

み
、
検
討
す
る
。

○
文
章
を
推
敲
す
る
。

○
互
い
の
文
章
を
読
み

合
い
、
自
分
の
文
章
の

練
り
上
げ
に
使
用
で
き

る
情
報
を
書
く
。

○
資
料
を
参
考
に
論
理

的
な
文
章
を
作
成
す

る
。

。
相
手
意
識
を
持

っ
て
、

建
設
的
な
反
論
を
含
め

た
主
張
に
な
る
よ
う
に

す
る
。

・
ク
ラ
ス
で
意
見
を
共

有
し
、
反
論
を
す
る
た

め
の
下
地
を
作
る
よ
う

に
す
る
。

・
３
分
ご
と
に
１
本
の

文
章
を
読
み
、
１
人
５

～
６
本
を
読
め
る
よ
う

に
す
る
。

。
自
ら
パ
ラ
グ
ラ
フ
を

意
識
し
、
文
章
の
型
に

合
わ
せ
て
論
を
展
開
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

☆
論
理
的
な
文
章
が
完

成
し
て
い
る
か
。

☆
逆
の
立
場
の
意
見
に

対
し
て
、
建
設
的
な
反

論
が
で
き
て
い
る
か
。

☆

説
得
力
の
あ
る
表

現
に
つ
い
て
、
言
及
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

☆
論
の
展
開
が
自
然
に

運
べ
て
い
る
か
。
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＊

「ら
し
い
」
「よ
う
だ
」
な
ど
の
曖
味
表
現
を
避
け
る
。
（確
か
さ
）

②
　
意
見
と
明
確
な
関
連
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（妥
当
性
）

③
　
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
、
ま
た
は
、
だ
れ
も
が
知
っ
て
い

る
よ
う
な
客
観
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
（客
観
性
）

④
　
だ
れ
で
も
同
じ
よ
う
に
判
断
で
き
る
具
体
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。

（具
体
性
）

以
上
の
観
点
を
生
徒
に
提
示
し
、
本
課
題
に
入
る
準
備
段
階
と
し
て
の
課
題

を
設
定
し
た
。

【
課
題
】

「中
学
の
入
学
祝
い
を
親
戚
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
な
た
は
お
礼
の
気

持
ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
の
手
段
と
し
て
は
、
電
話
が
良
い
と

思
い
ま
す
か
？
手
紙
が
良
い
と
思
い
ま
す
か
？
ど
ち
ら
か

一
方
に
立
場
を
決
め

て
論
じ
な
さ
い
」

こ
の
課
題
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
作
文
の
型
を
示
し
た
。

①
　
立
場

の
明
示
と
問
題
意
識

（争
点
）

の
焦
点
化
。

②
　
①

の
意
見

を
述

べ
る
理
由
と
具
体
例

の
提
示
。

（理
由
は
二
点
あ
げ

る
）

③
　
理
由

の
総
括

④
　
結
論

こ
れ
を
五
つ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
と
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ラ
グ

ラ
フ
の
要
旨
を
書
く
活
動
を
行

っ
た
後
、
原
稿
用
紙
に
文
章
を
組
み
立
て
た
。

授
業
者
ら
の
推
測
は
、
平
易
な
課
題
で
あ
リ
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
設
定
も
し
て
い
る

た
め
、
さ
ほ
ど
混
乱
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

様
々
な
問
題
が
パ
ラ
グ
ラ
フ
ヘ
の
書
き
込
み
段
階
か
ら
生
じ
た
。
次
に
、
生
じ

た
問
題
点
を
整
理
す
る
。

①
　
立
場
を
明
確
に
せ
ず
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
い
う
立
場
で
書
き
始
め
る
。

ま
た
、
問
題
を
焦
点
化
で
き
ず
、
い
く
つ
も
の
論
点
を
混
在
さ
せ
て
論

を
進
め
よ
う
と
す
る
。

②
　
理
由
を
書
く
際
に
、
①
で
述
べ
た
意
見
と
は
関
係
の
な
い
文
脈
か
ら
理

由
を
述
べ
る
。
ま
た
、
具
体
例
に
至

っ
て
、
主
観
と
客
観
の
パ
ラ
ン
ス

が
極
端
に
崩
れ
、
個
別
の
事
情
に
依
る
具
体
例
を
説
明
も
な
し
に
書
く
。

③
　
②
で
二
点
あ
げ
た
理
由
の
片
方
の
み
で
総
括
を
行
う
。
ま
た
、
②
で
述

べ
て
い
な
い
理
由
を
新
た
に
あ
げ
て
い
る
た
め
、
総
括
と
な
っ
て
い
な

④
　
結
論
に
至
っ
て
、
①
の
立
場
と
異
な
っ
た
事
柄
を
書
く
。
①
か
ら
③
で

書
い
た
内
容
を
無
視
し
た
結
論
を
書
く
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
授
業
者
ら
は
適
宜
指

導
を
行

っ
た
が
、
単
純
な
説
明
不
足
や
理
解
不
足
と
し
て
片
付
け
る
こ
と
は
適

切
で
な
い
と
い
う
感
覚
を
抱
い
た
。

そ
こ
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
混
乱
が
生
じ
た
の
か
に
つ
い
て
授
業
者
ら
な
り
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の
考
察
を
試
み
た
。
考
え
ら
れ
る
要
因
と
し
て
、
四
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

第

一
に
、
課
題
に
対
す
る
生
徒
の
意
欲
の
低
さ
で
あ
る
。
授
業
者
ら
は
、
準

備
段
階
で
あ
る
た
め
な
る
べ
く
平
易
な
課
題
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
平
易
な
課
題
で
あ
っ
た
た
め
に
生
徒
の
探
究
心
を
削
い
で
し
ま
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
吉
田
裕
久
氏
が
国
語
科
授
業
の
改
善

・

充
実
を
目
指
し
て
と
い
う
論
考
で

「授
業
を
観
察
し
て
い
て
、
中
。高
生
の
場
合
、

「易
し
さ
」
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

意
味
で
言
え
ば
、
多
少
苦
し
く
て
も
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
学
び
が
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

第
二
に
、
課
題
の
平
易
さ
に
甘
ん
じ
て
、
書
く
た
め
の
材
料
を
十
分
に
準
備

し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
中
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
様
々

を
活
用
し
て
即
興
的
に
書
く
と
い
う
能
力
は
重
要
で
あ
る
。
だ
が
、
論
理
的
な

文
章
を
書
く
た
め
の
構
成
を
学
び
の
中
心
に
置
い
た
場
合
、
材
料
が
乏
し
く
て

は
無
理
な
理
由
づ
け
や
論
理
展
開
を
招
く
だ
け
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
課
題
か
ら

自
ら
の
問
題
意
識

へ
と
焦
点
化
し
た
場
合
、
よ
り
詳
細
な
知
識
の
必
要
性
が
生

じ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
至
り
、
方
向
転
換
を
し
よ
う
と
し
て
も
新
た
な
知
識
不

足
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
な
ど
し
て
、
意
欲
の
低
下
を
招
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

た
。第

二
に
、
書
き
手
で
あ
る
生
徒
の
相
手
意
識
の
低
さ
が
う
か
が
え
た
。
問
題

と
目
的
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
授
業
者
ら
は
相
手
意
識
と
い
う
こ
と
に
着
眼
し

て
い
た
。
し
か
し
、
授
業
場
面
で
は

「自
分
が
取
っ
た
立
場
と
逆
の
立
場
の
人

を
説
得
で
き
る
よ
う
に
書
こ
う
」
と
い
う
よ
う
な
相
手
設
定
に
留
ま
っ
て
お
り
、

具
体
的
な
相
手
意
識
を
持
つ
に
至
ら
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

最
後
に
結
論
を
ひ
っ
く
り
返
す
な
ど
、
自
ら
の
心
中
で
の
自
問
自
答
形
式
に
よ

る
文
章
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
四
に
、
書
く
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
作
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
授
業
者
ら
は
、
本
校
に
勤
務
し
て
二
年
目

で
あ
り
、
二
十
代
と
い
う
年
齢
も
手
伝

っ
て
か
生
徒
と
の
距
離
が
近
い
。
授
業

中
に
も
こ
ま
め
に
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
。
ま
た
、
三
輸
ク
ラ

ス
は
生
徒
が
書
く
内
容
に
つ
い
て
相
互
に
相
談
し
て
も
よ
い
時
間
も
設
け
て
い

た
。
授
業
者
ら
と
し
て
は
、
生
徒
が
相
互
補
完
的
な
意
見
交
換
を
行
い
、
授
業

者
ら
は
細
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
指
導
や
つ
ま
ず
き
の
補
修
を
行
う
と
い
う
ス
タ

イ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
た
。
だ
が
、
生
徒
同
士
の
意
見
交
換
は
、

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
内
で
の
学
力
差
か
ら
く
る
力
関
係
が
反
映
さ
れ
、
学
力
上
位
の
者

へ
の

依
存
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
生
徒
同
士
が
有
効
に
結
び

つ
く
こ
と
が
で
き
ず
に
、

授
業
者
ら

へ
の
質
問
が
殺
到
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
書
く
と
い
う
学
習
行
為
は

個
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
足
場
を
失

っ
た
た
め
に
学
習
の
目
標
を
達
成
で
き

な
い
生
徒
が
存
在
し
た
。

四
　
本
課
題

「書
く
こ
と
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
し
よ
う
」

練
習
課
題
で
生
じ
た
問
題
を
少
し
で
も
克
服
す
る
た
め
、
本
課
題
の
指
導
法

や
活
動
を
見
直
し
た
。
個
々
の
問
題
を
検
討
す
る
ま
え
に
、
学
習
者
の
現
実
に

根
差
し
た
書
く
こ
と
の
指
導
に
必
要
な
事
柄
を
確
認
す
る
。
書
く
こ
と
の
授
業

構
想
に
お
い
て
特
に
配
慮
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
町
田
守
弘
氏
は
次
の
五
点
を

示
し
て
い
る
。
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①
　
書
く
こ
と
に
対
す
る
学
習
者
の
興
味

・
関
心
お
よ
び
意
欲
を
喚
起
す
る

こ

と

。

②
　
書
く
こ
と
の
効
果
的
な
教
材
を
発
掘
す
る
こ
と
。

③
　
学
習
者
を
円
滑
に
書
く
こ
と

へ
い
ざ
な
う
た
め
の
課
題
を
工
夫
す
る
こ

と

。

④
　
書
く
こ
と
の
具
体
的
な
場
所
を
設
定
す
る
こ
と
。

⑤
　
個
人
・グ
ル
ー
プ
・
ク
ラ
ス
の
各
レ
ベ
ル
に
お
い
て
学
習
を
展
開
し
、
「教

室
の
文
化
」
を
生
か
し
た
効
果
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
先
に
あ
げ
た
問
題
点
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
①
や
②
は
、

授
業
者
ら
に
と
っ
て
も
押
さ
え
て
い
る
と
考
え
て
い
た
事
柄
で
あ
っ
た
が
、
指

導
に
あ
た
り
、
何
度
も
基
本
事
項
を
考
え
な
お
す
こ
と
の
必
要
性
と
そ
の
深
さ

を
改
め
て
感
じ
た
。

（
一
）
生
徒
の
意
欲
を
支
え
る

練
習
課
題
に
よ
り
苦
手
意
識
を
再
認
識
し
て
し
ま
っ
た
生
徒
も
存
在
す
る
な

か
、
ど
の
よ
う
に
意
欲
を
支
え
て
い
く
の
か
を
検
討
し
た
。
日
新
し
い
課
題
や

生
徒
が
興
味
を
持
ち
や
す
い
課
題
を
設
定
す
る
こ
と
も

一
案
で
あ
る
が
、
練
習

課
題
の
問
題
を
観
察
す
る
限
り
、
初
め
は
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
生
徒
が

書
く
こ
と
に
つ
ま
ず
く
と
こ
ろ
か
ら
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
、
と
い
う
現
象
が
多

く
み
ら
れ
た
。
活
動
当
初
か
ら
、
書
か
な
い
と
い
う
生
徒

へ
の
対
応
も
合
わ
せ

て
考
え
た
い
。
書
か
な
い

。
書
け
な
い
生
徒
を
肯
定
的
に
と
ら
え
る
こ
と
か
ら

始
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
戸
田
裕
己
氏
が
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
視
点
か

ら
、
な
ぜ
書
く
こ
と

へ
の
抵
抗
感
が
生
じ

て
い
る
の
か
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い

る
。①

　
書
く
こ
と
が
浮
か
ば
な
い
。
無
理
矢
理
書
か
さ
れ
た
。
書
い
た
も
の
の

詳
細
な
部
分
に
わ
た
り
注
意
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
経
験
が
も
と
で
、

書
く
活
動
に
自
信
を
失

っ
た
。

②
　
原
稿
用
紙
何
枚
以
上
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漢
字
や
言
葉
遣
い
の

間
違
い
は
許
さ
れ
な
い
。
与
え
ら
れ
た
題
目
に
沿

っ
た
中
学
生
ら
し
い

内
容
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
暗
黙
の
制
約
が
過
敏
に
な
り
、
筆
が

進
ま
な
い
。

③
　
「書
く
活
動
＝
原
稿
用
紙
に
黙
々
と
文
字
を
書
く
こ
と
」
と
い
う
定
型
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
た
め
に
、
書
く
こ
と
は
苦
し
い
作
業
だ
と
い
う
先
入

観
に
支
配
さ
れ
、
発
想
の
広
が
り
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
こ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
と
め
、
練
習
段
階
で
の
問
題
点
と

合
わ
せ
て
三
点
の
対
策
を
講
じ
た
。

第

一
に
、
課
題
の
難
易
度
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
調
べ
る
と
い
う
活
動
を
採

り
入
れ
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
、
本
校
は
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
を
考
え
合
わ
せ
て
、
次
の
課
題
を
設
定
し
た
。

【課
題
】

「原
子
力
発
電
所
が
存
続
す
べ
き
で
あ
る
か
否
か
を
論
じ
な
さ
い
」
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第

二
に
、
書
く
材
料
を
集
め
る
こ
と
を
活
動
に
採
り
入
れ
、
そ
の
情
報
源
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
上
の
情
報
で
も
よ
い
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
情
報
源
を
明

記
す
る
こ
と
を
課
し
た
。
さ
ら
に
、
個
人
が
集
め
た
情
報
を

一
冊
に
ま
と
め
、

教
室
共
有
の
情
報
と
し
た
。
自
ら
の
情
報
が
他
者
と
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
意

欲
を
支
え
る
と
と
も
に
書
く
こ
と

へ
の
足
が
か
り
と
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ね

ら
い
が
あ
る
。

第
二
に
、
従
来
は
厳
格
に
決
め
て
い
た
書
く
た
め
の
規
定
を
緩
め
た
。
原
稿

用
紙
の
枚
数
や
誤
字
に
よ
る
減
点
を
気
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
論
理
的
に
文
章

を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
の
重
要
さ
を
説
明
し
、
分
量
は
そ
れ
に
よ

っ
て
自
然

に
付
い
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。

（
二
）
具
体
的
な
相
手
意
識
を
持

つ

宛
先
不
明
の
文
章
は
、
い
わ
ず
も
が
な
混
迷
を
極
め
や
す
い
。
我
々
大
人
が

文
章
を
書
く
場
合
、
た
と
え
宛
先
が
不
特
定
多
数
の
誰
か
な
ど
明
確
に
な
ら
な

い
場
合
で
も
、
あ
る
程
度
適
切
な
読
み
手
を
想
定
し
た
う
え
で
文
章
を
作
成
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
教
室
で
書
く
作
文
の
宛
先
は
、　
一
体
誰
で
あ
ろ

う
か
。
授
業
者
で
あ
る
教
師
が
想
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
思
う
が
、
あ

く
ま
で
評
価
者
と
し
て
の
読
み
手
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
も
し
、

多
く
の
生
徒
が
数
値
的
評
価
を
求
め
て
教
師
を
読
み
手
と
想
定
し
て
い
る
な
ら

ば
、
そ
こ
に
出
来
上
が
る
文
章
に
活
力
を
感
じ
る
こ
と
が
難
し
い
の
は
無
理
も

な
い
。
そ
こ
で
、
論
理
的
な
文
章
の
作
成
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
概
念
を
採
り
入
れ

る
試
み
を
行
っ
た
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
は
、
「あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
肯
定
側
と
否
定
側
と
に
分
か
れ

て
行
う
討
論
。
ジ
ャ
ツ
ジ
が
勝
ち
負
け
を
宣
す
る
こ
と
も
あ
る
」
（広
辞
苑
第
五

版
）
と
い
う
活
動
で
あ
る
。
多
く
の
実
践
例
で
は
、
ク
ラ
ス
を
ニ
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
司
会
者
を
立
て
て
話
す
こ
と
に
よ

っ
て
討
論
を
行
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
活
動
を
書
く
こ
と
で
行
お
う
と
い
う
試
み
が
本
実
践

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
論
理
的
な
文
章
の
宛
先
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
具
体

的
な
生
徒
同
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
話
す
こ
と
は
即
時
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
、

書
く
こ
と
で
行
わ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
。

ゆ
え
に
、
同
じ
教
室
に
い
る
生
徒
と
デ

ィ
ベ
ー
ト
相
手
と
し
て
共
通
の
知
識
か

ら
文
章
を
作
成
し
て
し
ま
う
と
、
討
論
が
成
立
し
な
い
。
こ
の
問
題
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
に
、
二
人
の
授
業
者
の
ク
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
デ

ィ
ベ
ー
ト
相
手

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
井
ク
ラ
ス
①

［
肯
定
派
］

今
井
ク
ラ
ス
②

［
肯
定
派
］

三
輪
ク
ラ
ス
①

［
否
定
派
］

三
輸
ク
ラ
ス
②

［
否
定
派
］

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
概
念
を
採
り
入
れ
た
こ
と
で
、
論
理
的
な
文
章
作
成
の
構
成

法
に
も
若
千
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
中
学
校
第
二
学
年
の
話
し
合

い
能
力
の
発
達
に
つ
い
て
田
中
智
生
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

小
学
校
高
学
年
～
中
学
校

一
年

相
手
意
識
を
持
っ
て
、
説
得
的
に
話
し
、
聞
く
。
（他
者
の
萌
芽
）

中
学
校
二
年
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自
分
と
は
違
う
立
場
の
人

（他
者
）
と
の
共
感
の
場
を
作
る
。

中
学
校
三
年

他
者
の
反
論
を
予
想
す
る
こ
と
で
、
説
得
や
合
意
形
成
が
多
重
化
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
二
学
年
に
お
い
て
は
反
論
の
予
想
が
可
能
で
あ
る
こ
と

が
推
測
で
き
た
。
そ
こ
で
、
練
習
問
題
で
使
用
し
た
文
章
作
成
の
型
に
修
正
を

加
え
次
の
よ
う
な
型
を
示
し
た
。

①
　
立
場
の
明
示
と
問
題
意
識

（争
点
）

の
焦
点
化
。

②
　
①

の
意
見
を
述

べ
る
理
由
と
具
体
例
の
提
示
。

（理
由
は
二
点
あ
げ
る
）

Ｇ
　
理
由
の
総
括

④
　
予
想
さ
れ
る
反
論

⑤
　
反
論
に
対
す
る
再
反
論

⑥
　
結
論

こ
れ
を
も
っ
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
練
習
課
題
時
と
同
様
の
手
続

き
で
文
章
を
作
成
し
た
。

（三
）
書

く

こ
と

の
足
場
を
作

る

デ
ィ
ベ
ー
ト
の
立
場
を
ク
ラ
ス
内
で
揃
え
た
こ
と
に
よ
り
、
書
く
た
め
の
材

料
に
つ
い
て
同
じ
見
地
か
ら
考
え
を
交
換
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
を

促
進
す
る
た
め
、
各
自
集
め
た
資
料
を

一
枚
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
活

動
を
行
っ
た
。
こ
の
時
に
、
資
料
の
交
換
や
互
い
の
参
照
を
奨
励
し
、
書
く
た

め
の
共
通
の
足
場
を
作
ろ
う
と
試
み
た
。
こ
こ
で
も
学
力
上
位
者

へ
の
依
存
が

懸
念
さ
れ
た
が
、
事
前
に
集
め
る
よ
う
指
示
し
た
資
料
で
あ
っ
た
た
め
回
避
さ

れ
た
。
こ
こ
で
、
三
輸
ク
ラ
ス
で
起
こ
っ
た
資
料
共
有
時
の
談
話
の

一
部
を
紹

介
し
た
い
。
こ
の
談
話
は
、
録
画
や
録
音
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
授
業
者

（三

輪
）
に
よ
る
そ
の
場
で
の
簡
単
な
筆
記
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、　
一
語

一
句

正
確
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。

Ｓｌ
　
は
、
こ
れ
面
白
く
な
い
？

Ｓｌ
　
ど
こ
で
見
つ
け
た
ん
？

Ｓ２
　
い
や
、
ネ
ッ
ト
…
。

Ｓｌ
　
お
い
、
Ｓ３
こ
れ
マ
ジ
お
も
し
れ
―
よ
。

Ｓ３
　
は
？
な
ん
だ

っ
て
、
聞
こ
え
ね
―
。

Ｓ３
　
先
生
、
席
を
移
動
し
て
も
い
い
で
す
か
？

Ｔ
　
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
、
そ
れ
な
ら
時
間
を
決
め
る
か
ら
今
は
待

っ
て
。

（席
移
動
後
、
複
数
の
生
徒
が
Ｓ２
の
机
に
集
ま
っ
た
）

＊
　
お
前
、
こ
れ
お
も
し
れ
―
じ
ゃ
ん
。

い
や
で
も
、
こ
れ
の
ソ
ー
ス
が
信
用
で
き
る
か
が
問
題
じ
ゃ
ね
？

Ｓ２
　
で
も
、
こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
っ
て
こ
と
だ
か
ら
…
。
ね
、
先
生
？

Ｔ
　
そ
う
だ
ね
、
こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
で
使
用
す
る
の
は
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
こ
れ
を
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
資
料
を
誰
か
持

っ
て
な

い
？
ち
ょ
っ
と
自
分
の
席
に
戻

っ
て
も
う

一
度
見
て
ご
ら
ん
。

（Ｓ
は
生
徒
番
号
で
あ
り
、
Ｔ
は
教
師
を
指
す
。
＊
は
不
特
定
な
数
人
の
発
話
を

示
す
。
）
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こ
こ
で
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
面
白
い
資
料
を
持
参
し
た
Ｓ２
は
、
こ
れ
ま
で

の
授
業
の
中
で
は
目
立
た
な
い
、
表
現
に
関
し
て
は
決
し
て
学
力
上
位
の
生
徒

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
各
自
資
料
を
集
め
る
と
い
う
作
業
の
中
で
意
外
な

資
料
を
見
つ
け
た
。
こ
れ
が
、
こ
こ
ま
で
か
な
り
固
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
ク
ラ
ス
内
の
依
存
関
係
を

一
時
瓦
解
し
た
。
ま
た
、
こ
の
出
来
事
以
降
、

学
力
上
位
の
生
徒
が
積
極
的
に
周
囲
の
情
報
に
日
配
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
積
極
的
な
動
き
が
も
た
ら
さ
れ
、　
一
時
間

の
取
り
組
み
の
中
で
多
く
の
生
徒
が
密
度
の
濃
い
情
報
を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
材
料
集
め
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
書
く
こ
と
を
個
々
の
内
に
閉
じ
込
め

な
い
こ
と
で
、
作
成
す
る
文
章
に
変
化
が
出
る
可
能
性
は
推
察
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
書
く
ス
キ
ル
の
獲
得
は
、
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ヘ
の
参
加
様
態
と
関
連
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
長
澤
貴

氏

・
牧
戸
章
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

書
く
こ
と
の
学
習
を

「
一
個
人
に

「閉
じ
た
」
」
も
の
か
ら
、
「個
人
を
取
り

巻
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
」
「個
人
を
取
り
巻
く
様
々
な
関
係
性
」
と
し

て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
教
室
で
書
く
と
い
う
活
動
を
支
え
る
た
め
に

一
つ
の
重
要
な
側
面

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（四
）
こ
こ
ま
で
の
本
課
題
実
践
の
総
括

現
在
、
作
成
し
た
文
章
を
ク
ラ
ス
間
で
読
み
合
い
、
検
討
す
る
段
階
に
あ
る
。

本
課
題
は
、
書
く
こ
と
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
概
念
を
採
り
入
れ
る
こ
と
で
、
他
者

を
説
得
す
る
論
理
的
な
文
章
を
作
成
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
練
習
段
階
か

ら
問
題
を
整
理
し
、
本
課
題
で
は
課
題
設
定
か
ら
見
直
し
を
行

っ
た
。
結
果
、

文
章
の
多
少
は
あ
る
が
欠
席
者
を
除
く
全
員
が
課
題
に
沿

っ
て
論
理
的
な
文
章

を
作
成
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、
練
習
課
題
で
見
ら
れ
た
問
題
は
緩
和
さ
れ
た
。

し
か
し
、
文
章
型
③
理
由
の
総
括
で
は
、
そ
れ
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
を
単
に
復

唱
し
、
総
括
と
い
う
ま
と
め
に
な
っ
て
い
な
い
文
章
が
多
く
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

予
想
さ
れ
る
反
論
に
対
す
る
再
反
論
で
は
、
自
ら
が
予
想
し
た
反
論
に
つ
い
て

再
反
論
せ
ず
、
別
の
肯
定

（否
定
）
理
由
を
持
ち
出
す
な
ど
、
有
効
な
反
論
が

で
き
て
い
な
い
場
合
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
誤
り
は
、
同
ク
ラ
ス
間
で
の
読

み
合
い
お
よ
び
異
ク
ラ
ス
の
文
章
を
読
み
、
検
討
す
る
こ
と
で
気
付
き
を
得
た

い
。
以
上
の
よ
う
に
、
問
題
が
完
全
に
解
消
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
相
手

意
識
の
明
確
化
は
論
点
間
に

一
貫
性
を
持

つ
こ
と
を
助
け
、
結
論
が
文
章
の
頭

と
終
わ
り
で
異
な
る
生
徒
は
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

つ
ま
り
、
論
理
的
な
文
章

作
成
の
初
歩
段
階
に
お
い
て
、
具
体
的
な
相
手
の
設
定
は
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。

（五
）
本
実
践

の
課
題

と
展
望

本
実
践
で
は
、
多
く
の
反
省
点
を
残
し
て
い
る
。
特
に
、
練
習
課
題
で
は
授

業
者
ら
も
模
索
状
態
に
あ
り
、
生
徒
の
反
応
を
見
る
こ
と
で
本
課
題
の
修
正
を

行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
授
業
実
践
に
は
起
こ
る
こ
と
か
も
し
れ

な
い
が
、
防
げ
た
混
乱
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
第

一
に
、
「書
く
こ
と
で
デ
ィ

ベ
ー
ト
を
し
よ
う
」
と
い
う
課
題
設
定
に
つ
い
て
で
あ
る
。
授
業
者
ら
の
狙
い

-44-



は
、
相
手
意
識
の
具
体
的
な
設
定
に
あ
っ
た
が
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
う
概
念
が

生
徒
の
中
に
希
薄
で
あ
っ
た
た
め
に
論
理
的
な
文
章
を
書
く
と
い
う
活
動
と
結

び
つ
き
に
く
い
環
境
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
う
概
念
を
整
理

し
、
そ
れ
が
書
く
と
い
う
活
動
と
ど
う
結
び
付
く
の
か
、
説
明
を
す
る
べ
き
で

あ

っ
た
。
第
二
に
、
模
範
文
の
提
示
を
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
授
業
者
ら

と
し
て
は
、
具
体
的
な
模
範
文
章
を
提
示
す
る
こ
と
で
生
徒
が
そ
の
内
容
に
と

ら
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
さ
ら

に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
、
文
章
課
題
の
設
定
で
あ
る
。

練
習
課
題

・
本
課
題
と
も
に
、
設
定
は
授
業
者
ら
が
行

っ
た
。
練
習
課
題
で
生

じ
た
問
題
は
前
述
し
た
が
、
本
課
題
の
設
定
に
お
い
て
も
生
徒
に
す
れ
ば
あ
ま

り
に
唐
突
な
内
容
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
感
情
論
を
避
け
る
た
め
に
、
敢

え
て
生
徒
の
身
近
な
問
題
を
避
け
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
今
後
十
分
な

議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
第
四
に
、
最
終
的
な
評
価
の
問
題
が
あ
る
。
本
実
践
は
、

時
間
数
の
都
合
も
あ
り
最
終
的
に
仕
上
が
っ
た
文
章
の
評
価
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

授
業
者
が
行
う
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
生
徒
間
に
設
定
し
た
相
手

意
識
の
意
味
が
喪
失
さ
れ
る
。
こ
の
点
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

本
実
践
の
段
階
で
は
、
文
章
の
型
の
説
明
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
作
成
に
時
間

を
割
き
、
ク
ラ
ス
で
意
見
を
練
り
上
げ
共
有
す
る
と
い
う
点
に
あ
ま
り
時
間
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
後
、
本
実
践
を
発
展
的
に
行

っ
て
い

く
に
あ
た
り
、
意
見
の
練
り
上
げ
の
部
分
に
話
し
合
い
を
取
り
入
れ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
客
観
的
に
相
手
の
意
見
に
反
論
す
る
こ
と
は
、
書
く
こ
と
で
は
行

え
て
も
話
す
こ
と
で
は
感
情
論
が
出
や
す
く
難
し
い
こ
と
が
多
々
見
受
け
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
書
い
た
も
の
を
下
地
に
、
論
理
的
に
話
し
合
う
力
を
育
成
す

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（六
）

お
わ
り

に

本
実
践
は
、
「表
現
」
指
導
を
担
当
し
て
二
年
目
の
授
業
者
ら
が
試
行
錯
誤
し

た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
未
熟
な
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
今
後
改
善
の

必
要
が
あ
る
実
践
の
紹
介
で
あ
る
こ
と
を
平
に
ご
容
赦
願
い
た
い
。

実
践
を
行
う
に
あ
た
り
、
「自
ら
の
力
で
考
え
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
だ
」
と

少
し
で
も
思
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
素
直
で
積
極
的
に
質
問

を
す
る
生
徒
た
ち
だ
が
、
時
に

「先
生
こ
れ
で
い
い
ん
で
す
か
？
」
と
自
ら
の

意
見
に
ま
で
追
認
を
求
め
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
「そ
れ
で

よ
い
の
か
自
分
で
考
え
て
ご
ら
ん
」
と
返
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
中
学
受
験
を

経
る
こ
と
で
多
く
の
知
識
を
吸
収
し
、
大
学
受
験
に
向
け
て
さ
ら
に
知
識
を
消

化
し
て
い
く
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
知
識
は
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
求
め
ら

れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
向
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
で
得
ら
れ

る
学
力
は
上
滑
り
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
多
く
の
時
間

を
学
校
で
の
学
習
に
費
や
す
生
徒
に
と
っ
て
、
非
常
な
苦
痛
に
す
ぎ
な
い
。
自

ら
を
表
現
す
る
手
段
を
獲
得
し
、
知
識
の
獲
得
を
楽
し
む
生
徒
を
育
て
る
た
め

に
、
「表
現
」
科
目
に
お
け
る
様
々
な
実
践
を
今
後
と
も
追
求
し
て
い
き
た
い
。
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考
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9.範疇的特性とは、文法上の決まりにおいて、あるものが正しく、あるものが誤りであると明確に

規定できるものをいう。例えば Can Iの後には動詞の原形が続くので、Can l borrow it?は 正

しいが、can l boHowing“ ?は誤りである。一方可変的特性とは、ことばにはいろいろな可

能性があり、どれが正しいとは決定できないが、場面によって一定の表現が好まれるというルー

ル で あ る 。 例 え ば Can l borrow批 ?Could l borrow it?I WaS WOnde五 ng r I COuld bOrrOW

it.は いずれも正しい英語表現であるが、実際に借りようしているものが鉛筆なのか車なのか、

借りようとしている相手が親しい友人なのか上司なのかなどの状況に応じて、ネイティブスピー

カーはこれらの表現を使い分けている。外国語を指導する場合、範疇的特性は指導しやすい

が、可変的特性はルールの曖昧さゆえに指導が難しい。また学習者をテス トなどで評価する場合

も、範疇的特性の計測に偏ってしまいがちである (JACET SLA SIG,2005)。 参加者の習得が

CASECの スコアに反映されなかった背景には、このようなこともあるのかもしれない。

10.日 本語の述語省略の例として、以下のようなものが挙げられるだろう。

「お前、昼飯どこで食ってきたの。」

「松屋 (で昼飯を食ってきた )。」

カジュアルな会話でよくみられる傾向であり、このような表現を使えるのは高い談話能力の証で

もある (Marriot 1995)。

11.こ の研究では、オーストラリアの高校生が大学講師とのやり取りで常体 (いわゆるタメロ)を使っ

てしまい、敬語の習得が不十分であったことを示しているが、Mar五ott(1995)は 高校生という

年齢を加味すると、日本人でも同じような言葉遣いになる可能性を示唆している。

12.参加者を匿名にするため、この名前は変えてある。

13.SIAで は古 くか ら学習動機を、「道具的動機 (mstrumental mOt市 ation)」 と「統合的動機

CntegratⅣ e mOt市 ation)」 に区別している。前者は L2をキャリアの道具としてとらえることで、

後者は L2を使用する人々や文化にひかれ、その社会と自分を結びつけるために L2を学ぶとい

うものだ。かつては統合的動機の方が習得に寄与すると考えられていたが、今日では否定的な考

えが主流である (Dornyei,2005)。 しかし筆者は、参加者が第 2の動機を追加したことに今回のホー

ムステイの意義があると考える。

14.学習動機を、外からの影響で動機づけられる「外発的動機 (ext五nsic mot市 ation)」 と、学習者

自身の内面から自然とわき出てくる「内発的動機 (intrmsic mot市ation)」 の 2種類に区別する

ことも可能だ。テス トの点がよかったらゲームを買ってもらう条件で英語を学ぶようなのが前者

に当たり、単に英語が好きで勉強するというのが後者に当たる。Ryan&Deci(2002)は 「自己

決定理論 (self‐ determination theow)」 において、内発的動機の構成要素の一つとして「人間関

係 (rela∞dness)」 を挙げている。

引用文献 :
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米会話学院

菊池健彦 (2011)

杉田敏 (1996)

『「フォーカス・オン・フォーム」を取り入れた新しい英語教育』大修館

「英語って、やつぱりおもしろい !」 2011年 1月 5日 『達人セミナー』講演 日

『イングリッシュ・モンスターの最強英語術』集英社

『英語の達人』 ディエイチシー
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データが不足していたことから、具体的な習得成果を描くことはできなかった。客観的データである

運用カテストでも限られた成果しか確認できなかった。しかし、これまで論じてきた方略や気づきは、

生徒が体験から培った極めて貴重な精神的収穫といえる。筆者は Harada(2010)の 中で、英語を学ぶ

意義を認識できない中学生の抱える心理的な問題を報告したが、17日 間の体験がこれらの問題の解決

の糸口になると期待している。今回のホームステイは、習得のための「種まき」をしたにすぎない。

今後の課題は、17日 間で体験した気づきや方略を習得につなげていくことだ。そのためにも、参加者

のL2使用を今後も見守り続けたい。そして今回まかれた「種」を参加者がしっかり育てるため、帰

国直後に感じていた英語学習に対する情熱を、今後も持ち続けることを願ってやまない。

付記

1.以下のような記述は次のように分類した。
「下がった」「基本的な英語しか使えず、最近習ったことは使えない」→ 2

「積極的になった」「今度外国に行ったらひるまずしゃべれると思う」→ 3

「上達した」「最強になった」「気分的に上がった」「アメリカ人になった」→ 4

「言いたい単語がすぐ言えるようになった」「thの発音がよくなった」→ 5

2.筆者は、この背景にテストの信用度 (reliabihty)の 問題があると考える。そもそも、CASECは
さまざまなレベルの受験生に対応するため、受験生に応じて出題を変える設計になっていて、最

初の標準問題に多く正解した受験生にはレベルの高い問題を、そうでない受験生にはレベルの低

い問題を以後提示し、同時に得点の上限と下限を設定する仕組みになっている。このようなテス

トでは、ケアレスミスなどの偶発的事象で得点が大きく揺れる可能性が高い。Freed(1995)も、

過去の研究で留学の効果を示さないものについては、その評価方法を疑問視している。運用カテ

ストの信用度など詳しい解説については Bachman(1990)を参照。

3.中間言語 (interlanguage)と は、学習者の発展途上のL2の ことである。学習者はネイティプスピー
カーとは違う独自の文法を持っていて、学習の中でこれを再構築しながら目標言語に近づけてい

くと考えられる (Selhke■ 1972)。

4.Focus on Formと は、Michael Long(1991)が 提唱した L2指導法で、伝統的な「文法形式重視
の指導法」と、その反動として生まれた「意味重視の指導法」を統合しものである。いろいろな

応用例が考えられるが、日本国内での指導については和泉 (2009)が示唆に富んでいる。

5.Canale&Swain(1980)は コミュニケーション能力の構成要素として、「文法能力 (grammatic』
competence)」、「社 会

‐
言 語 能 力 (sociolinguistt competence)」、「 :方 1略 能 力 (strategic

competence)」 を挙げて、Canale(1983)は さらに「談話能力 (discourse compe"nce)」 を追加した。

6.発話の計画 (plannmg)は学習者が文を組み立てる認知的負担を軽減し、注意資源をインプット
に向けることが可能にする (Gass&Selinke■ 2008)。

7.参加者を匿名にするため、この名前は変えてある。
8.L2でインターアクションする学習者が相手の発話を理解できないとき、I don t understand.
や What do you mean?な どと言って、もう一度わかりやすく発話してもらうことが多い。こ

のように理解度を高めるための交渉を「意味交渉」という。学習者は意味交渉することによっ

て、理解可能なインプットを増やして習得を助長するというのが、インターアクション仮説 (the

hteraction hypothesis)の 中心的根拠である (Long&Robinson,1998)。
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自身も学生時代の世界旅行で知り合ったスロベニア人やタイ人と英語を話した体験が、自分の学習動

機につながつた思い出がある。Murata&Suttmoto(2009)は 、日本の高校において、世界で話さ

れるさまざまな英語 (World Englishes)や ノンネイティブスピーカーを題材に授業を行ったところ、

生徒の英語に対する関心を高めることができたと報告している。

今回のホームステイでも、参加者がノンネイティブスピーカーと英語で交流できる場面が一度だけ

あった。ある夜、近くの教会で催されたTak■meという集まりで、留学生や移民など、多くのノ
ンネイティスピーカーとアメリカ人ボランティアが交流する機会であった。本校生徒にもこの集まり

を紹介し参加者を募ったところ、筆者を含め 8名が参加した。そこでは現地の大学に通う日本人留学

生の他、フランス人、ベトナム人、中国人などさまざまな国籍の人々が集まり、7、 8人のテーブルに

分かれて与えられたテーマ (例 :「結婚式のお祝いに何を持っていくか」など)について英語で討論

を行った。本校生徒も、日本人留学生の助けを借りながら討論に参加していた。終了後に彼らの感想

を聞いたところ、一様に「楽しかった」と答え、中には「アメリカに来てこれが一番よかった。」と

いう参加者もいた。

● テーブルに座っていたアメリカ人の方々も、優しい人ではあったが、ガッツリロを見つめられて
ペラペラと質問されると、困惑してしまった。それでも恥s Noだけで終わらせるのではなく、

(中略 )、 何かしらの文章を付け加えるように努力してみた。すると「君は良くしゃべる子なの ?」

と聞かれたのだ。僕はそんな人間ではないのでビックリしたが、とても嬉しかった。 (中略 )

この Talk■meが、最も楽しい思い出になった 。・ 。(作文 31)

Pellegrino Aveni(2005)は 、L2の未熟さから、学習者がネイティブスピーカーよりも地位が低い

と感じてしまうことが、L2使用の妨げになることがあると述べている。ネイティプスピーカーと交

流すると、自分が子どものように扱われていると感じてしまい、あえて交流を避けてしまうというの

だ。しかし、このようなノンネイティプスピーカー同士の会話であれば、同じ学習者の立場であり、

お互いに共感を覚えるのかもしれない。

今回の Talk Timeの参加は、出発前の予定に含まれていなかったことで、現地で案内を受けて実

現した突発的な出来事であった。しかし参加者に与えたインパクトを考えると、今後このようなノン

ネイティブスピーカーとの交流は、正式なプログラムの一部に取り入れて全員に参加させる価値があ

るものと考える。

4.結  び

● 広大なアメリカは僕に勇気を与えてくれたように思う。(中略 )小さい事で悩んでいた自分が馬
鹿馬鹿しく思えてきた。.。 (作文 32)

以上、ホームステイの意義を SLAを 中心に展開してきたが、これでホームステイのすべてが描け

たわけではない。参加者の作文を見渡すと、観光の思い出、食べ物の話なども多くみられた。そして、

作文 32に 「勇気を与えてくれた」とあるように、参加者が感じている収穫は、言語習得よりも広い

意味での心の成長にあったといえる。現在参加者の文集を編纂中なので、ホームステイの全体像を知

るにはこちらを参照されたい。

さて、今回の研究で明らかになったことは、ホームステイが方略や気づき、動機付けなど、習得を

間接的に支えるものを提供したということだ。しかし 17日 間という短い期間であったことと、言語
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動に出た。自分からホストファザーに話しかけたのだ。自分の少ない英語の知識で、仕事は何を

しているのか、子どもはいるのか、年は幾つかなどちょっと無遠慮な質問などをたくさんした。(作

文 25)

● 毎日家まで車で送つてくれる人がいたんだけど、最初何も話すことがないからずっと黙ってて、
すげぇ気まずかったの。でも思いっきって「かっこいい車だね」つて言ったら、むこうもたくさ

ん話し始めて。俺たちめっちゃ仲良くなつたよ。(証言 5)

作文 25の参加者は、自分から話しかけて距離を縮めたことが「ホストフアミリーとの生活を決め

る重要な行動」だつたと認識している。証言 5の参加者は、出会いの場面で感じた 2人の間の距離を、

相手からの接近を待つことなく、自らコミュニケーションのきっかけを作ることで、社会的距離を縮

めていったことがうかがえる。

以上のように参加者たちは、気さくなアメリカ人に支えられると同時に、自らもさまざまな方略を

使って社会的距離を縮めていった。これが L2習得にどのような効果を及ぼしたのかは、言語データ

の不足から検証できないが、以下の作文 26,27にあるように、17日 間の生活の中で、シアトルを第
2の故郷と言えるほど、社会に溶け込んだ参加者が多い。

● 行く前はただの場所としてのアメリカのシアトルだったが、ホストファミリーとともに過ごした
楽しい日々、僕を明るく優しく迎えてくれたもう一つの家族が今、シアトルにいるのだ。シアト

ルは僕にとって特別なものになった。(作文 26)

● 日本のお土産としてグルマをプレゼントしたら、そのダルマに「僕がまたこの家を訪れるように」
とお願いをしてくれました。僕は将来またこの家に行き、そのダルマの右目を書きに行くと約束

しました。この約束は、何年かかろうと絶対に果たします。(作文 27)

短い期間で言語使用は限られていたが、このような社会的接近は、次項で論じる今後の学習意欲に

つながることが期待できる。

3-5 学習動機
● 俺、これからまじめに英語やろう。 (証言 6)
● 自分は英語の先生になりたいと思いました。今回のホームステイがもしかしたら後押しになった
のかもしれません。 (作文 28)

これまでの学習動機が試験の結果など道具的動機 (instrumental mot市 ation)に限られていた参加

者も、今回のホームステイでアメリカ人との社会・文化的距離を縮めたことで、統合的動機 (inteFative

motivation)を 持つにいたったのではないだろうか (・ 付記 13)。 ホス トファミリーと築いた友情で、

動機が外発的なものから内発的なものに変わることも期待できる (■ 付記 14)。 今回のホームステイを

きっかけに、参加者の統合的動機が高まったことを裏付けるような作文を紹介する。

● 日本に帰ったらいつか彼らともう一回バカやつて、騒いで、彼らともっと一緒にしゃべるために、
英語、勉強しようと思った。 (作文 29)

● 僕はまた必ずアメリカに戻ります。しかし、今の英語力ではあまりにも悲惨な旅になるでしょう。
いつか彼らと対等に話すのを楽しみにして、英語に専念しています !(作文 30)

なお今日のような国際社会では、英語はもはや英語圏だけのものではない。世界で英語を話す人口

の大部分は、ノンネイティプスピーカーだといわれている。よって統合的動機の対象はアメリカ人に

限らず、参加者と同じように英語を学ぶノンネイティプスピーカーでもいいのだ (C00k,2002)。 筆者
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● 僕は初日にして体調を崩してしまつた。その時には「早く帰りたい。」と思っていた。 (作文 17)

● 自分の周りの人はすべてアメリカ人で、日本語が使えなくて、一日がすごく長く感じた。 (作文
18)

● 帰れ ?ああ帰るよ !ど うせホームシックなんだし。早く飛行機の切符ちょうだいよ !(証言 3)

そして、L2使用が重荷と感じた参加者もいたようだ。

● 自分の周りの人はすべてアメリカ人で、日本語が使えなくて、一日がすごく長く感じた。 (作文
19)

● ホストファミリーに「これはどう思う」や、「これは日本語で何というの」などときかれ、大変だっ
た。日曜日は、教会に行き、そのあとは、ホストフアミリーと家の庭で犬と遊んだ。月曜日の朝

は、早く誰かと日本語で話したくてたまらなかった。 (作文 20)

このように L2社会と距離を持っていた生徒は、その後どのように溶け込んだのであろうか。

Penegrino Aveni(2005)は 、ロシアに留学した 76人のアメリカ人の体験談を分析する中、社会的距

離を決定する要因として、「安全 (satty)」 と「承認 (vahdation)」 を挙げている。参加者が L2環

境で精神的 。身体的安全を感じ、L2社会から受け入れられていると感じることが、距離を縮め L2使

用を増やすというのだ。

参加者の多くは、アメリカ人ホストの優しさや笑顔に saおtyを見出したようだ。

● 英語が通じるかなと思い心配しました。会ったらすごく優しそうな人だったので、ちょつとだけ

緊張がほぐれました。 (作文 21)

● いざ現地について、ホストファミリーに会うと、緊張して何も話せず、頭が真っ白になり、心さ

えも通じあうことができませんでした。しかしこんな緊張している僕を見ても、ずっと笑顔で受

け止めてくれ、少しずつ打ち解けることができたのです。 (作文 22)

さらに参加者は、さまざまな出来事をきっかけに vahdationも感じている。

● テントを建てている最中、 (5歳の )ジ ョサイアンが “Takeshi～ Takeshi～ "(ナ 付記 12)と

連呼していてかわいかった。 (作文 23)

● 最初の頃、何も話すことがなかったから一人でテレビ見てたんですよ。そしたら 6歳の子供が俺
の膝にちょこんと座って。あれで俺もこっちに慣れましたね。 (証言 4)

作文 23と 証言 4の参加者に vahdationの感覚をもたらしたのは、 このように幼い子どもであっ

た。子どもが自分に甘えてくる、自分は頼られている、このような感覚を持つことによって、拙い L

2使用で崩れかけた selfを立て直すことができたのではないだろうか。また自分の特技を生かして、

validatおnを勝ち取つたのが以下の例だ。

● 帰りにホストマザーが迎えにくるまでの間の時間に (ビアノを )何回か弾いてあげたら、とても

喜んでもらえた。まさに「芸は身を助ける」だった.(作文 24)

L2で 自己表現を十分にできないもどかしさを感じつつも、ビアノ演奏でホストを喜ばせたことで、

自己の存在を承認してもらっている。他にも自ら台所に立ちホス トに日本料理をふるまつて喜んでも

らったという参加者もいた。いろいろな意味で「芸は身を助ける」ものだ。

さらには参加者が積極的な L2使用で、距離を縮めようと奮闘したケースもみられた。

● 昼食のあといよいよホストフアミリーとの緊張の対面。その時の僕の緊張度は最大まで達してい

た。 (中略 )フ ァミリー宅に向かう中、僕は今後のホストフアミリーとの生活を決める重要な行
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礼を言われて You re welcomeあ るいはЪ u betと返すのは、重要な社会言語知識である。You

betは、筆者も成人後にアメリカで初めて耳にした表現であるが、Lu re welcomeは、参加者が今

回初めて耳にしたとは考えにくい。しかし今回は、実際のコミュニケーションにおいて、Thank yOu

と言った後にYOu re welcOmeと 返してもらったことで、印象に残ったのだと考えられる。L2の文法

学習には、ことばの「形式 (おrm)」 と「意味 (meaninυ 」に「機能 (hnction)」 を統合することが

不可欠であるとされる (Celce‐ Marcla&Larsen Freeman,1999)が 、ホームステイでのコミュニケー

ションで、学習者は確かな文脈を与えられ、国内で不十分であった文法学習を補充したのではないだ

ろうか。また Anything else?は、レス トランで注文をとりに来るウェイターの定番表現で、繰り返

し耳にするうちに記憶に残ったものだと考えられる。Woopsや Oh my goodness(God)は失敗した

ときや驚いたときに用いられる間投語句で、カジュアルな表現だ。参加者は、何らかの出来事と一体

化して、エピソー ド記憶としてとどめたのではないだろうか。さらに wannaは want toの非標準表

現で、教室英語ではなかなか耳にできないものだろう。

このように参加者は、挨拶などの定型表現や、カジュアルな国語表現、非標準表現などを記憶にと

どめ、L2の社会的可変性に気づいたことが明らかになった。しかしこれで、彼らが実際にこのよう

な知識を使いこなせるようになったわけではない。Marriott(1995)が主張するように、ネイティブ

レベルの習得には年単位の言語接触とフィードバックが必要である。Regan et d。 (2009)は、参加

者の帰国後も追跡調査を行い、帰国後 1年たっても社会言語的知識を維持していたことを示している。

本校生徒も今回の気づきをきっかけに言語への関心を高め、帰国後の英語学習の糧にすることを期待

したい。

3-4 社会文化的接近

● 生まれて初めて書くラブレターが英語になるとは思ってなかつたすよ.(証言 2)
● アメリカ人は僕のホームステイに対する目的である「相手を受け入れる力」と「相手に自分を伝
える力」をすでに持っているということである。そういったアメリカ人の特徴がわかってくると、

今度は僕がそれに近づかなければと思った。(作文 14)

学習者がいかにL2社会に溶け込めるかは、習得の成功を左右する鍵といえる。社会に溶け込むこ

とで L2の使用機会が増えると期待できるからである。Schumann(1978)は、「文化接近モデル (the

acculturation model)」 を提示して、L2習得の成功度を決定する要因として、社会文化的距離を挙げ

ている。しかし思春期を境に、人はLl自我なるものを形成しL2文化との間に壁を作ってしまうので、

文化接近の足かせになるという指摘もある (Brown,1980;GuЮ ra et al.;1972;Tarone,1983)。 ま

たPellegrmo Ave五 (2005)に よると、学習者はことばの壁によりL2で表現できる自己 (selDが不完

全なものになり、周りに自分の姿を不本意な形でさらすことが不安となると、L2使用を減らしてし

まうという。自我形成期を経た高校生だけに、見知らぬ文化の中でどのように社会文化的距離を縮め

アメリカ社会に溶け込むのかは、興味深い問題である。

出発前や到着直後の参加者の多くは、少なからず不安を抱いていたようだ。

● 成田を出発するまで、英語だけの環境で 17日 間も過ごしていけるのか不安で、正直行きたくな
いとも思った。(作文 15)

● 空気、匂い、景色、全てが違うアメリカに圧倒されて、心の中では不安で、行きに乗つた飛行機
で日本にそのまま帰ろうかと思ったほどだ。(作文 16)
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のか、といったことを決定する。」 (筆者訳 )

Regan et al.は さらに、言語の形式に関わる「範疇的特性 (catego五 calお atu“ s)」 と社会的機能

に関わる「可変的特性 (va五ableおatures)」 を区別して (・ 付記 9)、 教室における L2指導は前者

に効果を発揮するが、海外生活が効果を発揮するのは主に後者においてであると述べている。参加者

たちは英語圏での生活の中で、英語が実際どのように使用されているのかを生で観察でき、その場に

ふさわしいことばづかいを学ぶ機会を得るであろう。公共の交通機関で見かける Thank you br no

smohngと か Yourお■ow passengers wil appreciate no smoking in this areaと いう看板も、

単なる No smokmgと いう表現に柔らかさを加えるもので、これも重要な社会言語的インプットとな

る (大杉 ,2011)。

海外研修における社会言語的発達は、丁寧なことばの習得にとどまらない。むしろ顕著に現れるの

は、カジュアルな表現の習得だ。Marnott(1995)の 研究によると、オーストラリアで日本語を学ぶ

高校生の発話には敬語が大半を占めていたが、1年の日本留学の後は、「だ」調や述語の省略 (■0)な ど、

カジュアルな表現が増えてきたという。

また仲間との距離を縮めるために、あえて非標準的な表現を使うケースもある。Regan at al

(2009)は 、アイルランドのフランス語学習者が、 1年間のフランス滞在でどのように非標準的な形

式を身につけるかを検証している。学習者たちは滞在後、否定文で neを省略する形式 Oe ne vois

pas→ Je vois pas)、 「私たち」を表す nousの代わりに onを使う用法、″の発音を落とす傾向 (11
ya/ilyゴ → Ay″)といった、非標準的な表現を使う頻度が高くなったと報告している。しかも使用

する場面の選び方もフランス語のネイティブスピーカーのパターンに近づいたとして、一年間の滞在

が社会言語能力の習得を促したと述べている。筆者もかつてアメリカ南部に滞在したとき、周囲の人々

が非標準型 He don tを 使うのをしばしば耳にして、学校英語で習った標準型の He doesn tを 使う

自分がよそ者のように思え、積極的に He don tと いう表現を使ってみたことがある。

ここで大切なのは、いつどこでカジュアルな表現を使えるかということはネイティブスピーカーが

暗黙のうちに共有する社会的ルールで決まっているということだ。Mariott(1995)の 研究で取り上

げられた高校生のカジュアルな表現の使用には、日本の社会的規範からそれるものがあったという

(・ 付記 11)。

さて、今回のホームステイプログラムに参加した生徒たちは、どのような社会言語知識を身につけ

たであろうか。筆者の目を引いたのは作文 13だ。

● 家族全員と仲良くなれました。  そこで教科書で習わない様々な英語表現を学び、それを使い
毎日が楽しくなりました。 (作文 13)

毎日を楽しくした「教科書で習わない様々な英語表現」とはどのようなものだろうか。これを調査

するため、帰国後の事後研修において、参加者たちにホームステイの期間で覚えた英語表現を挙げて

もらった。その中で、複数の参加者から挙げられたのが以下の表現である。

資料4 自分で発見した英語表現 (複数回答のもののみ )
You re welcome.(4)、 You bet.(3)、 Anything else?(3)

Oh lmy God(goodness)!(3)、  Woops(3)、  wanna(2)

※カッコ内は回答件数
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コミュニケーション方略 (・ 付記 6)であるが、一連の作文には以下のような例もあった。

● 滞在しているうちにわからないことや通じないことがありました。でも、一生懸命になってがん
ばっていろいろな単語を言ったり、手や表情を使ったら通じて実いが起こったりもしました。私

は人が笑ってくれるのが好きで、まさか外国の人にまで笑ってもらえるとは思わなく、とっても

うれしかったです。(作文 9)

● 彼らの言っていることを頭の中で英文にするなどという面倒くさい事は一切していない。聞こえ
てくる単語を整理して、そこから相手の言いたいことを推理した。伝えるときも、文法などまる

でメチャクチャだった。そうだ、僕は向こうへ行ってまともにしゃべった英語など、「マイ ネー
ム イズ ヒロシ (■ 付記 7)」 ぐらいしかないのだ。こんなやつでもアメリカ人と暮らせる !そ
れがわかっただけで充分だった。(作文 10)

このような方略でインターアクションを続けることによって、学習者は「意味交渉 (negotiation of

meaning)」 を行い、習得に必要な「理解可能なインプット (comprehensLle input)」 を増やすこと

ができる (Long&Robinson,1998)('付 記 8)。 さらに、実際のコミュニケーションで得た言語知識

はエピソード記憶となり、長期記憶に入りやすいともいわれている (DeKeyser,1991)。

参加者の作文からも、彼らの盛んな意味交渉が読み取れる。

● 毎晩DVDで映画を観たのだが、その時にも 10分に 1回 くらい一時停止して、「いまの話の流れ、
理解できた ?」 と聞いてくれるほどだった。また、毎日夕食の後に税金の話や医療保険の話、熱

帯魚の飼育についての難しさ、英語版速読術などについてホストファザーが講義してくれて、わ

からないことは何でも質問し、どんな簡単なことでも嫌がらず答えてくれた。(作文 11)

このような意味交渉から、参加者がどのようなインプットを得ていたのかを示すデータはない。し

かし、彼らがさまざまな方略でインターアクションを行っていたのは明らかだ。17日 間で得られる言

語知識は限られるものの、肝心なことは、参加者たちがコミュニケーションの中で言語を学べるとい

うことを自ら体験したことだろう。このような体験が学習方略として確立すれば、帰国後の習得にも

長期的な効果をもたらすはずである。

3-3 社会言語的気づき

● アメリカ人はすれ違うときでもちゃんと「エクスキューズミー」と言ったりと日本よりもマナー
が根付いていると思った。 (作文 12)

L2を学ぶことは単に文法上の形式だけでなく、作文 12のように、言語の文化的な側面を学ぶことに

なる。SLAにおいても、このような社会言語能力は近年ますます注目される。Regan et al.(2009)は 、

その意義を以下のように説明する。

(Sociolinguistic co】 mpetence)describes the dllnension of SLA which colours the way the

second language (L2)speaker relates to the conllnunity or conllnunities they are living

in and inay wish to be a part of in sonle way: how they want to be  in the particular

group or community,what in fact is thei linguistic identity within this group and how

they construct this identity through language.(p.2)

「社会言語能力は、L2話者が、自分が暮らす社会、あるいは参画しようとする社会とどのような関

わりを持つのかというSLAの側面を示すもので、自分が集団や社会のおいてどのように溶け込み

たいのか、集団の中でどのような言語的自我を持ち、言語生活を通してどのような自我を確立する
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● マクドナル ドに行く機会があつた時、僕はビッグマックの「セット」を注文したかつた。日本で
は「セット」と言えば「飲み物とポテ トと一緒に」という意思が伝わるが、きっとアメリカでは

「セット」と言ってもその意思が通じないと思つたので、どうすればいいのかわからず、諦めて

単品にしようかと思った。しかし、これが日本人特有の消極性なのではないかと思い、それでは

意味がないのでカウンターに近づき、他のアメリカ人の注文の仕方を何人か注意深く聞くことに

した。すると欲しいハンバーガーの名前の後に withをつけて飲み物とポテ トを注文していたこ

とがわかつた。そこでその真似をして注文してみると、日本で言う「セット」を注文することが

出来たのだ。ちょっとしたことのようだが、このような「真似」を試して、それが相手に伝わる

ととても嬉しいし、英語を話すことの意欲がわいた。それからはアメリカ人とのコミュニケーショ

ンが楽しくなり、ホームステイの一日一日が充実したものになつてきた。 (作文 7)

ハンパーガーの注文という日常のタスクで中間言語の穴に気付き、ネイティブスピーカーの発話に

注意を払い、前置詞 withの使い方を学習する、きわめてすぐれた方略である。最後に「相手に伝わ

るととても嬉しいし、英語を話すことの意欲がわいた」をあるように、この参加者は実践から学ぶ楽

しさも感じている。この withの用法も学校で既習事項であるが、この参加者は自ら発見し自ら使う

という体験で、自分の表現にしたのではないだろうか。

3-2 インターアクション
● 僕はスーツケースを取ってホストマザーと車に乗る。僕はこの車の中で何を話すか、出発前から
ず一つと考えていた。しかし、家に着くまで沈黙はなかった。それは出発前からず一つと考えて

いた成果・・・ではない。車に乗って出発するとホストマザーから話しかけてくれて、少し僕の

ことを話した。次に何を話そうか考えていると、「は ?」 と言いそうになつた。家に着いてしまっ

たのである。きっと5分弱だったと思う.これが僕の最初の思い出。(作文 8)

日本の高校で英語を学習する場合、定期試験などが学習目的の中心になり、文法形式に注意を払う

ことが要求されるだろう。しかし、ホームステイでの英語を使う最大の目的は、コミュニケーション

になり、会話のラリーでボールを落とさないこと (Flynn et al.2005)、 すなわちインターアクショ

ンが大切になる。そして L2使用者にとっては、時に自分の言語知識の限界を超えて表現することも

求められ、文法形式に注意を向けることより、誤りを恐れず意思を伝えることが肝心となる。出発前、

筆者は、英語で女性をデートに誘うケースを例に、実際のコミュニケーションで大切なのは、発話の

正確さではなく、内容の充実度や自己表現力だという議論を展開したうえで、会話をつづける訓練 (原

田,2009)を 参加者に課した。

誤りを気にしないということで、文法上の誤りが固定化する、いわゆる「化石化 (おssilizatお n)

(Han,2004)」 の懸念もあるだろうが、SLAでは学習者が L2で積極的にインターアクションするこ

との意義を重視している。そこから期待できる効果としてまず挙げられるのが、コミュニケーション

方略の学習である。言語知識の限られた学習者が、言葉の壁に遭遇したとき、ジェスチャー、言いか

えなどの手段で乗り切るが、このような方略を身につけることは、L2コ ミュニケーション能力の構

成要素と考えられる (Canale&Swain,1980;Canale,1983)(■ 付記 5)。 La“ord(1995)は、スペ

インやメキシヨで 1学期間過ごしながらスペイン語を学んだアメリカ人学生が、国内で学習した学生

より、積極的にコミュニケーション方略を用いて、母語に頼ることなく会話を継続させていたと報告

している。作文 8の参加者が「車の中で何を話すか、出発前からず―っと考えていた」というのも、
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間を受けた。「『このプログラムに参加してよかつた』って英語で何て言うんですか。」筆者から “Im
glad l took part in this proram.''と いう表現を習うやいなや、この参加者はすぐに近くいたホス

トマザーに同じ文を再生してみせた。また今回は、オープンカーに乗って涼しい風に当たりながら、

「『空気が涼しい』つて英語で何て言うの。」と筆者に尋ねた参加者もいたが、彼も素直な気持ちを表

現しようとしたのだろう。与えられた日本語を英語に直すというアウトプットと違い、参加者の純粋

な表現欲求が基盤にある。ホストファミリーと別れるとき生徒が発した Thank yOuも、教室で CD
の後に繰り返す Thank youよ り、気持ちの通った Thank youで はなかっただろうか。

学習者の情意面に注目し、知性面とのバランスによって言語習得が成功すると信じる研究者もいる。

Pink(2006)は脳科学の立場から、ヒトは知的に統語を操る左脳と、感性を操る右脳の双方でことば

を操るという見解を提示している。Fanselow(1997)は 、幼い娘が自分のポケットをたたいて“pocket

と叫んだとき、それまで何度も耳にしていたはずの語が身の回りの現象と結びつき、自分のものになっ

た瞬間だと述べている。三重苦のヘレンケラーが井戸の水を手にして、“water''と いう語を発したの

も、ことばと現象が結びついた瞬間といえるかもしれない (和田多鶴 2010年 8月 1日 付 email)。

このようなアウトプットは、どのような形で習得に結びつくのだろうか。Swain(1998)の 「ァゥ

トプット仮説 (the output hypothesis)」 によると、学習者がアウトプットでL2仮説を確認したり

ネイティブスピーカーのアウトプットと比較したりすることが、中間言語 ('付記 3)の再構築につな

がるという。さらには、自分の力の及ばない部分に気付くことが、L2に注意を払うきっかけになる

ともいう。実際ホームステイの参加者は、必要に迫られて発話を試みるのであるが、自分の知識や能

力を超えることが多い。

● 相手の話すことは聞き取れても、自分の言いたいことがなかなか上手く伝えられなくて悔しかっ
たです。(作文 4)

● ぼくの肌は弱くて洗剤があいませんつてジェスチャーでやってみてください。できないですよね。
ここで英語しゃベリたくなったよ。(作文 5)

● 学校や塾はもちろん、旅行先でも外国人と話して困ったりして学ぶ機会がなかつたので、ホーム
ステイをしてそういう機会を得られた (作文 6)

作文 4,5のように、伝えたいことを伝えられない状況を Swainは 「中間言語の穴 (a hole m ones

interlanguage)」 と呼び、学習者がこの穴を埋めるべく、ことばへの意識を高めることの意義を強調

している。すなわち、作文 6の参加者の言う、「困ったりして学ぶ機会」が重要なのである。そして「悔

しかった」「英語しゃべりたくなった」という思いをもつことで、L2の語彙や文法に注意を向けるよ

うになるというのだ。「このプログラムに参加してよかつた」「空気が涼しい」という表現も、参加者

が心の底から表現したかったことだけに、気づいた中間言語の穴も重大なものといえるだろう。今日

の英語教育で注目を浴びる指導法 Focus on Form(■ 付記 4)も、コミュニケーションの中で言語を使

用し、言語知識の不足ゆえ生じる障害から、学習者の注意を喚起することが前提となつている。

このような体験で中間言語の穴に直面した参加者は、さまざまな学習方略で問題を解決しようとす

る。引率者に英語で何というのか尋ねるという方略の他に、辞書を使うことも可能だ。実際、参加者

のほとんどは電子辞書を片時も離さず、必要があるたびに使用していた。さらにすぐれた認知方略の

使用例として、以下の作文を紹介したい。
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の伸びにばらつきが大きく (SD=66.3)、 得点を下げた参加者が 16人、しかもうち 3名は 100点以

上得点を落としている (*付記 2)。 さらに細かく見るため、セクションごとの伸び幅を t検定にか

けたが、最も期待された聴解部門でも 5.2点の伸びにとどまったのを始め、語彙も伸び悩み、表現では、

有意差こそないものの、得点を下げている。そして、有意差が確認できたのは書き取り部門だけとなっ

た。このような音声認識力が向上したことが「リスニングカがついた」という実感につながっている

のかもしれないが、聴解テス トの伸び悩みは、聞き取ったことばの意味を理解するに至っていないこ

とを示しているといえる。ホームステイの費用を考えると、飛躍的な成果とは言いがたい。

このような限られた成果にも関わらず、参加者が満足しているのはなぜだろうか。英語力がついた

という実感も、幻想に過ぎなかったということなのだろうか。この点を考察するのが本論文の目的で

ある。 lヶ 月以下の滞在では英語力向上を評価しにくい (吉村&中山 ,2010)と 言われるが、これを

評価する方法は CASEC以外にはないのだろうか。短期間で「結果」が限られるのなら、言語習得の「過

程」はどうなのだろうか。このような疑間が本研究の出発点である。

3.参加者の言語習得体験

本章ではSLAの成果よりもプロセスに注目し、参加者の 17日 間の体験を探るため、彼らの作文や

証言をデータとして掲載する。作文は参加者が文集制作のために提出したものを、誤字のみ修正した

うえで抜粋している。一方証言は、参加者が筆者に雑談で話してくれたことを、メモを元に再現した

ものである。雑談はバス移動中や昼食時など、あらゆる場面で行われ、印象的な証言があるたびに、

速やかに記録するようにした。インタビューの音声記録を文字にするという本来の研究手法をとって

いないが、雑談の中での証言だけに、生徒の本音や自然な声を反映していると思われる。しかし、発

言が忠実に再現されない、データが筆者に話しかけてくる参加者に偏ってしまうなど、非科学的要素

が入り込んでいる可能性は否めない。

さて、SIAの見地から作文や証言を見直すと、そこから浮き彫りになってくるのは、実際のコミュ

ニケーションの中での、1)ア ウトプットや 2)イ ンターアクションといつた言語使用の側面である。

また、L2文化に身を置くことで生じた 3)社会言語的気づきや、アメリカ社会に溶け込み、4)社会文

化的に接近するプロセスも注目に値する。さらには、17日 間の体験で育まれた新たな 5)学習動機に

も触れておきたい。

3-1 アウトプ ト
● 毎日の生活の中で一生懸命英語を話した。苦手な英語でも相手に伝わるととても嬉しくて、だん

だんと自信がついてきた。 (作文 3)

国内の英語学習では、アウトプットの量が限られる。松村 (2009)に よると、日本人学習者が中学・

高校 。大学の 8年間で体験するアウトプットの量は、多く見積もっても、英語圏に生活する者の 12

日分に過ぎないという。筆者も授業では、生徒になるべくアウトプットを促すことを心掛けてはいる

が、多くは Repeat after me(the CD)と いつた指示に終始してしまい、生徒が自分の意思で発話や

作文をする機会は極めて少ない。

だが L2社会に入れば、個人差こそあれアウトプットの機会は増える。そして、ホームステイでの

アウトプットは参加者の心の声であることが多い。4年前の引率で、筆者はある参加者からこんな質
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グラムである。シアトル近郊でのホームステイを 2週間、その後サンフランシスコのホテルに 2泊滞

在して、8月 7日 に帰国した。

ホームステイは、一人一人にアメリカ人家庭が割り当てられ、そこで 2週間過ごすという体験だっ

た。参加者全員が、応募条件の実用英語検定 3級を取得していたが、英語圏の日常生活に十分といえ

ない英語力である。さらにほとんどの参加者にとっては、17日 間も親元を離れるというのは初めての

体験であったろう。このため、初日にスタディセンターから各ファミリーに引き取られて行った時は、

不安を抱いていた参加者が多い (本稿 3‐4参照 )。

しかし、こんな生徒たちもやがてはアメリカに溶け込み、終盤にさしかかるころには、「帰りたく

ない」と口にするようになっていた。最後のSayanara Partyで参加者一同がWe are the Wondを 歌っ

たときは、アメリカ人ホストも加わり肩を組んでの大合唱、感動的な幕切れとなった。ホストと別れて、

空港に向かうバスの中では、涙で目をはらした参加者もみられた。

2-2 満足度と成果
● ホームステイ最高 !(作文 2)
2学期最初に実施したアンケートでは、プログラムを肯定的にとらえる回答が 9割を越え、参加者
の高い満足度が伝わつてくる (資料 1)。 さらに、17日 間で何らかの英語力をつけたという実感して

いる参加者も多く、とりわけリスニングに効果があつたという回答が多かった (資料 2)。

資料 1.今回ホームステイに参加して

本当によかった 85%、 よかった 9%、 分からない 6%、 イマイチ 0%、 がっかり0%

資料 2.あなたの英語力はどのように変わりましたか (*付記 1)
1.リ スニングカがついた (気がする)

3.話す自信や度胸がついた

5.スピーキングカがついた

2.上達した実感がない

4.全体的に向上した (気がする )

6.英語に対する意欲がわいた

14人

4人

2人

8人

4人

2人

このような参加者の実感を客観的に示すことはできるだろうか。英語力の向上を示すため、出発 lヶ

月前と帰国 1カ 月後に、CASECと いう英語運用カテストを実施した。これは、語彙、表現知識、 リ
スニング (聴解 )、 ディクテーション (書き取り)の 4セクションに分かれ、実施元であるに実用英

語検定協会 (http:〃 casec.eⅥdus.cOm)よれば、TOEICや TOEFLのスコア、実用英語検定の級の目
安も示せるという。欠試した 1名を除く42名 のデータを資料 3にまとめる。

資料 3 CASECスコア
(平均値 :n=42)

合 計 語 彙 表 現 聴 解 書き取り

帰国後 401.8 94.7 91.0 109.5 106.5

出発前 384.5 88.8 97.4 104.3 94.1

差 17.3 5.9 -6.3 5.2 12.5

t検定 (p=) ※ 4.9% 12.0% 12.2% 8.4% ※ 0.1%

※有意差あり

合計点は平均で 17.3向点上し、 t検定で 5%の有意水準をかろうじてクリアした。しかしスコア

(2)



短期ホームステイにおける第 2言語習得のプロセス

この論文は、筆者が引率したシアトルホームステイプログラムの意義を、第 2言語習得論 (Second

Language Acquisition:以 下 SlAとする)の視点から考察する。参加者の英語習得を裏付ける言語デー

タは乏しいが、作文や証言からは、言語習得に必要なさまざまな方略使用や気づきが起きていたこと

が分かる。参加者は、新たに築いた人間関係に満足を得て、これが今後の英語学習の動機づけにつな

がりうるということが期待される。

1.はじめに

● ろくに英語もできず、理解もできない。文法も覚えていなければ、単語もまばら…。だから、僕

はあえてホームステイに行こうと思つたのです。 (作文 1)

第 2言語 (以下 L2と する)を学ぶには、その国に行くのが一番だとよく言われるが、はたして本

当なのだろうか。筆者が 2010年夏に引率したホームステイプログラムを題材に、アメリカ滞在の L2

習得に及ぼす効果を検証したい。

杉田 (1996)は、日本を出ないまま英語の達人レベルに達した英語教育評論家の長崎玄弥氏との

インタビューを記載している。さらに菊池 (2011)は 、いわゆる国内の「引きこもり留学」だけで

TOEIC24回連続満点を出した実績を紹介している。このような国内学習者を成功例と捉えるのなら

ば、海外研修の意義とは何であろうか。国内での学習と比較して、L2習得にどのような効果をもた

らすのだろうか。

過去の SLA研究は統一した見解を出していない。DeKeyser(1991)は 、アメリカ人スペイン語学

習者で、スペインに 1学期間留学したグループと国内で学習したグループを比較したが、グループ間

の差よリグループ内の差が大きく、留学経験の有無よりも個人差の影響が強いと結論付けている。そ

の一方、複数の留学研究を編纂した Freed(1995)は、留学が発話の流暢さや社会言語能力の発達に

効果をもたらすという概観を示している。吉村&中山 (2010)は 、米国短期語学研修に参加した大学

生及び大学院生の研修前後のミシガンテス トのスコアに有意差はなかったが、現地でのプレゼンテー

ションに奮闘した結果、ライティングにおける談話能力に一定の向上が見られたという。

2.本プログラムの概要
2-1 17日 のアメリカ体験

● 最後の夜、家族みんながリビングに集まったの。そんで「目をつぶって」って言われたからつぶっ
て、開けたら、俺の手の上に家族みんなのサインポールが乗つてたの。俺、マジで泣いちゃつた。

(証言 1)

本プログラムは、高校 1年生男子 43人を対象に 2010年 7月 22日 から実施された 17日 間のプロ

(1)

英語科 原 田  淳
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